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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章







　紙を用意してくれ。Ａ４くらいのサイズがいい。これより小さいと、ちょっと書きにくくなるかも知れない。大きくてもいいが、机に乗らなくなるのは困る。床に置くのも手だが、畳だと字が歪ゆがむし、フローリングだと手足が冷たくなる。だからＡ４が適当なんだが、要は書きやすければなんでもいい。

　ペンは黒のマジック。色が濃いと気合いが入る。これで中央に瀬せ能のうナツルと書き入れる。

　これは俺おれの名前だ。おっと言い忘れていたが、紙はチラシの裏か破ったカレンダーにして欲しい。リサイクルの点からも、まっさらなコピー用紙に書くのはもったいない。現に俺は、デパートの包装紙を使っている。

　さて今度は隣に、沙さ倉くら楓かえでと書いて欲しい。いい名前だと思わないか。俺の憧あこがれの人だ。しばらくうっとりしてから、俺から矢印を沙倉さんに伸ばす。

　矢印は人間関係を現わしている。俺が沙倉さんを好きだということだ。直接「好き」なんて書くと照れるが、矢印ならそれほどでもない。

　次は沙倉さんから矢印を伸ばす。ただし俺とは反対方向に。そしてその先にやっぱり、瀬能ナツルと記入する。

　これで沙倉さんを中央にして、両りよう脇わきに俺の名前が並んだことになる。これだけではわけが分からないだろう。俺だってそうだ。そこで、一番最初に書いた名前の下に括弧付きで男と記しておく。それから最後に書いた名前の下にも括弧付きで女と記す。

　つまり男のナツルと女のナツルが現われたことになる。事情を知らない人は首をかしげるだろうが、先に進ませてもらう。説明はあとでするから。

　次。どこか離れたところに、三さん郷ごう雫しずくと書いておく。矢印は伸ばさないで、名前の下に悪魔とでも書き込んでくれ。別に悪魔って性別があるわけじゃない。こいつの性格を示しただけだ。それから別に美み嶋しま紅あか音ねと記入する。彼女はそのまま。

　あとは同じように、近こん堂どう水み琴こと、西にし乃のますみと書く。一応、他クラスの女の子も記しておくか。これで十分なはずだ。

　さあここからが本番だ。まずは沙倉さん。彼女から矢印を、男の俺に伸ばす。それから矢印の脇わきにライバルと入れてくれ。好きじゃないのが悲しいんだが、事実から目を背けるわけにはいかない。そうしたら、他クラスの女の子からも矢印を、女の俺に伸ばす。脇にはなにも書かない。つまり好きって意味。

　水琴からは女の俺に向けて矢印。脇にハテナマークでも付けておく。ますみも同じようにしてから、好奇心と書いておく。あとは男の俺おれから、もう一本矢印を雫しずくに伸ばして、敵意と書く。

　それからとどめだ。女の俺から矢印を、沙さ倉くらさんをまたいで男の俺まで伸ばす。脇わきにはなにも書かない。好きってことなんだそうだ。

　これで終わりだ。できあがったら顔を離してじっくり眺めて欲しい。ひどい人物相関図だろう。あとは簡単だ。ゴミ箱に放ほうり込んでくれ。俺は自宅でそうした。今は捨てるわけにもいかず、鞄かばんの中に丸めて突っ込んである。

「うわあああ……」

　俺は頭を抱え、うめいた。世の中の理不尽という理不尽が、体内に転入届を出して来たんじゃないかと思ったほどだ。

　一体なんだこの人間関係は。錯さく綜そうしすぎて頭がパンクしそうだ。俺は波のない穏やかな人生が好きで、将来の夢は沙倉さんと結婚し、郊外一戸建てか３ＬＤＫのマンションに住むことなんだ。職業は当然公務員。安定万歳。

　そのためには、こんなところで脱線転覆している場合じゃないんだ。高校生で無茶な青春を送ると、高い確率で将来破滅すると言われている。統計を取ったのは俺の脳内。

　悶もだえながら椅い子すから転げ落ちる。あまりの絶望感に、いつの間にか床に転がっていた。

「瀬せ能のう」

　どこからか声がした。

「具合が悪いのか。病気か？」

　珍獣を見るような目つきをしていたのは、担任教師だった。

　はっと我に返る。そうだ。ここは星せい鐵てつ学院男子部二年四組。俺の所属クラス。おまけに今は、ホームルームの最中だった。

「すんません、ちょっと発作が」

　適当な返事をして着席する。教師は「そうか」とだけ言った。

　クラスメートは「瀬能、おかしくなったか」みたいな感じだった。まあ、おかしくなったのは、ある意味正しいんだが。

　近くの席にいる東ひがし田だが、小さな声で訊きいてくる。

「なにしてんだお前。狂ったか」

「……狂いてえよ」

　と俺は言った。

「おめえにゃ分かんねえだろうが、今の俺は不幸の不良債権状態なんだ。いっそ狂えばどんなに楽か」

「不幸ったって、たかが知れてんだろ」

「たかがどころじゃねえ。本当にヤバいと、狂うことも許されねえんだな」

「そうなのか？」

「そうだよ」

　俺おれは机に突っ伏した。こうなったのには理由がある。まあちょっと聞いて欲しい。

　今日は天気も曇り空で、ただでさえ陰いん鬱うつな心の内を、さらに景気悪くしていた。せめて晴れなら、少しでも癒いやしになるんだろうが、そう甘くもない。このところ頭痛の種ばかりが二乗に比例して増えていたから、少しくらいはいいことがないと、身投げをしたくなってくる。

　ご存じのように、俺の通う星せい鐵てつ学院高等学校は男子部と女子部に分かれている。俺は男なので男子部所属。いちいち注釈を入れなきゃならないのが辛つらいところで、いかにケンプファーといえど元は男であると強調しておきたい。

　知らない人に説明すると、戦士ケンプフアーというのは、目下俺の悩みの種だ。ある日突然そんな立場にさせられた。戦うためだけの存在で、必ず女であると規定されている、らしい。おかげで男の俺は強引に女の身体からだにさせられたのだ。なんで女なのかというと、「そういうものだから」なんだそうだ。

　もちろん俺は嘆き悲しんだ。というか驚いた。ここで現状を受け入れられるスーパーポジティブ野郎がいたら、弟子入りしたいくらいだ。で、色々敵と戦う羽目になり、味方も出てきたりして、今に至る。

　細かいことはすっ飛ばすが、なってしまった以上、もう後戻りはきかないようだ。戦士として生き戦士として死す、なんて言やあ格好いいが、実に生産性がない。

　男の身体と女の身体、一応自分の意思で変身ができる。で、女の俺は女子部にも籍を持っている。やっぱり瀬せ能のうナツルの名前であり、休学から復帰したことになっている。この件は色々大変だったのだが、ここでは省く。そのため女子部にも顔を出す必要があるのだが、この日は男子部に行くと決めていた。

　そもそもこの複雑かつこんがらがった人間関係をどうにかしようと、俺は「基本男子部。たまに女子部」を貫こうと決めていた。そうじゃないとアイデンティティまで崩壊してしまう。

　そんで我がクラスの二年四組に登校し、挨あい拶さつ代わりにあくびをした直後のこと。クラスメートの一人から、いきなり「今週から文化祭の準備だって」と言われた。

「文化祭？」

　俺は東ひがし田だに、そう聞き返した。

「そうだよ」

　と男子部一の美少女好きは、デジカメをチェックしながら答えた。こいつは星鐵学院の非合法地下部活動、美少女研究会の会長を務めており、「女子部の女の子情報ならなんでも知っている」と豪語している男である。フルネームは東田幹仁。

「もうそんな季節だったか」

「今年はちょっと早まったんだよ。いつも終わった直後に期末テストだろ。勉強する暇がねえって文句が出たんだと」

「勉強したいなんて、どこの真面目まじめさんだ」

「女子部だろ」

　東ひがし田だはデジカメの画面から顔を上げずに言った。うちの学校は元々勉強のできる生徒が集まっており、特に女子部はレベルが高い。男子部も低くはないが、二年四組だけはなにをやらせても駄目で、各クラスの成績を棒グラフにするとここだけへこむんだそうだ。

「うちはなにやるか決めてたっけか」

　俺おれの質問に、東田はデジカメの電源を切りつつ答える。

「決まってないな。俺だって聞いたばかりだ」

「なしでいいんだよ。どうせ客なんか来ねえ」

「去年と同じかよ」

「女子部に持っていかれるに決まってる」

　俺は断言した。星せい鐵てつの文化祭は、これまでずっと男女別におこなわれていた。男子が秋。女子が初夏。だがこれは非効率だというので、男女とも初夏の同一日に実行されるようになったのだ。「伝統が崩れる」と同一開催に反対するＯＧたちを押さえ込んだのは、生徒会長の三さん郷ごう雫しずく。彼女の手腕によって、『星鐵祭』はずっと派手に開かれるようになった。

　だが同一開催は思わぬ弊害を産んだ。客がことごとく女子部に流れてしまい、男子部に閑古鳥が鳴いたのだ。そのため同じ学校なのに、一方だけが異常に盛り上がるという片寄った結果となった。これは雫の数少ない失敗の一つと言われているが、本当は「男女のクラスを一つにして企画をおこなう」完全な混合でやりたかったらしい。さすがに抵抗が激しく、日付を合わせることしかできなかったとのこと。

　ちなみに俺たちは、当日大挙して女子部に出かけ、客偏在に一役買った。当日の出し物はなく、教室には「休きゆう憩けい所じよ」と張り紙をして放置。「緩みがちなクラスを一つにまとめるため」に文化祭は初夏に設定されているのだが、俺たちの駄目っぷりは群を抜いている。

「美少女研究会はなにかすんのか」

「非合法なんだから表に出られないよ。ネタはあるけどな。ナツル、お前も顧問なんだから協力しろよ」

　やだよ。いつの間にか顧問なんぞに祭り上げやがって。

「お前の協力って、女子部の写真撮とってこいとか、そんなのだろ」

「察しがいいな。ナツルの顔の広さが必要だ」

　この男は、俺が女子部と非常に関係が深いと思っている。紅あか音ねが訪ねてきたり、女の俺の写真を渡したりしたので、確信したようだ。必要にせまられて女子部に出入りしているだけで、顔が広いわけじゃないんだが。

　担任教師が入ってきたので、俺おれと東ひがし田だは話を中断した。

　教師は東田と同じように、文化祭のことを話した。今週から準備期間に入る。申請すれば放課後の作業も認める。だからといって勉強をおろそかにしないこと。云うん々ぬん。

　クラスの連中は静かに聞いている。というか興味がない。このクラスの特徴として、ホームルームでは半分が無関心で、もう半分が寝るか妄想世界に旅をしていた。

　俺はどっちでもない。冒頭の人物相関図を書いていたのだ。ただ心の中では悲嘆と二人三脚で旅をしていたわけで、一番悲惨とも言える。

　教師は出席簿に目を落としながら喋しやべっていた。

「……じゃあ準備は、瀬せ能のうが仕切ってやってくれ」

「え!?」

　椅い子すに座った直後、現実に引き戻され、当然俺は叫んだ。教師はさも当たり前のように言う。

「瀬能が文化祭のクラス委員だぞ」

　なんだとー!?

　俺は驚きよう愕がくで口をあんぐり開けていた。なんの前置きもなく指名されるなんて、こんな馬ば鹿かな話があるかと思うんだが、他の連中は騒ぎもしなかった。

　東田が俺の背中をつつく。

「これマジだから」

　だめ押しかよ。慰めにもならねえ。

　一応俺は反論をした。

「マジもなにもあるか。なんで俺がそんな役なんだ。いつ決まった」

「昨日。全員一致だった」

「噓うそつけ！」

「本当だよ。ホームルーム前にも言ったぞ。お前、聞いてなかったろう」

　確かに人間関係に忙しくて、聞いてなかったけどな。

　俺は昨日の授業を欠席した。しかしそれは女子部にいたからであり、学校にいたことは確かなんだ。なのに無視して決定するとはなにごとだ。

　……と言うわけにもいかねえんだよな。俺がケンプファーなのは完全に秘密である。「変身して女になれます」なんて、口にしたら狂ったと思われるのがオチだ。なので男子部と女子部を行ったり来たりしてるんだが、おかげでサボり魔だと思われる羽目になっていた。しかし、面倒なことを平気で他人に押しつけるとは、このクラスは本当にろくでもない。民主主義って手続きが重要なんじゃないのか。

「他に委員はいないのか」

「いない。お前一人だ」

「クラス委員長は？」

「これ以上役職押しつけたら腹を切って死ぬと騒いだ。受け入れろ」

　唯一の真面目まじめさんだった委員長も、ついに抵抗するようになったか。いままでのやっかいごととつまらない役を、全すべて引き受けていた貴重な人材だったんだが、さすがにやつれっぷりが目に見えるようになったからなあ。

　東ひがし田だに文句を言ってもしょうがなかった。教師は続いて、俺おれに連絡事項を伝えていた。

「文化祭実行委員の会議があるから、出ろよ」

「いつですか」

「今日の放課後だ」

　うわ。今日かよ。おまけに放課後だ。真っ先に帰って、夜までゲームをやる計画がパーになった。ファイナルファンタジーよさようなら。レベル上げはまたの機会に。

　ふと、疑問が浮かぶ。

「先生、会議って女子部も一緒ですか」

「一緒だな。図書館の上の、大会議室を使うそうだ」

　疑問は晴れたが、別の予感がむくむくと、夏の雷雲みたいに湧わき上がってきた。

　女子部と合同ってことは、当然向こうでもクラス委員が決まっているはずである。女の俺が所属している二年四組でも、だ。昨日行ったときはクラス委員どころか文化祭の話すら出ていなかったが、これはひょっとすると……。

　俺は立ち上がり、小学生みたいに手を上げた。

「先生、腹が痛いので保健室に行ってきます」

「瀬せ能のう、さっきまで普通に……」

「腹痛いです！」

　気合いを込めたのが功を奏したか、教師はうなずいてくれた。

　教室を出ると、俺は腹痛患者とは思えぬダッシュをした。さっきの雷雲は、すでに心どころか脳内まで覆っている。気のせいだったらいいんだが、とにかく嫌な予感がするのだ。

　階段を駆け下り、男子部の校舎を出る。保健室が入っている棟はスルーし、図書館に走る。

　途中、誰だれからも見えないところで、俺は右腕に力を込めた。

　手首の腕輪が、青白く発光する。これはケンプファーに変身する合図。すぐに身体からだ全体も光に包まれた。

　女の身体となった。便利なことに、服も女子部の制服にチェンジしている。女物に変化するのは制服だけで、私服は元のままなので注意が必要なんだが、今は関係ない。

　図書館に入る。一階ロビーを通過し、ゲートの前まで来た。

　ここのゲートは男子部と女子部の境界線上にあり、ほぼ唯一の通行可能地点である。星せい鐵てつ学院は男女が峻しゆん別べつされているので、敷地内ではここを通ることによって行き来をする。

　ゲートには無人パーキングみたいな棒が通せんぼをしていた。許可を受けたものしか通過できないのだ。

　俺おれはＩＣチップ入りの許可証を機械にかざした。非接触式なので、すぐに電子音がしてゲートが上がる。

　再びダッシュ。男子部よりずっと広大な女子部に入った。

　脇わき目めもふらず走ってるせいか、スカートが派手にひらひらした。腰から下が妙に涼しい。途中、教師に見つかって「走るのはやめなさい」と言われたが、そうはいくか。

　二年生の棟に駆け込む。四組の扉を開けた。

　生徒と担任の女教師が、一斉にこっちを向いた。

　その顔は一様に、「ほお、ようやく来ましたか」というものだった。遅刻者を軽けい蔑べつしているのではなく、むしろにやにやしている。

「……遅れました」

　俺はなるべく言葉少なに、ぼそぼそ喋しやべった。身体からだは女でも声だけは男のままなので、バレないようにしなきゃなんないのだ。

「あー、ナツルちゃん」

　と担任が言った。

「これ決まったから」

　彼女はチョークの先で、「文化祭担当クラス委員　瀬せ能のうナツル」と書かれた文字をさした。

「あああ……」

　予感が的中し、俺は教室入り口に崩れ落ちた。こうなると思ったんだ。男子部と同じだ。いない人間に全すべてを押しつけやがってこいつらは。

　絶望感に襲われる俺とは対照的に、クラスの女どもは拍手なんぞをしてくる。

「おめでとう！」

「これで瀬能さんがもっと不幸になりますように」

「運命を変えたければ、ぜひ特製御守りを購入してください」

　どいつもこいつも、実に楽しそうだ。面倒事を他人に押しつけることができ、しかも俺、というのが二重に喜ばしいらしい。

　人の感情なんかまったく考慮しない女子部二年四組。中でも悪夢に性別を与えたような存在が、「委員長さん」「副委員長さん」「会計さん」の三人だった。とりあえず俺は文句を言った。

「なんで俺……わたしの意見を聞かないんだ……」

「だって瀬せ能のうさんいないから」

　と委員長さんが言う。

「じゃあ来るまで待ったり……」

「しません。いない人の代わりは、不肖あたしが務めました。瀬能さんの心の意見を汲くんで、真っ先に立候補したんです」

「わたしの意見じゃない……！」

「代理人制度にのっとった、正当な行為です」

　なんでもこのクラスには、欠席した生徒の代わりを務める「代理人制度」があって、それを行使したにすぎないそうだ。なんだそりゃ。

「代理人って、野球選手とかが契約で、他人に頼むものじゃないの……!?」

「そうですよ。弁護士が任命されることもあるみたいですね」

「わたしは野球選手じゃない……！」

「あたしだって弁護士じゃありません」

　委員長さんは「それがどうした」と言いたげだった。

　俺おれの抗議は当然のように、クラス全部が無視。担任教師は、「ナツルちゃん、ちゃんとやらないと留年だから」なんて脅しまでかけてくる。

　それでも抵抗しないわけにはいかなかった。だって男子部でもクラス委員なんだぞ。掛け持ちなんか不可能だ。












「こういうのって、委員長さんが兼任するんでしょう……」

「しません」

　堂々と委員長さんは言い放つ。

「しませんって……委員長なのに」

「嫌だからです。嫌なことも口にしない日本人的な感性とは、あたしは無縁です」

　感性関係ないだろう。きりっとした顔立ちで優等生風なのに、どこまで根性が曲がっているんだ。

　助けを求めようと副委員長さんに目をやると、腹を抱えてけらけら笑っている。こいつも駄目だ。人の不幸を三時のおやつと同列に扱うタイプである。

「会計さん……」

　一いち縷るの望みをかけたが、予想通りの言葉が返ってきた。

「助けません」

「……やっぱり」

「お金を払ってくれるのなら、もらいます。でも助けません」

　無表情な上、ろくなことを言わない。誰だれが払うか。

　なにを言っても無駄だった。だって担任からして俺おれを責任者にしようとしてるのだ。男子部でも不意打ちを食ったが、こっちは堂々としている。男より女の方が性格悪いな。

「せめて……」

　俺は内心の嘆きを押し殺しながら言った。

「せめて補佐を……」

　委員長さんと副委員長さんが顔を見合わせる。きっとそれによる利害を勘定してるんだろう。会計さんはさっそく電卓を取り出したが、金が絡むのか？

「いいんじゃない」

　あくびを押し殺しながら発言したのは、担任の女教師だった。

「誰かヒマ人にやってもらおうか。あー……」

　出席簿に指を動かす。

「美み嶋しま」

「はっ……はいっ！」

　紅あか音ねが慌てて返事をした。

「瀬せ能のうをサポートしてやって。不慣れだから」

「は……」

「仲よかったろ」

「はい……」

「じゃあやって」

「……分かりました」

　紅あか音ねはうなずいていた。

　喜ぶべきかどうか。一人じゃなくなったのは精神的には嬉うれしい。相手が紅音なのもプラス。しかし、このことでトラブルが濃縮されたような気もする。なにか事件があった場合、俺おれと紅音がまとめて巻き込まれるかもしれないのだ。

　ほっとしたのは事実なので、俺は紅音ににこりと笑いかけた。そしたら彼女は、驚いたのかそっぽを向いた。なにこの反応。

　委員長さんたちは、「まあいいか」「やりようはある」「金」と呟つぶやいている。やだやだ。

「放課後に、実行委員会の会議があるから、二人とも出ろよ」

　女教師が告げる。

「勝手に欠席すんなよ」

　んなことは分かってるが、さてどうすっか。男の俺も委員なんだよなあ。身体からだが分裂することがあるわけもなく、同じ場所に二人が存在しなきゃならない。

　やっぱり女の分は紅音に頼むしかなさそうだが、欠席すると成績に響くのだろうか。御免である。俺のせいじゃないのに。

　そんな心の悩みを考慮してくれるはずもなく、女教師は授業へと移っていった。

　結局俺は、このまま女子部で授業を受けることになってしまった。保健室では男の俺が寝てることになっているが、男子部のやつらはいちいち確認しないはず。あいつら怠惰が服を着て歩いているのである。面倒くさいことはしない。

　昼休み、俺は紅音を呼び出した。

「紅音ちゃん、ちょっといいかな」

「はい……」

　彼女は警戒するような口調だった。別に俺を怪しんでいるのではなく、そういう性格なのだ。謎なぞめいた言い方をすると疑ってしまうタイプ。こんな内向的な彼女が、変身するとがさつになるんだから分からない。

「なんでしょう……」

「教室で会話をするとまずいんだ。別のところで」

　委員長さん以下が、なにを話してるんだと食いついてくるに決まっていた。へたをすると盗聴器くらい仕掛けてきそうだ。

「食堂で話そう」

「えっ……」

　彼女はなにやら驚いていたが、黙ってついてきた。

　女子部の食堂は清潔で広い。椅い子すや机もたくさん備えられていた。これが男子部になると、最近できたくせに中世の拷問室みたいにじめじめして薄暗い。なんで新しい方がボロいんだ。

　二人がけの席もたくさんあるので、密談にはもってこいだろう、と思っていたら違った。

　入った途端、俺おれはたくさんの女子生徒に囲まれたのだ。

「きゃー、お姉様お姉様！」

「文化祭のクラス委員になったって本当!?」

「瀬せ能のう様のクラス、絶対に観みにいきます」

　押し寄せてきた娘こたちは、同じような言葉を口走っており、俺は泡を食った。

「ちょ……ちょっと……待って」

　もみくちゃにされているせいで、ろくに呼吸もできやしない。

「なんで……そんなことを……」

「もうみんな知ってます！」

「お姉様が委員をやるんですから、文化祭は成功です！」

「ずっとついていきます。だからおっぱい触らせて！」

　待て、最後のはなんだ。

　胸を鷲わしづかみにしようとする手を避けつつ聞き出したところによると、俺が文化祭のクラス委員をやることは、最初の休み時間に広まったらしい。「瀬能ウォッチング友の会」が号外を発行したため、知らない娘はいないとのこと。ちなみにこの「瀬能ウォッチング友の会」とは非合法地下部活動の一つで、女の俺に関することをなんでも収集している。

　いずれはデータベースを整備してウェブで検索できるようにするんだと。

　紅あか音ねは「だから言おうと思ったんです……」と呟つぶやいていた。確かにこれじゃ密談もなにもない。

　俺は紅音に目で合図をした。

（紅音ちゃん、ここじゃ無理だ）

（え、なんですか……）

（屋上に行こう）

（そんな……やめてください……）

（は？）

（ひどい……不潔です……ナツルさんがそんなこと……）

　彼女は顔を真っ赤にしていた。どうやらとてつもない伝わり方をした模様。目で会話なんてしょせん虚構の出来事である。

「屋上、屋上」

　仕方ないので声で伝える。紅音はようやくうなずいてくれた。

　群がる女の子をはねのけつつ、俺たちは屋上へと向かった。

　食堂のある棟は、屋上が開放されている。天気のいい日は女子生徒の憩いの場となっていた。男子部でも屋上は使えるのだが、カッコつけてサックス吹いた馬ば鹿かがいて、迷惑だと週に三日は閉鎖されている。

　幸い屋上にはほとんど人がいなかった。誰だれもついてきていないことを確認してから、隅っこに座る。

「なんでしょうか……」

　紅あか音ねが訊きいてきたので、俺おれは「男子部でも文化祭委員にさせられた」と言った。

「このままじゃ、身体からだが二つなきゃ足りない。悪いけど、女子部の方をやってもらえないかな」

「ナツルさんは……」

「男の格好で会議に出るから」

　結局出席しなきゃならないのが悲惨だ。世の中、簡単にはサボれないようになっているらしい。

「紅音ちゃん、会議が終わるまで黙っていればいいから。俺もそうするし」

「でも、クラスのみんなは……」

「どうせ企画なんかやらないよ」

　女子部はどうだか知らないが、男子部は絶対にそうだ。

「楽しみにしている人が……」

「いないだろー」

「実行委員がそんなことでは困るわね」

　いきなり言われ、俺は驚いて振り返った。

　そこにいたのは生徒会長の雫しずくだった。逆光気味に立ち、座っている俺たちを見下ろしている姿は、ぞくぞくするような美しさがある。

　マゾ男子どもが結成した「三さん郷ごう雫様に罵ののしってもらう会」なら大喜びするシチュエーションだが、あいにく俺は警戒心だけが先立っていた。この生徒会長様とは、因縁浅からぬ仲なのだ。

「なんの用だ」

　俺は用心しながら訊いた。

「ちょっと聞こえたから注意しに来たの。文化祭への参加に熱を入れないのは、困りものね」

「やらない自由だってあるぜ。生徒の自主性を高めるって、生徒会の目標じゃねえのか」

「イベントでは団結が重要なのよ。こういうところで学校側に好印象を与えることも必要」

「大きなお世話だ。なんでそんなこと言う」

「生徒会長だから」

　そりゃそうだわな。でも雫しずくの台詞せりふって、どこか裏があるんじゃないかって思うんだよなあ。

　この女は表面的には大変な美人でしかも優等生であり、しかもニーチェっぽい超人思想を体現したような女である。学校にも生徒にも尊敬されているスーパー高校生だ。だが俺おれたちは、彼女がケンプファーであり、しかも敵対する側だと知っていた。

「文化祭なんて、準備してなくても、はじまっちまえばそれなりに盛り上がるぞ」

「準備で徹夜するとかが楽しいのよ。クラスの一体感にも繫つながる」

「そこらの生徒みたいなこと言いやがって」

　本人は別に楽しんでいないに決まっている。絶対にそうだ。

「だいたい、俺が出る必要があんのかよ」

「クラスで決めたことなんでしょう」

「お前が手を回したんじゃないのか」

「それは無理」

　無表情に言い放つ。こいつが口にすると、ちっとも無理そうに聞こえない。

「とにかく会議は出なさい」

「出ないとは言ってない」

「なら、発言も積極的にするのね。瀬せ能のう君だけじゃなくて、美み嶋しまさんも」












　紅あか音ねは身体からだをびくっとさせた。変身後ならためらわず雫しずくに向かって引き金を引くだろうが、今は生まれたての子こ鹿じかより弱々しい。

「あっ……あたし……」

「なあに」

「その……会長が……」

「言いたいことが言えないのなら、ケンプファーになったら？」

「……」

　紅音はうつむいてしまった。彼女なりに意地があるらしく、こうなると逆に変身したくないようだ。

　雫は薄く笑った。

「美み嶋しまさんも瀬せ能のう君と同じ質問ね。私がなにか企たくらんでいると思っているんでしょう」

　普通の人間なら、そう考えるんだよ。

「でも残念ながら、企んではいないの。純粋に文化祭を成功させたいだけ」

「噓うそにしか聞こえねえ」

　紅音に代わって俺おれが言う。

「なら噓で構わないわ」

「会議にお前が関係あんのかよ」

「生徒会長だもの。私も出るわ」

「最悪だな」

　俺が雫を嫌っているからではない。完かん璧ぺき高校生なので、みんなが彼女を頼ってしまい会議にならないのだ。実際、一任した方がいいはずだが、それじゃ集まる意味がない。

「いっそ全部雫がやってくれ」

「それが駄目だから、積極的に発言して欲しいのよ」

　なんか本当に、裏がないような感じだなあ。

　どうにもうさんくささが抜けない俺だったが、雫は「頼むわね」と念押しをすると、さっさと行ってしまった。

　昼休み終了の鐘が鳴る。雫のせいで、貴重な休みがパーになってしまった。

「紅音ちゃん、俺は男子部帰るから」

「あ……はい……」

　なんかまだ、くじけているようだ。

「大丈夫？」

「あ……平気です。落ち込んでるわけじゃ……ありません。あの、ただ……やっぱり会長がなにか、企んでいるような気がして……」

　紅音はたどたどしく言った。やっぱりそう思うよな。前にも、生徒会に潜んでいるケンプファーをあぶり出す役をやらされたのだ。あの女は無駄なことをしない口だ。わざわざ注意しに来るなんて、なにかある。

「会議の呼び出しが罠わなで、俺おれたちを丸ごと倒す気かな」

「それはないと思います……。でも、生徒会長はあたしたちのこと、好きじゃないはずです……」

　こっちも同じくらい嫌っているので、がっかりはしない。ただ、不気味だというのはあった。

「心配してもしょうがねえや。紅あか音ねちゃん、俺は男で出るから、女子部の方を頼む」

「はい……」

　雫しずくのせいで中断していた頼みだったが、彼女は受け入れてくれた。

　で、クラスに戻ると俺は「具合が悪くなったので早退」と一方的に告げた。ブーイングはなし。その代わりそこかしこから「当たった！」「外れた！」との声が上がる。あとで聞いたのだが、「身体からだが弱いと自称している瀬せ能のうナツルがどのタイミングで早退するか」で賭かけがおこなわれていたらしい。一番儲もうかったのは胴元だった会計さん。

　俺は帰ると見せかけ、速攻で男子部に戻った。女子部に入ったときと同じように、ＩＤカードで図書館のゲートを抜け、途中で男の姿にチェンジする。しかしこの変身だけは、どうもむずがゆい。背丈が変わらないので目線は同じなのだが、変身直後は違和感が生じるのだ。おもに胸のあたり。

　男子部二年四組に飛び込む。授業はとっくにはじまっており、英語教師が俺を睨にらみつけてきた。

　愛想笑いをしてごまかすと、教師は黒板に向き直った。クラスメートの方は、女子部みたいに「いつナツルが復帰するか」の賭こそなかったものの、「また遅刻かよ」という呆あきれみたいな反応だった。これはこれで寂しいな。

　席に座り、急いで教科書を出す。と、東ひがし田だが話しかけてきた。

「おい、ちょっと話がある」

「俺はねえよ」

　素っ気なく返事をした。こっちは朝からお前とばっか話してる気がすんだ。女になれば雫に捕まるし。

「今じゃなくていい。放課後だ」

「会議。知ってんだろ」

「終わったあとだよ」

　俺は生返事をして会話を終わらせた。東田のことだ、どうせ教室に残っているわけはない。外で可愛い女の子に、写真を撮とらせてくれと哀願するに決まっている。

　授業は滞りなく終了した。単にスムーズだったという意味で、身についたかというと非常に心もとない。次のテストは惨敗だな。

　ようやく放課後だ。俺おれは鞄かばんを置きっぱなしにして会議室へ向かった。

　他クラスからもぞろぞろ人が出てくる。知らない顔ばかりだ。俺の交友関係はそれほど広くない。

　図書館の上にある大会議室は、その名の通りかなり大きい。男子部女子部から、全学年全クラスの代表が集まってきても、まだまだ余裕があった。

　適当に着席する。遠くに紅あか音ねの姿があったので目で合図したが、見てくれなかった。

　なんとなく落胆する。やがて生徒会の役員連中が入ってきた。中央は当然雫しずく。

「皆さん席についてください。はじめます」

　雫が司会をする。偉いんだから手下にやらせりゃいいのに、こういうところが砕けたところもあるって評価に繫つながるんだよな。

「ではまず、期間について。今日から二週間後です」

　彼女は淡々と、それでいて要領よく話をする。期間と時間。予算について。学校側との連絡等々。俺に流し目の一つもよこすかと思ったが、逆に目もくれない。可愛いところでも見せりゃ、こっちだって惚ほれ……ないか。

　いつもならここらで退屈した男子が寝はじめるんだが、さすが雫がいるのでそうはならない。スーパー美人高校生に悪印象を与えたくないんだろう。凝視しているやつが多いくらいだ。

「……肝心の企画ですが、基本的にはクラスに一任されます。ただし事前審査がありますので、今週中にクラス内の意見をまとめ、生徒会に提出してください」

「全体企画はあるんですか？」

　女子の誰だれかが質問した。

「あります。生徒会主催の模擬店、後夜祭。あとはミスコンです」

　会議室がざわついた。もっぱら男子の方が。

「去年、やりましたっけ？」

「おこなっていません。今年からです」

　素っ気ない口調だが驚きの事実に、私語が多くなっていった。

　ミスコン。ミス星せい鐵てつ学院コンテスト。地下文書である「星鐵学院裏面史Ｖｏｌ．１」ではわざわざ一章を割さいて説明している。それによると、女子校時代には盛んにおこなわれており、容姿だけではなく品性も考慮されるため、トップは大変な栄誉であったらしい。星エトワールって呼ばれたんだって。そのためにコンテストは内覧のみで、生徒以外は教師ですら立ち入り禁止になっていたほどだ。

　だが男子との別学になると単なる見せ物的な要素が強くなり、「堕落」したため中止されたという。今の生徒たちはミスコンが存在したことすら知らないものが多い。

「あのっ」

　女子の一人が立ち上がった。おや、紅あか音ねだ。

「ミスコンって、文化祭のイベントでやるんですよね」

「そうですが」

　雫しずくが答える。

「生徒会主催の企画となります」

「なんでその……いきなり」

「今年の文化祭のテーマは『伝統』です。古きによって新しきとなす。ミスコンだけではなく戦前からの行事もいくつか復活させます」

　といっても、和裁の早縫いとか句会とかだ。現代っ子である俺おれたち生徒には関心が薄い。というか、ミスコンしか気にしてなかった。

「文化祭の期間中におこなわれますが、投票権は生徒のみ、公開コンテストも生徒以外の観覧は禁止です」

　だから安心しろ、ということらしい。

　俺たち男子は安心も安心、目が爛らん々らんと輝いているが、女子は居心地が悪そうだった。突然のことで心の準備ができてないんだろう。とはいえ中には、わくわくしている娘こもいるはずだ。この手のイベントは、男女問わず人気が出るもんだ。

　紅音は座った。雫が続ける。

「立候補受付は文化祭の二日前まで。事前審査はなしです。前日にこちらから詳細を伝えます。なにか質問は？」

　全体の質問はって意味だろうけど、もう興味はミスコンにしか向いていない。

「はいはいはい！　会場はどこですか!?」

「立候補に推薦は!?」

「前日の場所取りいいですか!?」

　男子生徒は声がでかく、女子生徒は早口だった。ほぼ全員が尋ねている。

「会場は女子部体育館。観覧希望者にはチケットを配布します。立候補は自薦のみ」

　矢継ぎ早の質問を、雫は端からさばいていった。よくあれだけの声を聞き取れるもんだ。聖徳太子の生まれ変わりって噂うわさも、あながち噓うそじゃなさそう。

「自薦だけじゃなくて、推薦もありにして」

　女子の一角から声がした。

　俺はそっちを眺め、跳び上がるほど驚いた。発言したのは沙さ倉くらさんだったのだ。

　星せい鐵てつ学院二大美女の一人だが、俺に言わせりゃ真の美人は沙倉さんだけだ。ちなみに二大美女のもう一人は雫。最近は三大美女とも言うらしいが、最後の一人には触れたくない。なんでも女に変身した男のことらしいよ。

　ともあれ、憧あこがれ中の憧れの人が、文化祭のクラス委員だったとは。うかつにも、俺おれの「沙さ倉くらさんセンサー」は動いていなかったようだ。心の奥底で死んでいたやる気が、一気に蘇そ生せいする。

「あら。楓かえでは推薦者なんかいらないでしょう」

「わたしのことじゃないの。推薦したい人がいるから」

「男子は禁止よ」

「女の子でいるの。でもこういうことに興味がなさそうだから推薦したいの。お願い」

　沙倉さんが懇願とは、なんと珍しい。その女の子のことを、よほど気に入っているようだ。

　雫しずくは考えるそぶりを見せた。こら、彼女のお願いは間髪入れずにイエスと言え。俺が総理大臣なら、沙倉さんの言うことは全すべて可とする法案を通しているところだ。

「候補者の乱立は好ましくないけど」

「昔はむしろ、推薦だけって聞いたわよ」

「……そこまで言うなら、いいわ」

　雫はうなずいた。

「では推薦も可とします。記入用紙はこちらで用意しますので、希望者は生徒会室まで取りに来てください」

　そして全体会議は終了となった。

　会議室を出ながら、男子も女子も興奮したように喋しやべっていた。星せい鐵てつ学院は美女が多いと言われている。「言われている」にとどまっているのは、学校の秘密主義と男女交際厳禁のため直じかに見た人間が少ないせいで、東ひがし田だの「美少女研究会」のみが情報源だったのだ。それが全生徒に開かれるとなれば、高ぶるのも無理はない。

　階段を下る。と、下で沙倉さんが待ちかまえていた。

　俺はどきりとした。ただでさえ憧れの女性であり、星鐵学院屈指の美女。そんな人が俺を待っていてくれたなんて、嫉しつ妬とにかられた男子連中に殺されても文句は言えない。

　だがそんな気分とは裏腹に、沙倉さんの表情は実に冷ややかだった。

「ナツルさん」

　と彼女は言った。

「なに笑っているんですか。楽しそうですね」

　沙倉さんと話ができるのでにやにやしていたんだが、彼女はそんな気分を蹴けり飛ばした。

　沙倉さんの顔つきは硬かった。

「前にも言いましたけど、わたし、あなたとはライバルです。あの人は渡しません」

「……え……」

「今までみたいに仲良くしませんから」

　絶望が船に乗ってやってきた。

　ここで人間相関図のことを思い出してもらいたい。沙さ倉くらさんは俺おれのことが好きなのだが、よりによって「女の俺」に惚ほれているのである。おまけに男の俺を敵視しており、ちょっと前にはライバル宣言までされたのだ。

　そしてこれだ。中学時代からの知り合いなので「ランクが上の友達」だったのだが、単なる知り合いにまで落ちたらしい。悪夢だ。

　そんな気分は考慮せず、沙倉さんは言い放つ。

「わたし、あの人と絶対付き合ってみせます。負けません」

　決意に満ちた顔も綺き麗れいだが、そんなこと言ってる場合じゃない。

「でも沙倉さん、あいつは……」

「あいつですって。いくら好かれているからって、あいつって呼ぶんですか。男の人は勝手なんですね」

「そうじゃなくて、女好きじゃ……」

「そんなことありません。わたしとデートしてくれました。ナツルさんは知らないでしょうけど」

　知ってます。そいつ、俺だったので。

　彼女はとても自信ありげだった。

「今はわたしが負けてますけど、絶対に振り向いてもらいますから」

「えー……」

「自信あります」

　駄目だ。なにを言っても通じない。

　今の沙倉さんは完全に恋する乙女で、しかも気合い十分だった。しかも相手は俺。喜ぶべきケースだが、ライバル視されているのも俺なのだ。紐ひもがこんがらがりすぎている。これで混乱しなかったら、そいつは悟りを開いた宗教家だ。

　なんか泣きたくなってきた。半年前は平凡な高校生だったのだが、なぜこのような試練が訪問してくるのか。

「わたし、考えたんです」

　俺の悲嘆なんぞまったく考慮せず、沙倉さんは言う。

「あの人はあんなに素敵なのに、知らない人が多いんです。だからみんなに知ってもらってから、堂々と付き合います」

「は!?　同性愛の噂うわさが拡がるのが嫌だって言ってたんじゃ……」

「弱気なんだから駄目なんだって、気づきました。わたしは星せい鐵てつで一番の美人と付き合って、うらやましがられるんです。公認になっちゃえば、誰だれも文句は言えません」

「そんな……」

「わたし、瀬せ能のうさんをミスコンに推薦します」

　工事用のハンマーで、思いっきり殴られた気分だった。

　沙さ倉くらさんはコンテストに、女の俺おれを出すつもりなのだ。さっき雫しずくに推薦の件を諮ったのもこのためなんだ。

　しかし俺がミスコンって。いや男の姿で出るわけじゃないが、女の姿だって初体験だ。そもそも女になってから日が浅いのに、なんでこんなことになるんだ。

「あの人だったら、絶対に勝てます」

「……」

「そしてわたしが、自分の気持ちを全部ぶつけるんです。絶対に星せい鐵てつ一の美女を、わたしのものにするんですから」

「……」

「覚悟してください」

　彼女は一方的に告げると、絶句している俺を置き去りにして、去っていった。

　しばらく俺は、階段の踊り場でたたずんでいた。時間が止まったようになっている。なんかマンガの悪役の技みたいだが、自分の意思に関係なく勝手に停止するので、意味がないことおびただしい。

　おまけに本当に止まったわけじゃなかった。紅あか音ねが迎えに来てくれて、そのことに気がついた。

「ナツルさん……？」

　彼女は非常に不審な顔をしていた。

「紅音ちゃん……」

「どうしたんですか」

　俺はたった今起こったことを説明した。紅音は口をＯの字に開けて驚いていた。

「ナツルさんがミスコンですか……？」

「出たくない」

「そんな……ナツルさん綺き麗れいなのに……」

　なんか残念そうだ。俺はちっとも残念じゃない。

「目立つのはやだ。隅でひっそりと生きたい」

「でも沙倉さんは推薦するんですよね」

「うん……」

「辞退できないんですか？」

「分かんないけど……」

　そういえば辞退という手があった。おふざけの推薦を防ぐために、そんなシステムがあってもいいはずだ。というか、あってくれ。

「会長に頼まないとな」

「そうですね……」

　雫しずくに頭を下げるのは嫌だが、仕方がない。生徒会長室でぺこぺこすれば、なんとかなるだろう。

「今度会長のところに、一緒に行ってくれないか？」

「え……あたしもですか？」

「うん。鞄かばん取ってくるから、待ってて」

　俺おれは足早に図書館を抜けた。

　男子部まで戻ると、すっかり人気はなくなっていた。夜間部はないからいても迷惑じゃないが、学校なんてそうそう残るもんでもないからな。

　しかし、教室に戻ると、なんとまだ東ひがし田だがいた。

「お前、本当に待ってたのか」

「ああ。遅かったな」

　こいつはなにかを期待した顔をしていた。さっそく俺に訊きいてくる。

「で、どうだった？」

「なにが」

「会議だよ。ミスコンやるんだろ」

　なんで知ってんだ。

　東田はにやけつつ、声を潜めた。

「前に言っただろう。生徒会にもこっちの工作員はいるんだ。手を回して、ミスコンの企画を用意させた。表面は生徒会内の発案ってことになっているけどな、ありゃ美少女研究会ウチのイベントだ」

　呆あきれてものも言えなかった。なんと、こいつは生徒会内にまで手を伸ばして、美少女を狙ねらっていたのだ。

　確かに「ミスコン」なのだから、綺き麗れいな女の子が出てくるのはあたりまえだ。東田にとっては滅多にないチャンスだろう。話があるって言ってたのはこれか。

「年に一度、おまけに今回限りになるかもしれん。美少女研究会は総力を挙げるつもりだ」

　東田は手なんか握りしめて興奮気味だった。こりゃますます辞退しなきゃならん。こいつだけじゃなく、他の男にまで写真を撮とられたら最悪だ。

「そうか。がんばって総力を挙げてくれ。挙げなくても構わねーぞ」

「そこで瀬せ能のうの役目だ」

　こいつは人の台詞せりふを聞いているのか。

「美少女研究会特別顧問として、ミスコンの情報を知らせて欲しい。どんな些さ細さいなことでもネタになる」

「些さ細さいならあるけど……」

　俺おれが出るとか。

「そういうのでいい。漏らさず報告してくれ」

「アホ。やってられるか。知らないうちにクラスの委員をやらされたんだ。これ以上変なもん背負わせんな。生徒会内のスパイを使えばいいだろうが」

「当分、活動休止スリープさせるつもりだ。会長は勘が鋭いから、文化祭前に摘発されたらパーになる」

　休止させるのは正しい。雫しずくはなんでもお見通しの女だ。潜入させたスパイだって、泳がされてるだけかもしれないのだ。

「お前なら、バレても安心だ」

「安心すんな。会長は容赦しねえんだ」

「女子部に顔が広いだろ」

「広いわけじゃねーの」

「仕事はたくさんある。信頼できる人間に限りがあるから、少ない人数で回すしかない」

「俺は信頼できない方だよな」

「信頼している。だから情報収集以外にも、やって欲しいことがある」

　なにが「だから」なのか不明だが、東ひがし田だは重々しく告げた。

「穴掘ってくれ」

　は？

「なんだそりゃ」

「トンネルだ。ここんとこ生徒会の手入れが多くて、女子部と男子部を繫つなぐ手段がなくなってる。緊急用に確保しておきたいんだ」

　ちょっと説明が必要かも知れない。この学校は男子部と女子部が厳密に区別されている。境界線上には背の高い塀が設けられ、上には有刺鉄線が張り巡らされていた。合法的に出入りする手段は、図書館内のゲートをくぐるしかない。俺がやった手段だね。

　で、ここの高校には男女正常交際地下委員会なる非合法部地下活動もあって、どうにかして学校側の目を盗んで双方を行き来しようとしている。東田はそこの部員もやっていて、俺は何度か連絡ルートを教えてもらった。

「あれがあるとないとじゃ大違いだ」

　さも重要そうに、東田は話す。

「そりゃ分かってるけど、なんで俺が掘るんだよ」

「お前のせいでルートがいくつも潰つぶれた。幹部会で問題になったんだ。俺の弁護にも限界がある」

　なんだ弁護って。そんなこといつ頼んだ。というか、幹部会とやらになんで俺の名前があがるんだ。

「そんなわけだ。以前掘り進めていて中断したトンネルがある。責任持って掘削してくれ」

「責任なんて持てるか。ようは面倒くさいことを押しつけてるだけだろうが」

「掘ってくれたら、特権でそのルートは自由に使っていいぞ」

「いらねーよ」

　ＩＤカードがあるから、出入りはできるんだ。

　だが東ひがし田だは、俺おれの肩にぽんと手を置いた。

「お前が助けてくれれば、またルートが復活するんだ。お前が助けてくれれば」

　ぎらつく目に汗がにじむ肌。女子にここまで執着する執念。

　いつしか俺はうなずいていた。ま、俺のせいってのも事実なんだよな。東田と別れると、図書館へと向かう。

　紅あか音ねは暗くなった図書館内に座っていた。俺を見て立ち上がる。

「あ、ナツルさん。よかった……暗くなってきたんで心細かったんですよ。早く帰りましょう」

「用事ができた」

「はい？」

「トンネル掘り」

　眼鏡めがねの娘こは、さすがに不思議そうにしていた。












第二章







　腰が痛い。

　ずっと屈かがんだ姿勢のためか、腰と背中のあたりがみしみしいっていた。高校生というのは便利なもので、ちょっとやそっとの疲労でも一晩寝れば治ってしまうが、今痛いことには変わりない。ましてや腰痛。骨が歪ゆがんだらことだ。

　俺おれの頭上には土の天井があった。下にも土の床。右も左も、ついでに正面も土の壁。

　要するに地面の中にいるのである。そして手には柄の短いスコップ。これを使い、俺はさっきから正面を掘っていた。

　掘っているのはトンネル。別に徳とく川がわ埋蔵金を探しているわけじゃない。トンネルそのものが目的だ。ただひたすら正面に向かって掘り進むのが、目下の作業である。

　ところで俺の真後ろに土はない。掘り出した土はさらにどけられ、崩れないように補強用の板と鉄パイプが組まれている。スケールこそ小さいが、やってることは鉄道用の隧ずい道どうと変わらない。ちなみに隧道とはトンネルの日本語訳です。

　で、その背後からは、さっきから文句が流れていた。

「あー、馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

　しわがれていて、まるで競輪場で罵ば声せいを浴びせる酔っぱらいだが、声の主はれっきとした女だ。紅あか音ねである。

「なんでこんなとこで炭坑夫の真ま似ね事ごとしなきゃならねえんだ。塹ざん壕ごう掘ってるみてえだ。あたしはディエン・ビエン・フーを包囲してるベトミンか？　家で寝っ転がって、録画した『ＣＳＩ』か『笑っていいとも』を観みていた方がマシだ」

　俺は黙ってスコップを動かした。声はさっきからずっと聞こえてくる。というか、掘りはじめから始終喋しやべり続けているのだ。選挙時の街頭演説だと思うようにして、聞き流そうと努力していた。

「穴はせめえし土はくせえ。あたしが閉所恐怖症だったら、今ごろおめえを刺してるぞ。いや、銃ゲヴエアーで撃ちまくってやる。『トムとジェリー』のチーズみてえに、顔面が穴ぼこだらけだ。ざまあみろ」

　なにが「ざまあみろ」なのか。とにかく後ろのやつは、この作業に不満を感じているらしい。もっとも、年中ストレスが服を着て歩いてるような女で、道ばたの石ころにすら因縁をつけるから、トンネル掘りをさせなくても俺は穴だらけになっているかもしれない。

「だいたいこんなとこに閉じこもってみろ。ろくな大人になりゃしねえ」

　彼女はよく分からないケチをつけはじめた。

「高校生ってのはもっと明るい陽ひの下で、元気よく殴り合いでもするもんだ。穴ぐらが好きなんてのは、モグラかトンネル工兵しかいねえぞ。これじゃ外に出てるだけで引きこもりと変わらねえ。なあナツル、おめえ現代病の新しい患者なのか？」

「うるせえな」

　俺おれは振り返って文句を言った。

「だれが患者だ。やんなきゃいけねえんだから、黙って手伝え」

「黙ってられるか。あたしは亭主の隣で笑ってるだけのクソセレブ女じゃねえ。放課後まで待たされてなんだと思ったら、こんなところで穴掘りだ。文句くらい言わせろ」

「仕方ねえだろ。俺たちのせいで抜け道が全部塞ふさがれちまったんだ。自分でやんなきゃ出入りができなくなる」

「正面から入りゃあいいんだよ。邪魔するやつはぶっ殺せ」

「そしたら次に入るのは塀の中だ」

「お似合いじゃねえか」

「そりゃこっちの台詞せりふだ」

　俺は小型ライトで後ろを照らした。光の輪の中に浮かんでいるのは、猛犬みたいな目つきをした女だった。

　彼女は目を細めてすごんでいた。

「光をどけろ」

　と猛犬みたいな女は言った。

「ライトの光はあたしみたいな繊細な乙女には毒だ。気が小せえから、びっくりしてトリガーを引いちまうかもしれねえ。脳みそと弾丸を結婚させたくねえだろ？」

　ヤクザかマフィアの鉄砲玉みたいな言い方をした。気が弱い図書委員の姿はどこかに消えており、現在は筋金入りの戦闘愛好家でトリガーハッピー。ついでに恐ろしく口が悪かった。位置づけとしては俺の仲間。向こうがどう思っているかは知らないが、「相棒」と呼んでいたので、そう外れてはいないだろう。

　紅あか音ねの手の中には本当に拳けん銃じゆうが出現していた。しかも銃口は、俺の額ひたいに挨あい拶さつしようとしている。こいつの短気は筋金入りなので、きっと撃つ。

　この銃は紅音の武器である。ケンプファーが使える何種類かの装備の一つで、こいつは銃ゲヴエアー。俺は魔法ツアウバー。

　呼吸用の穴をもう一つ空けたくはなかったので、俺は言うとおりにした。代わりに指示する。

「土をバケツの中に入れて、物置に隠してくれ。そこらに放置するなよ。バレちまう」

「こんなもんその辺に撒まくか、高校球児にくれてやりゃあいいんだ」

　紅あか音ねはよっこらせとか言いながら、俺おれが搔かき出だした土を運んでいった。

　俺たちはここで、東ひがし田だに頼まれたトンネル掘りをやっていた。そもそも掘れと言われてもどうすりゃいいのか分からなかったが、なんとやつはマニュアルを持っていた。聞くところによると、四年前からシステム化されており、男女正常交際地下委員会に伝わっているという。まったく欲望とは底なしだ。

　で、俺たちはそれに沿って、忠実に穴を掘っていた。場所は男子部植え込み下から、女子部食堂の地下倉庫まで。以前から掘削していたので、ルートは決まっている。ただ近ごろの騒ぎで中断していたため、俺たちにお鉢が回ってきたのだ。

　俺と紅音は女の姿になっていた。いや紅音は前から女だが。女子部から作業をした方が楽なので、こうしているってわけ。

　変身したのはその方がスタミナがあるから。なんでケンプファーになるとスタミナ倍増なのか不明だが、戦うための存在だからだろう。

　確かに腰の痛みを除けば疲れにくい。しかし代償として俺は「猛犬女の罵ば声せい」を浴びていた。

「とっとと掘れよ。終わんねーだろ」

　紅音は器用なことに、狭い中で俺を蹴け飛とばした。

「穴ぐらでこんなことするなんざ、盗掘か死体発掘くらいしかねえ。ナツル、さっさと終わらせろ」

「そう簡単に終わるか」

「まるで『大脱走』と同じだ。ブロンソンかアッテンボローになった気分だ。トムとか名前があるんじゃないだろうな」

「東田に聞いたら、響きよう子こっていうらしいぞ」

「はあ？　なんだそりゃ」

「知るかよ。昔のマンガだと」

「ああ、『めぞん一刻』か。ったく、オタクの考えることは分かんねえな」

　タイトルが出てきたお前の頭も分からんよ。

　黙々と掘る。これで落盤が起こったら本当に『大脱走』と同じだが、そこはなんとか大丈夫だった。

「あー、面倒くせえ。まだ終わんねえのかよ」

「だから、そう簡単に終わるかって」

「おめえもあたしも、文化祭のクラス委員なんだぞ。こんなことしてる暇なんざねえだろ」

「分かってら。なにも今日中に開通させるもんでもない……くそ。固いなここ」

　スコップの先に、なにかがぼこぼこ当たっていた。今まで順調だったが、これは手間取るかもしれない。

「おーい。さっさとやれよ」

「待てって」

「退屈だな」

　いきなり下半身が涼しくなった。紅あか音ねが俺おれのスカートをめくったのだ。

「おい！　なにしやがる！」

「はあー？　縞しまのパンツかよ。なに考えてんだ」

「俺の意思じゃねえ！　勝手にそうなるんだ！」

「もっと派手か地味なやつにしとけ。中途半端じゃねえか。だいたいなんでスカートで穴掘りなんかすんだ」

「変身したからこうなんだよ」

　俺はスカートをおさえ、足で紅音を「どっか行け」と牽けん制せいした。

　ケンプファーへの変身は、服も一緒に変化する。ただしそれは学校の制服だけで、私服は変わらない。しょうがないので女物を買おうとしたことがあったのだが、あまりに種類が多いので断念していた。一緒に買いに行った連中が、妙なものばかり押しつけてきたこともある。

　紅音のやつは体育用のジャージを着ている。しかしこうなると、校内にも着替えの用意が欲しくなるな。女子部二年四組に置いておくか。

「よっ……こらせ」

　ようやくスコップが土の中に入った。大きな塊が出てくる。なにが邪魔していたんだ。

　一抱えもありそうなものだった。石ではない。ビニールで厳重に梱こん包ぽうされている。袋は黒くて、中身は分からない。

「なんだおい。今度はパンツ脱がせるぞ」

　後ろからまた文句。余計なことすんな。

「いったん出る。下がってくれ」

　俺たちは穴ぐらから這はい出だした。

　地下倉庫の薄暗い照明の下で、しみじみと眺める。持ってみると意外に軽く、どことなくふにゃふにゃしていた。

「なんだこれ。ゴミでも埋めたのか」

「どうでもいいや。開けようぜ」

　相変わらず紅音は短気だ。

「ヤクかテストの零点かもしれねえ。どっちでも持ち主探して強ゆ請すろう。金になる」

「そういうことしか考えないのか」

　テープ止めだったので、乱暴に剝はがした。瞬く間に中身が姿を現わす。

「……なんだこれ」

　それは動物のぬいぐるみだった。腹から内臓がはみ出している。俺おれたちにはそれほど珍しくはないのだが、世間的にはマニアグッズとして名高い世紀の不人気シリーズ、臓物アニマルであった。

　このぬいぐるみは内臓をさらけ出しているのがモチーフで、全社あげて麻薬をやったとしか思えないオモチャメーカーによって発売されている。あたりまえだが人気が出るはずもなく、この前はついにクローズアップ現代で「どうしてこれほど売れないのか」と特集されたそうだ。

　目の前にあるのは、臓物アニマルの中でも見たことのないタイプだった。いや俺だって詳しくなりたくなかったんだが、沙さ倉くらさんが好きなのでいくつか覚えたのだ。

「カバかこれ？」

　と紅あか音ね。

「メーカーの考えることは分かんねえ」

「内臓が出ていて顔色が悪い。俺は知らねえなあ」

「臓物アニマルってみんなそんな感じだろ」

「まあな。でもなんで埋まってたんだ？」

「不法投棄じゃねえの。喋しやべるか？」

「いいや」

「無口なのか、本当にただのぬいぐるみなのか、だな」

　ぬいぐるみなんて口をきくわけないんだが、俺たちが出会ってきた臓物アニマルは、なんと喋るのだ。俺も紅音も、喋るぬいぐるみによってケンプファーだと知らされている。ちなみに俺はハラキリトラで、紅音はセップククロウサギ。

「持って帰って聞こうじゃねえか」

　紅音が服の土を落とした。

「誰だれにだよ」

「おめえのとこのハラキリトラ。あいつ物知りっぽいからな。知ってんじゃねえのか」

「そりゃいいけど」

「シャワーも浴びてえし。土まみれで髪もがさがさになっちまった」

「……おい。お前、俺んちで風ふ呂ろまで入る気か」

「あたりめえだ」

　紅音はまた銃を出して、すごんだ。

「おめえ、あたしに土掘りだけやらせて、サヨナラするつもりじゃねえだろうな」

　無論そのつもりだったが、ここでは黙っておくことにした。





　　○






　なんと外に出たらにわか雨。二人揃そろって傘を用意してなかったため、濡ぬれながら帰ることになった。

　俺おれは一戸建てに一人暮らしという、贅ぜい沢たくな環境で生活している。ただ満喫していたのも最初のうちだけで、徐々に家中に埃ほこりが溜たまっていき、生活空間以外は見るも無惨な様相となっていた。いや二階建てだとね、掃除すんのも面倒くさいんだ。

　幸い玄関から自室までは、人間の住めるレベルである。風ふ呂ろとトイレも。だから紅あか音ねにシャワーを使わせるのに、それほど慌てはしなかった。

「のぞくんじゃねえぞ」

　家に着くなり、紅音はこんなことを言いやがった。

「ちらっとでも風呂の扉開けてみろ。二度と太陽が拝めねえ身体からだにしてやるからな」

「しねーよ。太陽が見られたってお断りだ」

　俺は即座に言い返した。誰だれが猛犬の身体を見たがるか。俺は獣医じゃねえ。

「さっさとシャワー浴びろ。タオルは勝手に使え。着替えはねえぞ」

「あんだろ」

　紅音は手を出した。

「女ものを買ってるはずだ」

「買ってねえよ。買い損ねてそれっきりだ。お前は他人の服でも平気なのか」

「ケチくせえ野郎だ。のぞかしてやらねえ」

　なんで「のぞくな」から「のぞかしてやらない」に変わるんだ。

　紅音は怒ったまま風呂場に入った。入る寸前まで「のぞくなよ」と騒いでいた。分かってるよ。

　俺はお笑い芸人ではないので、「やるな」を連呼されても、上うえ島しま竜りゆう兵へいみたいに「ああ、これはやってくれってことなんだな」と気を回したりはしない。そんなことする方が、むしろ空気の読めない野郎だ。

　ちょうど自室で着替え終わったころ、紅音が風呂からあがってきた。

「……のぞかなかったな」

　なに怒ってんだこいつは。

「お前は本当につまらねえ」

「意味が分からねえ。お前相手に面白いことなんかしたくない」

「撃ち殺してやりてえ気分だ」

　紅音なら本当にやりかねない。銃を抜かれる前に、俺は風呂に入ってくることにした。

　男に戻ってから風ふ呂ろに入る。俺おれは自分の中に一線を設けていて、風呂とトイレだけは男の姿でやることにしていた。この二つだけは、好奇心より恐怖が上回るんだ。

　適当につかり、すっきりしてからあがる。風呂と食事は偉大で、汗を流して腹が一杯になれば、心がすさんでいても結構すっきりするものだ。悩みはあんまり解決しないけどね。

　自室に戻ったら、悩みの一翼を担っている女が、腕組みをしていた。

「なんだ。まだ怒ってんのか」

「別に怒ってねえよ。おめえの風呂が長いと思っただけだ」

「そうか？　早くあがったつもりだぞ」

「一酸化炭素中毒になってんのかと思ったじゃねえか」

「こんな短い時間でなるかよ」

　一瞬、心配してるのかと考えたが、それはないだろう。目の前で俺が車にはねられても、爆笑して終わらせる女だ。

　俺はタオルで髪を拭ふきながら、

「それより、見つけたぬいぐるみは？」

「もう見せた」

　紅あか音ねが顎あごをしゃくった。

「やっこさんが『なんでも鑑定団』のヒゲ骨こつ董とう屋みてえに鑑定中だ」












　土の中から掘り出した臓物アニマルのぬいぐるみは机の上に置かれ、ハラキリトラが眺めていた。

「これは、ずいぶん古いぬいぐるみじゃないですか」

　ハラキリトラが言った。こいつは喋しやべる。前にちょこっと説明したが、俺おれをケンプファーに選んだ「モデレーターのメッセンジャー」なのだ。いちいちこっちのやることに感想やらケチやらをつけるのが仕事。

「臓物アニマルのヒキニゲカバですね」

「詳しいなお前」

　俺は呆あきれた。ぬいぐるみの分際で俺より知識がある。なんでも初期に出たもので、メーカーがこだわっている点は、背中にタイヤの跡がついていることだそうだ。

「臓物アニマルシリーズなら全部覚えてますよ。これはどこにあったんです？」

「土の中」

　ざっと説明した。トンネルを掘らされており、そこで見つけたこと。ついでにそろそろ文化祭をやることも喋った。

「ほう。普通は秋にやるんじゃないんですか」

「生徒の結束を早く深めるために、夏前にやるんだってさ。それよりヒキニゲカバはなんなんだ。お前の仲間か」

「仲間……だったみたいですねえ」

「なんだそりゃ」

「魂が抜けてるんですよ。これ」

　ハラキリトラは小さい前足で、ヒキニゲカバを指さした。

「元は同じメッセンジャーの入れ物だったようですけどね。今はただのぬいぐるみです」

「よく分かるな」

「痕こん跡せきがあるんですよ」

　俺にはさっぱり判別できないが、どこかにあるんだろう。

「メッセンジャーだったってことは、こいつの近くにケンプファーがいたってことだろ」

「そうなりますね」

「ケンプファーはどこに行ったんだ」

「いなくなった、と考えるのが妥当でしょうねえ」

　遠回しに、ハラキリトラが答える。

「つまり殺やられちまったってことか？」

　紅あか音ねがはっきり訊きいた。こいつはいつもストレートだ。

「どうでしょう。普通に考えればそうなんですが、案外違うかもしれません」

「元はメッセンジャーだったんなら、殺されたって考えた方が早い」

「どこのあたりに埋まってたんでしょうか」

　俺おれは地上を思い出しつつ教える。

「男子部との境界線上……楡にれの木の下あたりかな」

「ははあ。目印の下に埋めたんですね。もっと掘ればたくさん出てきたかも」

「死体遺棄みたいだな」

　ぬいぐるみとはいえ、ちゃんと意思があったはず。ファービーの電池が切れたのとはわけが違う。

「理由は分かりませんけどね。ここらまでしか推測できませんよ」

「お前より詳しいのっているかな」

「そうですねえ……」

　しずか声が悩んだ。のび太の相談事を受けているみたいだ。

「雫しずくさんがいいんじゃないですか。ケンプファーのベテランだし、もしかするとわたしより詳しいかもしれませんよ」

「ふざけんな！」

　叫んだのは俺じゃなくて紅あか音ね。ただし俺も同じ意見。

「あのアマに訊きけだと!?　お断りだ。やつの綺き麗れいすぎるツラ見るだけで、こっちは吐きたくなるんだ。メフィストフェレスのケツにキスした方がましってもんだ」

　相変わらず品がないが同感だ。できるだけ雫にかかわらない方が、心にも身体からだにもいい。

　当事者でないせいか、ハラキリトラはのんびりしていた。

「じゃあそのままですよ」

「そのままで構わねえ。あいつと口を利くのは拷問だ。分からないままで十分だ」

「でもケンプファーなんですから……」

「関係ねえや」

　紅音はポッキーをくわえ、乱暴にかじった。持ち歩いてるのか。

「雫は殺す。赤い腕輪をしてるやつはみんな殺す。迷ってたらこっちが殺やられる。そうだろ」

　それから俺をじろりとにらみ、

「おめえも足引っ張ったら殺すからな」

　実に嫌な死に方だ。他人に誇れる人生でもないのに、猛犬に嚙かみつかれるのはまっぴらだ。

「……ところで、なんで元に戻らないんです？」

　とハラキリトラ。紅音に訊いていた。

「あ？　気分だよ。なんか風ふ呂ろのことで腹が立ってな。いつでも撃てるようにしておきてえんだ」

　まだ引っ張ってるのかこいつ。

「ははあ」

　ハラキリトラは分かったような分からないような返事をする。

「でもナツルさん相手じゃあ悩むだけ無駄ですよ。わたしなら、さっさと撃つことをお薦めしますね」

「そうしてえのは山々だ」

「……おい待て。誰だれが撃たれるんだ。俺おれか？」

　慌てて会話に加わったが、どっちも答えてくれない。ハラキリトラは（多分）にやにやしており、紅あか音ねはポッキーをタバコみたいにくわえてにらみつけてくる。

「口きくのもおっくうだぜ、ナツル」

「意味分かんねえよ」

「説明したくねえや」

「おい。お前も文化祭のクラス委員なんだから、そんなことじゃ困るぞ」

「誰が文化祭の話なんかした」

「わけわかんねえことでへそ曲げんなってことだよ」

「文化祭で実行委員でもやるんですか」

　ハラキリトラが訊きいてきたので、俺は詳しく付け加えた。委員にならされ、どうもミスコンにまで出場させられそうになったことも、おまけに話す。

「はっはっはっはっは」

　ぬいぐるみは水み戸と黄こう門もんみたいに笑った。もっとも声の質は東とう野の英えい治じ郎ろうでも西にし村むら晃こうでも石いし坂ざか浩こう二じでもなく、先代のしずかちゃんだが。

「ミスコン出場とは笑えますね。ナツルさん出るんですか」

「決めてねえ。つーか辞退するよ」

「そうしとけ。沙さ倉くらのやつのたわごとなんか、聞くこたあねえ」

　吐き捨てるように紅音が言う。また出た。こいつは沙倉さんを毛嫌いしているのだ。猛犬バージョンだけではなく、変身前も嫌っているから根は深い。あんな美人を憎むなんて、どんな誤解をしているのか。

「お前はどうして、沙倉さんのことがそんなに嫌いなんだ」

「知るかよ。変身前のあたしに訊け」

「同一人物だろう」

「話したくねえんだよ。今は特に」

　なんて言いつつも、彼女は続けていた。

「おめえの鈍さは悪夢だ。あたしは気づいて欲しいわけじゃねえが、変身前のあたしがやけにこだわるんだよな。ムカつく」

「……なんのことだ？」

　紅あか音ねは乱暴に頭をかいている。

「おめえは世界一の間抜けなくせに、女に縁があんのが腹立つんだよ。沙さ倉くらのアマは腹が立つし、水み琴ことは幼なじみときた。これはあれか、あたしみたいな一いち見げんさんお断りって意味か？」

「……それなんだ。飲み屋の看板か？」

「アホ。死にやがれ」

　ひどい罵ののしりかただ。目つきが怖すぎる。ハラキリトラはなにを知っているのか楽しそうだし、まったく自宅だってのに居心地が悪いじゃねえか。

　がんがん、と玄関扉が叩たたかれた。

「なんだ、そろそろ夜だってのに」

　俺おれはちらっと時計を見た。いま訪問してくるってことは、新聞の集金か？

「ナーツールー！　いるかー!?」

　近所に響く脳天気なまでに大きい声。ありゃ水琴じゃねえか。近こん堂どう水琴だ。

「入っちゃうぞー」

「うるせえな、近所迷惑だろ」

　俺は立ち上がった。そこにハラキリトラが、

「あー、あげちゃっていいんですか」

「お前だって知らねえ顔じゃねえだろ」

「いえ、紅音さんが……」

　そういやそうだった。紅音はまだケンプファーに変身したままだったんだ。

　猛犬女はポッキーをくわえて、憤然としていた。

「おい、紅音」

「なんだよ」

「元に戻ってくれ。水琴が来た」

「……お断りだ」

　信じられないことを言いやがった。

「なんであたしが、おめえの言うとおりにしなきゃなんねえ。水琴の馬ば鹿かをあげろ。撃ち殺してライバル一人減らしてやる」

　ライバルってなんだ、いったい。

　それより、この言葉で水琴を入れるわけにはいかなくなった。こいつはやると決めたことは本当にやる。遠慮なく撃ちこみ、幼なじみが穴だらけになってしまう。

「変なこと言ってねえで元に戻れよ」

「変？　おめえあたしを変人扱いするつもりか」

「トリガーハッピーの殺人鬼マーダーは普通じゃねえ。ケンプファーだってバレたらどうすんだ」

「だからバレねえように殺すんじゃねえか」

「その短絡発想をやめろ！」

　なにがきっかけだか分かんないが、こいつを意固地にさせちまったらしい。

　だんだん焦ってきた。水み琴ことは図々しいから、許可がなくてもあがってくる。部屋に見たこともない女がいて、しかも銃を持っていたらどう思うか。しかもなにを思おうが射殺されるのだ。

「さっさと戻れって」

「聞こえねえのか。このままでいい」

「俺おれがよくないんだ。俺の家を血の海にする気か」

「死体は一つですむ。エド・ゲインよりは罪が少ねえぜ」

「多い少ないの問題じゃない！」

「うるせえ男だな。おめえも変身するか？　あたしがちょいと力を入れれば釣られるぞ」

　駄目だ。ひねくれちまった。

　このままでは水琴の命が危ない。もちろん俺の人生も危ない。この年で警察の取り調べは断る。俺は決断し、飛びかかった。

　強引に押し倒そうとする。

「うおっ！　てめえ、女に手を出しやがった。このエロゲーム脳！」

「やかましい！　誰だれのおかげでこんな苦労してると思ってんだ！」

　紅あか音ねはもがくが、こっちも必死だ。一応死ぬか生きるかなのだ。

　猛犬女の身体からだは意外と柔らかくてびびったが、すぐに気を取り直した。放したらまずい。

「ナツル、覚えてろよ！　ただじゃおかねえぞ！」

「黙れ！　下に聞こえる！」

　口を塞ふさごうとしたが、うまくいかない。反射的に、机の上に助け船を求める。

「おい、お前もぬいぐるみならなんとかしろ！」

　我ながら無茶な理屈だ。ハラキリトラもさすがにそう思ったらしい。

「なんとかって、どうするんですか」

「紅音を元に戻すんだよ！」

「自分の意思で戻るもんですよ」

　肝心の紅音は俺の手から逃れようと、「てめえナツル！　放さねえと殺してやるぞ！　放しても殺す！」とわめいている。いてっ、嚙かみつきやがった。本当に犬だ。

「俺にやっただろ、最初のとき！」

「ああ、あれですか」

　ハラキリトラはアイパッチをこりこり搔かいた。

「紅あか音ねさんにも通用するか不明ですよ」

「いいから！」

　俺おれはぎゃーぎゃー騒ぐ紅音を羽交い締めにした。「絶対に殺す！」との台詞せりふには聞こえないふり。

「早くやれ！」

「では」

　ハラキリトラが短い足で、机を蹴けった。

「ぐふっ！」

　紅音の口から空気と悲鳴が漏れる。彼女はハラキリトラのパンチをみぞおちに受け、畳に昏こん倒とうした。




　水み琴ことがやってきたのは、その直後であった。

「おーっす」

　いかりや長ちよう介すけみたいな挨あい拶さつをし、階段をどたどた上がってくる。まったく、すっかり自分の家気取りだ。

「元気かナツル！」

「あまり元気じゃねーな」

　俺は乱れた服を直した。むしろ疲れていた。なにしろさっきまで取っ組み合いをしてたからなあ。

「なんだよー、老人みたい。高校生で枯れると将来が悲惨だよ」

「お前が元気すぎるんだよ」

「幼なじみが来たんだから、ちゃっちゃと開けてよ。玄関先で騒いじゃった」

「自覚があんなら静かにしろ」

　彼女は部屋の中でひっくり返ってる女を見て、目を丸くした。

「……これ、紅音ちゃんじゃない？」

「まあな」

　元に戻った紅音は、「うう……」とうめいていた。しばらくすると、もそもそと起きあがる。

「どうしたの紅音ちゃん？」

「ふえ……」

　眼鏡めがねの奥には、涙がにじんでいた。

「いいい痛いです……」

「ど、どうしたの!?」

　腹を押さえて紅音はうずくまった。急いで水琴が近寄る。

「殴られたんです……」

「え、ナツル、あんたがやったの!?」

「いや、俺おれじゃない」

　頼んだけど。殴ったのはそこで神妙にしているぬいぐるみ。

　もちろんそんなことは分からない。さすがの水み琴ことも激げつ昂こうしていた。

「なんで女を殴んのよ。そういう趣味なの、ＳＭ!?」

「失礼なことを。俺は純愛だ」

「純愛が女の子をぶつの!?」

　言われてみりゃあそうなんだが、釈然としないのはなぜだ。俺はお前の命を救ったというのに。

「ち……違うんです……」

　痛そうにしながらも、紅あか音ねが水琴をなだめる。

「ナツルさんが殴ったんじゃないんです……。その……あたしが悪いの……かも」

「女を殴るやつをかばうことないわよ。訴える？」

「ですから……ナツルさんじゃ……」

「じゃあ誰だれにやられたの？」

「……そそのかしたのは……ナツルさん……になるのかな……」












「やっぱり」

　水み琴ことは納得していた。なにがやっぱりなんだ。どうせろくなことじゃないだろう。

「ナツル。あんた、わたしが中東に行ってる間に、人でなしになったのね」

「なってねえよ」

「だって紅あか音ねちゃんを殴ってるじゃない」

「殴ったわけじゃ……つーか、必要にかられたんだ。わけ分からないと思うが」

　どうも説明しづらい。ぶってないけどそそのかしてはいる。そんで、それは水琴を助けるためだ。

　しかしこんなこと喋しやべっても信用してくれんのかね。くれねえだろうなあ。

「……ナツルさんは悪くないんです……」

「かばわなくていいわよ紅音ちゃん。こんなやつ訴えちゃって裁判にかけて、去勢しちゃえばいいんだわ」

　幼なじみになんてことを言うんだ。

「だからなにもしてねえってば。紅音ちゃんもそう言ってんだろ」

「なにもしてないことはないでしょ」

「いえ、ナツルさんの言うとおりなんです。あのままだとあたし……えっと、ちょっとまずいことに……」

「ほら、彼女も言ってるだろ。仕方なかったんだよ」

　俺おれの台詞せりふに紅音がうなずく。かすかだったがハラキリトラも首を動かしていた。

　水琴の顔は実にうさんくさげだ。

「……ならいいけど。ナツル、あたしの中で、あんたの評価が一段下がったから。もう一緒にお風ふ呂ろ入ってやらない」

「幼稚園のころの話じゃねえか」

　しかもまた風呂かよ。呪のろわれてんな。

「水琴、なにしに来たんだ」

「ご飯作りに来たんだけど」

　自称幼なじみはそっぽを向く。

「なんかやる気なくなっちゃったなー」

「頼んでねえのにやって来て、やる気をなくすってなんだよ。たちが悪いぞ」

「だって紅音ちゃんがかわいそうなんだもん。……平気？　痛くない？」

「大丈夫……です」

　当の紅音は「殺す」と騒いでいた引け目があるのか、むしろ俺の味方だった。変身すると間違いなく敵に回るので、このあたりがなんか複雑だ。

「……あの、近こん堂どうさん」

「ん？」

「お食事の材料、ありますか？」

「まあね。一応買ってきたから」

「じゃああたしが作ります……」

　腹部を押さえながらも紅あか音ねが台所に行こうとする。

「材料は冷蔵庫ですね？　作りますから、食べていってください……」

「ちょっと待ってよ。なんで紅音ちゃんが作んの!?」

「一応……そういう役目かなって」

「じゃあ、わたしも作る！」

「お前、やる気なくしたんじゃないの？」

　疑問を感じて訊きいてみたが、

「余計な口出しすんじゃないの！」

　怒られてしまった。

　しばらくおいてから、夕食ができあがった。

　紅音の料理は丁寧だ。ご飯に野菜の煮物に味み噌そ汁しる。オーソドックスであり、安心できる味である。一人暮らしだと、こういうのがうまく感じられるのだ。

「うまいなこれ」

　箸はしで口に運びながら、俺おれはつい感想を漏らした。

「そうですか……」

　紅音は満足そうだ。腹の痛みも収まったらしい。

「うー……カレーのはずだったのに」

　水み琴ことの機嫌は悪い。低気圧か。かっかしてたから、エルニーニョ現象だな。

「なんで煮物に変わっちゃうのよ」

「あれ、お前も作ったんじゃないのか」

「作ろうとしたけど、紅音ちゃん手際がいいんだもん。出番なかった」

　ふくれる水琴。小学生っぽい仕草だが、こいつがやると結構可愛く感じる。俺は見飽きてるけど。

　紅音は小さくなっていた。どうも恐縮しているらしい。だったら最初から作らなきゃいいと思うんだが、それもよろしくないんだろう。紅音といい水琴といい、どうも女心ってのは高等数学並に理解不能だな。

「で、お前はメシを作りに来ただけなのかよ」

「あー、そうだ」

　水琴は箸を置いた。

「あんたに話があるんだった。文化祭のこと。ナツルも紅音ちゃんも実行委員なんでしょ」

「そうだよ」

「はい……」

　俺おれと紅あか音ねは同時に肯定した。

「わたしもなの」

「え？　お前、会議にいなかったじゃん」

「さぼったから」

「堂々としてんね。どんな神経だよ」

「ちょっと置いといてよ。他から聞いたんだけどミスコンやんでしょ」

「やるよ。会長もその気だからな」

「わたし聞いたんだけどさあ」

　彼女はいかにも秘密の話題だという風に、声を低くした。

「女ナツルがミスコン出るらしいの」

「ええっ！」

　びっくりしたのは演技ではない。なんでこいつは知っているんだ？

　にやりとする水み琴こと。チェシャ猫かお前。

「これねえ、マジネタなのよ」

「どこで聞いたんだ」

「沙さ倉くら楓かえで。あの星せい鐵てつ一の美人さんが、『ナツルさんがミスコンに出ます』って言い回っているのよ。もう学校で知らない人間を探す方が難しいんじゃないかな」

　うええっ。ミスコンが会議で決まったのは、今日の放課後だぞ。どうしてこんなに伝でん播ぱ速度が速いんだ。しかも話しているのが沙倉さんときた。どういうつもりなんだろう。

　ちらちらと紅音が俺を見ている。不意に気づいた。そうか、これって俺を辞退させないためか。沙倉さんとしては、俺には絶対ミスコンに出てもらいたいわけで、辞退されたら意味がなくなる。そのため噂うわさを先行させたのか。

　げに恐ろしきは女の執念。策を弄ろうするなんて、二年四組の女どもみたいだ。無論俺は、そこも好き、ということにする。

「なんかさあ、そうぽんぽん出るなんて、女のナツルも見損なったよねえ。病気休学から戻ったばかりなのにミスコンなんて、目立ちたがり屋なのかな」

「違う……んじゃねえの」

「わたしもそう思ってたんだけど、考え変えなきゃ駄目かな」

「いや、今のままでもいいんじゃないか。女のナツルは、本当は目立ちたくないと思うぞ」

「わたしも、最初に見たときはもっと控えめかと思ってたの。だけどミスコンなんてねえ……応援するなんて言わなきゃよかった」

「応援ってなんだ？」

　女の身でこいつと話したとき、そんなことを言われた気がするんだが。

「うるさいなあ……なんでもいいじゃん」

　水み琴ことは顔を赤くして文句を言った。風邪だろうか。流は行やってるな。

「ナツル、あんたどーすんのよ」

「どうするって、なにが」

　なにをしろというのだ。もはやミスコン出場一択だ。

「女のナツルだよ。ちょっと悔しくない？　なんかさあ、無口でクールを気取ってんのかもしれないけど、あそこまでだと気持ち悪いよ。わたしと話したときだって、ずーっと黙ってんの。美人だからさまになってたけどね。少しは喋しやべれっての」

　憤然としている。いやどうもすんません。ショックで口がきけなかったもんで。

「そりゃお前が気に入らないのも……分かる気がするが、なにもできねえぞ。あいつは多分……辞退する……かな」

「あいつ？　なんか親しそうだね。好きなの？」

「そうじゃないんだが……」

　水琴は沙さ倉くらさんと同じ反応をしやがる。いちいち気を回さなきゃならん。

「まあいいや。だったらさあ、女ナツルにちょっと痛い目を見せてやらない？　ミスコンが無風であいつの勝ちになると、しゃくじゃない」

「まあな」

　しゃくというか、非常に微妙だ。これ以上有名になってどうする。

「だから対抗馬を立てんの。推薦制度があるんでしょう。こっちも美人を使えばいいわ」

「誰だれだよ」

「沙倉楓かえで」

　沙倉さんかよ！　水琴はナイスアイディアだと言わんばかりの表情をしていた。

　確かにあの人なら文句はない。美少女研究会のアンケートでは常に雫しずくと一位を争い、性格面なら恐らくトップになるはずだ。もちろん俺おれの中では永久王者。

　しかし当人の意思はどうなるのか。どちらかというと控えめな人で、他者を評価するのも評価されるのも好まない。だけど最近はアグレッシブなんだよなあ。

「これなら女ナツルも苦戦するでしょう。そうそう簡単には勝てないわ。票も割れると思うし」

「勝てないだろうな」

　そこはうなずく。俺は沙倉さんを上回ろうなんて、大それた野望は持ち合わせていないんだ。むしろミスコンの舞台に上がる彼女を見て、ぼーっとしていたい。

「あの……」

　ここまで無言だった紅あか音ねが、いきなり口を開いた。

「でもナツルさん……女性のナツルさんですけど、あの人も綺き麗れいだから、いい勝負するかも……」

「あれ。紅あか音ねちゃんは女ナツルの肩持つの？」

　ちょっと不満そうな水み琴こと。

「そうじゃないんですけど……」

　確かにそうではない。沙さ倉くらさんのことが嫌いだから、俺おれに肩入れしてるのだ。敵の敵は味方である。この使い方であってるよな。

「わたしはどっちも負けるのがいいんだけど」

「いや俺は沙倉さんに勝って欲しいな」

「あたしはナツルさんに……」

　三者三様。見事なくらい思惑がバラバラだった。しかも俺は俺自身を応援していないのでややこしい。

「とにかく、わたしが沙倉さんを推薦するから。協力よろしく」

　水琴は強引に告げた。

　こいつの自分中心主義には迷いがない。己の希望が優先するのだ。中東で遺跡を発掘するのに、イギリス調査隊との協定を破ったあげく、彼らに密輸の罪を着せて追い払った前科がある。しかもその調査隊は本当に出土品を密輸していたらしく、二重に驚かされた。

　ともかくミスコンだ。考えるだけでどんよりしてくる。水着とか着せられるんだろうか。高校生だからそれはなさそうだが、芸をやれと言われるかもしれない。なにもできねえぞ。俺は歌が下手だ。

　それにクラス全体のことも考えなきゃなんない。男どもは放ほうっておくとして、女が厄介だ。あいつら絶対ろくなことしねえ。

　ここは発想の転換が必要だろう。俺はしばらく箸はしを止め、黙考する。

　……。

　よし、やることが定まった。ミスコンに出よう。沙倉さんのサポート役に回るのだ。星せい鐵てつ学院で一番の女性は沙倉さんである。この疑うことが許されない事実を、確固たるものにしよう。どんなことをしても彼女を勝たせる。おまけにそうすれば、女の俺が目立つことがなくなるじゃないか。いいことばかりだ。

　俺は水琴にむかって、力強くうなずいた。

「俺もそう思う」

「ありがと」

「沙倉さんが絶対に勝つべきだ。あんな女子の瀬せ能のうなんか勝っちゃ駄目だ。沙倉さん以外の人にミス星鐵学院はふさわしくない」

　水琴は俺の迫力に、目をぱちくりさせていた。「熱病になった？」と呟つぶやいている。沙倉さんのために、俺おれの心が燃え上がっているのだ。

「紅あか音ねちゃん」

　俺はゆっくり目線を向けた。

「女子部の実行委員、よろしく頼む」

「え……」

　水み琴ことが「なんであんたが、女子の実行委員をお願いすんのよ」と疑問を発しているが、無視。

「沙さ倉くらさんを勝たせるんだ。猶ゆう予よはない」

「……」

　紅音はそっぽを向いた。どことなくふくれっ面。むむ、沙倉さん嫌いにはちょっと酷だったか。

　まあいい。沙倉さんのためなら俺は喜んで犠牲でもなんでもなる。紅音との仲がこじれるのも仕方がない。そう胸のうちに秘めながら、俺は夕食を食べ続けた。












第三章







　翌日の星せい鐵てつ学院。

　俺おれは女の姿で登校した。朝からどっちの姿でいるかは、一応ランダムということにしている。規則性を持たせると不審に思われることもあるので、注意しなきゃなんない。

　セーラー服もだいぶ慣れた。もっとも慣れたからって、気に入るのとはちょっと違う。

　そもそも胸元からはじまって背中に垂れている、幅の広いひらひらがよく分からない。

　これ襟えりか？　元は水兵が集音のために使ったそうだが、女子高生は海の上で活動しないだろう。なにせ直射日光に当たると熱を持つので熱く、終始アイロンを当てられている気分になる。前に東ひがし田だにぽろっと漏らしたところ、「あれがなきゃセーラー服じゃない」と怒られた。そりゃそうかもしれんが。

　スカートはどうにも短くて変な気分になる。俺だけ特別短いようなのだ。他の女の子も短いのだが、あれは腰のところを折り曲げてわざと寸を詰めているらしい。俺はなんかオリジナル。

　足下がすーすーするのも変。どうにも無防備な感じだ。長いソックスをはいていても、違和感はぬぐえない。

　もっとも女子部の娘こたちは、無個性な制服を微妙に改造して差異を競っているんだからたいしたもんだ。女ってすげーな。

　女子部校門に近づくと、周囲から女子の視線が飛んでくる。

　俺が男だったら絶対あり得ない現象だ。男の俺は電柱の陰で身を潜めている虫より目立たない存在だが、女だと視線に晒さらされる。

　これは自慢じゃあない。「瀬せ能のうウォッチング友の会」「ナツル様と姉妹になる会」なる非合法地下部活動のせいだ。ここの女の子たちが、俺を必要以上に持ち上げているのだ。おまけに新聞部が煽あおるもんだから、もう大変。

　でも女の姿で注目を浴びてもなあ。なんでも「（女の）ナツルさんはあまり学校に来ないのが、神秘的でいい」ことになっている。男の俺も同じくらい欠席しているんだが、こっちは「休みの多い駄目人間」と罵ののしられていた。えらい違いだ。

　視線を気にしないようにして教室へ向かう。これくらいで動転していては、女子部では過ごせないのだ。我慢我慢。

　しかしそんな心理は、四組に入った途端吹っ飛んだ。

「ナツルさんおめでとう！」

「ミスコン出場ね！」

「瀬せ能のうさんなら勝てるわ！」

　ずらりと揃そろって拍手をしていた。先頭に立っているのは例の三人で、紅あか音ねは後ろで小さくなっている。

　俺おれはオペラのカーテンコール並の声援に、ついたじろいだ。

「な……なに……」

「今朝、沙さ倉くらさんが推薦したんですって」

　と委員長さん。

「謎なぞの美少女瀬能ナツルさんが出場するので学校中は大騒ぎ、クラスは一致団結して応援することに決定しました」

「……はあ……」

「勝利のためにはどんなことでも協力します」

「どんなこと？」

「ライバルの拉ら致ち監禁から薬物投与まで任せてください。ただ、非合法手段は高くなりますが」

　犯罪まがいの上に、金を取るのか。

　女の子たちはやる気満々。副委員長さんは「えいえいおー」と春闘みたいなかけ声をかけているし、会計さんはなんだか表を作成している。外ウマとか書いてあるから、賭と場ばを開帳する気だな。

「我がクラスの情報によると」

　と委員長さん。

「一番の注目は瀬能さんです。推薦者が沙倉さんなので、鉄板と思われています。ただ沙倉さん自身も立候補するという不確定情報があるので、なんとも言えません」

　この様子だけを見ていると、なんだか有能な秘書みたいだ。報告によどみがないから、企業には得がたい人材だろう。腹の黒さだけを除けば。

「他には二年一組の山やま川かわ涼りよう花かさん、三年三組の皆みな川かわ瞳ひと美みさん、一年五組の植うえ田だ牧まき恵えさんが有力候補です。まあナツルさんなら十分勝てる相手ですね」

　俺よりも、周囲の女の子たちがふんふんうなずいている。メモを取ってるやつまでいた。

「まだ序盤戦です。他にも立候補してくる女の子が多数現われると予想されます。しかしナツルさんなら勝ち抜けると予想できます。こんな有力な競走馬……クラスメートが現われたことに、わたしたちは感謝しないと」

　俺は馬だったのか。

　副委員長さんが手を上げた。

「ねー、敵は沙倉さんだけ？」

「そうです」

「もっと出るんじゃない？　会長とか」

　うっ。俺おれは心の中でうめいた。雫しずくは星せい鐵てつ二大美女の一人だ。出たらさらに盛り上がるだろう。

　だが委員長は否定的だった。

「それはありません。会長はこういうことに興味ない人ですから」

「そーかなー。案外するんじゃない？」

「立候補したら有力なライバルでしょうけどね」

「今から確かめようよ。邪魔されたらナツルたん危ないじゃん」

　たんづけか。ついこの前まで瀬せ能のうさんだったのに。担任の女教師がちゃんづけするのもびっくりしているんだが、たんづけなんてはじめて聞いた。

「でも確認の手段がないので、難しいですよ。生徒会の秘密主義は想像を超えます」

「むむ……」

　副委員長さんは腕を組んだ。そうだろうな。ある程度までは生徒会の情報はオープンなのだが、どこかで一線が引かれていて、先には絶対進めないようになっている。ここらも雫が作りあげた防ぼう諜ちようシステムだ。

　話は続いている。俺はこれ幸いと目立たないように自分の席に座った。

「生徒会に内通者はいなかったっけ」

「何人か飼ってますけど、二重スパイと思っていた方がいいでしょう。会長絡みのネタになると、即座に寝返ります」

「じゃー、正面から聞きに行こうよ。ミスコン出るのか教えてくださいって」

「誰だれが？　クラス委員の全体会議でもない限り、わたしは入れてもらえませんよ。前にしくじりましたから」

「あー、あれねー」

　副委員長さんだけではなく、女子のほとんどが納得していた。なにやったんだ委員長さんは。

「会長の顔見知りとかいないのー？　怪しまれずに話ができて、仲がいい娘こ」

「そうですね……全すべてを満たして、会長も一目置いていればなおさら……」

　突然二人の、いや全クラスの視線が俺に集中した。え、なに？

「ナツルたん行ってきてよ」

　副委員長さんがにんまりした。

「三大美女の一人になったんだから、ナツルたんなら喋しやべる」

「俺……わたしは仲がいいわけじゃ……」

「適任ですね」

　委員長がとどめを刺した。

「まさか立候補者自ら情報収集とは思わないでしょう。情報戦で優位に立てば、この賭かけに勝利できます。掛け金を総ざらいするためにも、行ってきてください」

　有無を言わせぬ口調だった。視線が一斉に突き刺さる。

　俺おれはあらためて、女子のパワーを実感することとなった。
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　まあ聞きたいこともあったんで、俺は紙袋を抱えて生徒会室へと向かった。

　ケンプファーになってからというもの、非常によく敷地内を歩いている。おかげですっかり覚えちまった。

　図書館の四階まで上がる。なんとなくだが、足音を立てないようにした。

　生徒会室の前には、いつも見張りが立っているが今日はいない。前までいた葛くず原はらって女の子はケンプファーで、俺と紅あか音ねで倒しちまった。

　そっと近寄り、不意に扉を開ける。

　雫しずくはきちんと椅い子すに座って、こっちを向いていた。

「いらっしゃい、瀬せ能のう君」

　意表を突いて驚かせようと思ったが、まるで平然としていた。まさか、俺が来るのを予想していたんじゃないだろうな。

　俺は無言で椅子を引いて、座った。

「女の子なのね。瀬能君じゃなくて、ナツルさんの方がよかったかしら」

「どっちでもいい」

　余裕の態度だ。俺も気を使う必要がないので、楽と言えば楽。なにしろ女の姿でも男の声のままなので、他ではろくに喋しやべることができない。

「用はなにかしら」

「クラスのみんなに色々言われたんだけど……」

「二年四組なら、文化祭が過ぎれば収まるんじゃない？」

「収まらねえと思うけど、それよりこっちだ」

　俺は紙袋の中身を取り出した。

　中に入っていたのはヒキニゲカバ。家から持ってきたのだ。

「これのことが聞きたい」

　雫の前に突き出す。

　彼女は黙って手に取った。紅音がいなくてよかったと、ちょっとだけ思う。見せたくないって言ってたんだから、俺がこんなことしてると知ったら射殺するだろう。

「可愛い……と楓かえでなら言うでしょうね」

「評価じゃなくて、こいつは土の中にあったんだ。うちのハラキリトラによると、昔はメッセンジャーだった痕こん跡せきがあったんだってさ」

「あら、そうなの」

「あんたならなんか知ってるだろ」

「そうね。ぬか漬けみたいにしていたってのはどうかしら」

　どうもこうもあるか。どこの世界に、ぬいぐるみを漬け物にしようとする人間がいるんだ。食いもんじゃねえぞ。

「真面目まじめに答える気がねえなら構わねえぞ。どうせ敵同士だからな」

「別に教えてもいいわ」

　雫しずくはヒキニゲカバを、机の上でくるっと回した。

「これを持っていたのは赤い腕輪のケンプファー。私が一年生のころに出会った人」

　かなり前だ。雫がケンプファーになったかならないかのころじゃないのか。

「この人は私に色んなことを、たくさん教えてくれたわ。戦い方からこの学校での生活までね。学ぶことも多かったわよ」

「へえ。あんたも他人から勉強することがあったのか」

「もちろん。仲はまあ、よかった方かしら。彼女は一見すると文学少女……本がよく似合う人だった。楡にれの木が好きで、よくあそこの下にいたわ」

　俺おれが掘ったトンネルの真上だ。

「でもケンプファーでしょう。戦うのは本能。青い連中とやりあって、負けてしまったのね。ケンプファーは敗北すると存在そのものが消される。彼女が生きていた事実は、急速に薄れていった。メッセンジャーも同時にいなくなるから、残ったのはこのぬいぐるみだけ。それで、想おもい出の木の下に埋めたのよ」

　雫の表情は変わらない。だがヒキニゲカバに向ける視線には、かすかだが複雑なものが混ざっていた。

　先輩ケンプファーと雫の間に、どのようなことがあったのか知るすべはない。だが彼女の言葉とわずかな心の動きが、何よりも雄弁に物語っているように感じられた。

　俺の心中に後悔が押し寄せた。そんな大事なものを、掘り出しちまったのだ。

「あー、会長。その……」

　雫が俺に目を向ける。

「なんてお話はどうかしら？」

　俺は危うく、椅い子すから落ちるところだった。

「作り話かよ！」

「なんだと思った？」

「マジ話だと信じたじゃねえか！」

「嬉うれしいわね。新人賞でも狙ねらおうかしら」

　この女の言うことを真に受けた俺おれが馬ば鹿かだった。紅あか音ねみたいに問答無用で戦いを仕掛ける方が正しいのかもしれぬ。

「誰だれかがぬいぐるみを捨てたんでしょう。不法投棄は困るわ」

　生徒会で取り締まれよ。

　気が抜けた。聞くんじゃなかった。

「瀬せ能のう君」

「なんだよ」

「最近、赤いケンプファーに出会ってない？」

「目の前にいるな」

「私以外よ。ケンプファーは引き寄せ合うって知ってるでしょう。そろそろ出てきてもいいの」

「俺はこんな面倒くさいことは、起こらなきゃいいと思ってるよ」

　できれば女に変身しないでいたいくらいだ。

「そう？　私はまた出てきて欲しいの」

「誰だって味方は欲しいだろう」

「そうじゃない」

　雫しずくは手を組み、あごを乗せた。

「あなた疑問に思ったことはない？　なんで私たちは戦わされているのか。どうしてモデレーターに選ばれて、メッセンジャーがそばにいるのか」

「そりゃ……」

　何度もある。ケンプファーは戦うための存在とか言われているが、なんのために戦うのかは知らされていないのだ。

　これはハラキリトラに聞いてもとぼけられている。あるいは本当に知らないのかもしれない。いずれにせよ、こっちに分かっていることは少ないのだ。戦場に行く末端の兵士だって、目的くらいは把握してるだろう。気持ちが悪かった。

「まあ……な」

「それが正しい反応よ。あなたの相棒なら、『戦うのに理由はいらねえ』って言うでしょうけど」

　あいつはそういう女だ。

「でもね、私は違うの。目隠しされて耳を塞ふさがれたまま戦うのはごめん。モデレーターがなにものか知らないけれど、手のひらの上で動かされるのは好きじゃないわ」

　雫は本気だった。元々ギャグとは縁がないが、これは迫力が伝わってくる。俺は居住まいを正したくなってきた。

「前は、戦い続ければそのうち理由が分かるんじゃないかって考えてたけど、そうでもなかった。だから素直に青いケンプファーと戦うこともしない。モデレーターの手下じゃないのよ」

「……前に、俺おれを攻撃したじゃねえか」

「あなたが話の分からない愚か者だと思ったから。いい意味で、見込みが違ったわ」

「……」

　見込み通りだったら、消されていたんだろう。

「知りたいことは全部知っておく。それが私のやり方。ケンプファーになっても変わらない。モデレーターには思い知ってもらうわ。誰だれを敵に回したか」

「……」

「それが、供養になるのよ」

　最後は言葉少なめだった。

　どこまで雫しずくの本心なのか、判別するのは無理だ。ただこの女は、一つの信念に則のつとってるんだろう。誰にも届かない心の奥底に、それは秘められている。カップラーメンの銘柄にすら迷う俺には、とても真ま似ねができなかった。

「瀬せ能のう君？」

「……あ。な、なんだよ」

　いきなり声をかけられて、俺は慌てた。

「あなたの用件は終わり？」

「い、いや、まだあるっちゃあるんだが」

　俺は結局、雫に「ミスコンに出るかどうか」質問をした。

　彼女は呆あきれはしなかったが、教えてもくれなかった。

「私が出ることにメリットでもある？」

「俺のクラスにある。らしい」

「二年四組は相変わらずね。風紀はどうなっているのかしら」

「あんたが出れば、俺は目立たなくてすむって気もするけどな」

「自分から勝利を放棄するつもり？」

「男が出てどうすんだよ」

　外見がどうでも、やっぱり変な感じがするじゃないか。謎なぞの生徒とはいえしょせんは男。なんというか、真面目まじめに（？）ミスコンに出る女の子に失礼とは思わんのか。

　雫は思っていなさそうだった。こんな心の動きは、考慮する価値ないんだろう。

「楓かえでも出るんじゃないかって話だけど……」

「らしいな」

「一年の近こん堂どうさんの推薦ね」

　相変わらず耳が早い。

「俺おれは適当に負けて、沙さ倉くらさんを応援する。その方がいいや」

「テンパイしたのにアガリ放棄よ、それは」

　麻雀マージヤンやんのかこの女は。

「私としては盛り上がった方がいいのよ。謎なぞの美少女と楓かえでとの一騎打ちなんて、文化祭が沸くじゃない」

「そうかもしれねえけど、俺は嫌だよ。で、あんたはどうなんだ」

　雫しずくの返答は、至極まっとうなものだった。

「どうでもいいでしょう。私は裏方に回っていないとね。文化祭は成功させなきゃ」

「……それ、ケンプファーとしての使命か？」

「いいえ。生徒会長としての責務」

　このときだけは、雫が普通の高校三年生に見えた。
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　生徒会室から出て、さてどうしようかと思った。

　ここはちょうど男子部と女子部の境界線上だ。俺はＩＤカードを持っているので、どちらにも行くことができる。

　男子部に行ったら東ひがし田だが、トンネルだ情報だと言い出すだろうし、女子部に行けば女どもが賭かけだなんだと騒ぎ出す。どちらもろくな結果が見えない。

　いっそ保健室に閉じこもるか。それもなんだか不登校の生徒みたいでためらうものがある。養護教諭は髪ばかり長くて不気味だし。

　男子部に戻ることにした。意味はない。どっちにせよ悪夢だ、という諦観が心を支配していたせいである。

　教室は、文化祭の話題に花が咲いていた。もちろんミスコンのことが多い。

「お、実行委員が来た」

　東田がめざとく俺を見つける。「この遅刻魔」とか言いながら近寄ってくる。遅刻してねえ、と主張したい。

「ちょうどよかった。今議論の最中なんだ」

「ミスコンなら、話はしねえよ」

　こっちは女子部で散々話してきたんだから。

「そうはいくか。お前にはクラスの実行委員と、美少女研究会の顧問としての大事な役割がある。ちょうど熱くなってるとこだ」

　強引に連れて行かれた。黒板の前にはボンクラどもが群がっている。げ、四組全員じゃないか。チョークを持った生徒が熱心に説明をしていた。

「……つまりだな、女子部は学年ごとに建物が違うんで、学年内での結束が強い。最低一学年に一人は出てくるはずだ」

　ほお、とギャラリーから声があがる。

「もちろん一人だけってことはない。複数エントリーするはずだが、全学年は同数になる。自分たちだけ人数がへこんでいるのは沽こ券けんにかかわるからな」

「なるほど」「確かに」「やるな半はん澤ざわ」とあちこちから感想が漏れた。

　熱弁を振るっているのは、半澤友ゆう一いちという男。最近美少女研究会に所属して、華々しくデビューを飾った。東ひがし田だに言わせれば「期待の新人」だ。

　以前は虚構の女にのめり込むという変な癖があり、しかも感情の振幅が激しかった。とにかく度を超していて、マンガの女が主人公とくっついたと言っちゃあ泣き、テレビのヒロインが最終回で告白したと言っちゃあ泣くのだ。ヒロインが半澤自身ではなく誰だれかに想おもいを寄せるのがショックらしい。半澤個人に向けて作られてるんじゃないんだから、当たり前なんだが。

　じゃあ恋愛ゲームでもやったらいいんじゃねえかと思っていたら、本当にやったらしい。ただ運が悪いのか下手なのか、バッドエンドにばかりたどり着いたようだ。悲惨きわまりない。このあたりで目が覚めて、「二次元は振り向かない。じゃあ三次元だ」ということで、美少女研究会の門を叩たたいたんだそうだ。

　こんなどうしようもないやつだが、実は野球部のレギュラー四番でピッチャー、全力投球で百五十キロ出せる速球派だ。それでもうちの学校が勝てなかったのは、半澤が深夜アニメに熱中していて翌日の練習をサボるからである。今は録画してんのかな。

「お、顧問」

　と半澤が言う。俺おれのことだ。

「瀬せ能のうから見てどうだ。ミスコンの立候補者は」

「それよりも、うちの企画決めないでいいのかよ。実行委員の俺が生徒会まで持っていくんだぞ」

「お前が勝手に決めちゃえよ」

　いい加減すぎる。クラスメートたちも「去年と同じで休憩室」「自販機並べて放置」「布団敷いて仮眠室にしようぜ」なんて言っている。本当に怠け者しかいないよな。

「適当にでっちあげりゃいい。で、候補者はどうした」

「何人か聞いたな」

　喋しやべっちまった、と思ったが遅かった。半澤や東田だけじゃなく、群がっていた連中がいっぺんに食いついてきたのだ。

「誰だれが出る!?」

「二年の背の高い娘こは出るんだろうな!?」

「可愛い順に言え！」

　怠け者のくせに、こういうところは目をぎらつかせる。女子部の二年四組に似てないこともない。

「おいおい、落ち着け」

　東ひがし田だが仕切った。アイドルコンサートで場内整理のバイトもしたらしいから、こういうところは手慣れている。

「瀬せ能のう、知ってる限りあげてくれ」

「でもなあ」

「まだトンネル、貫通してねえぞ」

「分かったよ」

　俺おれは渋々承諾した。

「聞いた範囲じゃ、まず二年一組の山やま川かわ涼りよう花かって人だ」

「知ってる。典型的なアイドル顔だ。色白で背が低いぜ。まだ子供っぽいぞ」

　すかさず東田が解説した。

「あとは……三年三組の皆みな川かわ瞳ひと美み」

「陸上部のエースだ。都大会にも出場している。美少女特集ってことで、スポーツ誌が取材に来たことあるぞ。知名度は高いな」

「一年五組の植うえ田だ牧まき恵えも出る」

「派手目の娘だな。オーディションに受かったって噂うわさがある。人なつっこくていつも楽しそう。成績が悪いのも愛あい嬌きようだ」

　こいつの頭の中にはデータベースが丸ごと入っているのか。生きていくぶんにはまるで意味のない情報だが、なんか感心してしまう。

「これだけか？」

「いや、まだいる。あー、沙さ倉くらさんも推薦されるみたいだ」

「おお、そりゃすごい。本命だな」

　周囲からも「決まりだな」「独走だろう」と話す声。それほど沙倉さんの美び貌ぼうと知名度は圧倒的なのだ。

「瀬能も沙倉さんで決まりだと思うか？」

「当然だろ。誰が出てもかなうわけねえ」

　東田の質問は愚問というやつだ。まだどんな投票形式になるのか知らないが、なにがあろうと全力で支援するつもり。この学校の頂点は、沙倉さんこそがふさわしいのだ。

　東田はなにやら考える風だった。

「他にはいないのか？」

「あ？」

「美少女研究会で大々的に特集を組む予定なのに、これだけでは人数が少ない。沙さ倉くらさんの圧勝記事を書くにしても、嚙かませ犬に欠ける」

「まだ立候補者の届け出が終わってねえから、分からねえよ。来週になってからでいいじゃねえか」

「事前準備号を出すんだ」

　機会を逃さない男だ。将来は写真週刊誌の編集長になれ。

「他かあ……」

　一人思い当たるけどな。東ひがし田だはめざとく反応する。

「心当たりがあるのか。誰だれだ」

「……女子の瀬せ能のう」

　うおおっ、と歓声が上がった。

「そりゃすげえ」

「今回の目玉だ」

「沙倉さんに十分対抗できる」

　どいつもこいつも興奮状態になった。

「女子部の瀬能ナツル」は男にとって神秘的な存在だ。美人であまり学校に来ないので、噂うわさだけが一人歩きしている。おまけに新聞部が百ゆ合り疑惑を書きたてたので、余計に妄想を煽あおっていた。

　最近の男子部での、俺おれの人気はすごい。以前に東田に渡した写真がコピーされ、全学年に出回っているのだ。中には別のアングルからのものもあり、どうも女子部の会計さんが便乗して売りさばいたらしい。恐ろしい話だ。

「こりゃあやっぱり、獲物を狙ねらってミスコン出んのか」

「あり得るな。よりどりみどりだ」

「控え室でくっちまうかもしれん」

「カメラ仕掛けてえなあ」

　好き勝手ほざきやがってこいつらは。

　半はん澤ざわが黒板に名前を書き連ねている。俺の名前だけが大きく記され、丸で囲まれていた。

「他に、他には!?」

　興奮しやがって。元アニメオタクが。

「それで全部だよ」

「よし。女子の瀬能と沙倉さんだけで十分だ。こりゃすげえや。絶対に盛り上がるぞ。なんとしてもミスコンの会場に潜り込みてえなあ」

　文化祭は男女で自由に行き来ができる。ただ共学になってからミスコンも開催するのははじめてなので、入場規制をすることも十分考えられた。整理券には、プレミアがつくこと確定だ。

「ようし、美少女研究会の方向性は決まった」

　東ひがし田だが勢い込んだ。非合法部活動のはずなのに、おおっぴらにしている。ま、このクラスで知らない人間はいないんだけどさ。

「盛り上がりのためにも、ミスコンはなんとかコントロールしたい」

　ん？　なんか変なこと言い出したぞ。

「普段なら沙さ倉くらさんの勝ちだろう。あの人は女子人気も高い。ただ今度は瀬せ能のうナツルが加わった。どうなるかいまいち予想がつかないが、六四で沙倉さんだろうな」

　全員うなずく。アホども。十ゼロで沙倉さんだ。

「そこでだ……ミスコンの勝者を瀬能ナツルにしたい」

　なに！　俺おれは思わず跳び上がった。

　皆、きょとんとして俺を見る。

「おい。ナツルって言ってもお前じゃねえぞ」

「あ……そうだった。いや、でも、なんで沙倉さんが勝てるのに瀬能にするんだ!?」

「将来のためだ」

　東田の野郎、腕組みして、真剣な顔をしてやがる。

「ここで沙倉さんが勝つのは普通すぎる。美少女同好会としては、瀬能ナツルに勝ってもらった方があとあとに遺恨が残って面白い」

「遺恨……？」

「プロレスとかでもあるだろ。ミスコンがきっかけで美女二人に確執が生まれる。あとは動向を追えば大いに盛り上がるってわけだ。卒業まで話題に事欠かなくなるぞ」

「さすが東田だ」

　真っ先に感心したのは半はん澤ざわである。

「だてに会長じゃないな。美少女同好会を思ってのことか」

「いや、男子部全部だよ。楽しみは多い方がいいだろ」

　そりゃいいけど、俺が楽しみの材料になるのはどうなんだよ。

　当然こいつらは、俺が心中で頭を抱えていることなんか分かりっこない。しきりと賛意を示し、半澤なんか「美少女同好会に入ってよかった」と感激している。体育会系って頭が悪くなるのか？

「東田、そんなことしたら沙倉さんの経歴に傷がつくじゃねえか！」

　俺は抗議した。

「それくらい平気だ。あの人なら耐えられる」

「俺おれは困る！」

　ファンとして、あと俺自身が目立っちゃうので、沙さ倉くらさんに勝ってほしいんだ。「星せい鐵てつの美女＝沙倉さん」。このＥ＝ｍｃ２以上に美しい公式を、どうして理解しようとしないのか。ちなみに２は×２ではなく二乗。

「……お前が沙倉さん第一主義なのは知ってるが」

　と東ひがし田だ。

「全体の利益のためにも、ここは瀬せ能のうナツルにすべきだ」

「そうだそうだ」

「少しくらいいいじゃないか」

　半はん澤ざわだけではなく、みんな東田に同調しやがった。くそ。こいつらは沙倉さんへの愛情が足りねえ。あれだけ綺き麗れいな人が勝つのは、木からリンゴが落ちる以上に自然の摂理だというのに。俺の不幸を理解しろ。

「せ……瀬能ナツルがどんな女か分かんないだろ。ミス星鐵学院にふさわしくないかもしれないじゃないか。なんか実は借金まみれとか、ヤクザの情婦とか、戦いに明け暮れる戦士とか……」

「そりゃ百ゆ合り趣味だってことくらいしか知らねえけど、いいじゃないか。ミスコンのトップになれば、色々分かる。でも戦士ってのはねえよ」

　東田が言う。最後のそれだけが本当なんです皆さん。

「それとも瀬能、他に盛り上がったり、話題になるようなことあんのか」

「……あるよ」

　つい適当なことを口走った。

「どんなんだ」

「あ……えーと」

　いかん。思いつかない。興奮していたせいだ。沙倉さんが絡むと、ついこうなっちまう。「沙倉沙倉詐欺」があったら引っかかること請け合いだ。「沙倉さんが大変なので振り込んでください」って言われれば、全財産を握って銀行に行く。貴女あなたのそんな悪魔なところも素敵です。

「なんだよ瀬能」

「え、えーと……そう、まだミスコンに出る人がいるんだ」

　東田だけではなく、半澤も、ギャラリー全員が不審な表情をした。

「誰だれ」

「……か、会長」

　教室全すべてがざわついた。ような気がした。

「さ、三さん郷ごう会長もミスコンに出るんだ。実はさっき生徒会室に行ったんだけど、そんな話してたぞ。間違いない」

　間違いなく噓うそ。我ながら無茶なことを喋しやべっちまった。

　だがこの男どもは、沸きに沸いていた。

「そりゃ確かにすごい」

「混戦必至だ！」

「これは必見だな！」

　騒ぎたてるクラスメートを縫うようにして、東ひがし田だが俺おれに訊きく。

「本当か!?」

「……ああ」

「なら確かに、瀬せ能のうナツルが勝つ必要もない。いや、誰だれが勝ったっていい。ミスコンのことだけで星せい鐵てつ学院史に残るぞ」

　喜色満面だった。こいつだけではない。全すべての人間が、顔を明るくしてはしゃいでいた。クラスが一つになったかのようだ。これが文化祭を機に団結するというやつか。

　唯一、俺だけが暗い顔をしていた。

　やっぱり、俺が推薦するんだろうな。





　　○






　休み時間を利用してまた生徒会室へと行く。もはや図書館内を歩いていても誰も不審に思わない。なんかこれじゃ、生徒会と仲良しみたいじゃないか。

「あ、ナツルさん」

　一階カウンターにいた紅あか音ねが手を振った。今日は図書委員の当番だったのか。

「借り出しですか？」

「いや、生徒会室に用」

　親指で階上をさす。

「会長のところ、ですか……？」

「うん。ま、色々あったんで」

「あ……あたしも行きます」

　彼女は慌ててカウンターから出てきた。

「会長は、その……油断できませんから、あたしがついています」

「図書委員の当番、いいの？」

「会長のたくらみを防ぐのが先ですっ」

　心強いが、なんか勘違いしているような。

「いいって、俺おれ一人でなんとかなるから」

「でっ、でも」

「ここで待っててよ」

　それだけ言い置いて、俺は四階に上がった。

　例によってノックなしに飛び込んだ。どうせ驚いてくれないんだ。

　予想通り、雫しずくは前と同じポーズでそこにいた。

「……瀬せ能のう君、礼儀は守ってもらいたいけれど」

「大目に見てくれ」

　俺はつかつかと、彼女に接近した。

「ミスコンに出てくれ」

　紅あか音ねがいたら、息を吞のんだだろう。でも雫は涼しい顔。

「事情があんだ。あんたが出てくれれば盛り上がるし……色々助かる」

　理由は喋しやべらなかった。あまりに一方的というか、俺の都合で塗り固められていたからだ。喋らなきゃいいってもんでもないが。

　しかし彼女は、なんだか全すべてお見通しみたいなツラをしている。

「またその話？　もっと私が嬉うれしくなることはないの？」

「あいにく、俺はあんたの好みを知らない」

「出ると私にメリットがあるの？」

　ちょっと前と同じことを訊きく。

「……ないかもしれねえが、俺にある」

「男のわがまま？」

「なんとでも言え」

　冷静に考えるとそうだよな。女子部でもこんな話が出てたけど、雫が出ると場は熱くなるだろうが、彼女にはなんの意味もない。生徒のためだって言えば、納得してくれるだろうか。

「返事はなんでもいい。俺が推薦をするから」

「あらあら。推薦しても、生徒会で事前審査があるのよ。そこで落とされたら本戦出場はないの。いたずら防止のため」

「自分自身を落とせばすむのか」

「そう」

「……逆に、俺は無条件で通過させたりできるってことだな」

「察しがいいのね」

　こいつ、やっぱりサディストだ。間違いない。

　ここらの手腕で生徒会長の座を盤石にしてるんだろうが、どうも好きになれん。サドは嫌いだ。痛いのはやっぱ気持ちよくねえよ。

　雫しずくが「ふふふ」と言葉だけで笑った。

「そうね、出てあげてもいいわよ」

「……本当か？」

「貸しになるけど」

　うわあ。そいつは高いものにつきそうだ。この女のことだ、ミナミの帝王より利子が高いに違いない。トジュウ（十日で十割の利子）とか。

「どうするの？」

「……うー」

　俺おれは唸うなった。頭の中で警戒警報が鳴っている。スリーマイル島の発電所事故以上に危険なシグナルだ。

　雫はいい加減なことはしない。自分からイエスと言うんだから、なにか俺の知らないメリットがあるんだろう。そりゃいいんだが、こっちにまで火の粉が降りかかってくる可能性が高い。

　元々俺たちと雫は敵同士。奇妙なバランスのせいで小康状態だが、いつ再燃してもおかしくない。いやいや、今は戦わないみたいなことも言ってたな。

「どうする？」

「……」

「はっきりしないのね」

　雫が椅い子すに深く座った。

「たいした貸しじゃないわよ。ここで返してもらってもいいわ」

「なにを」

　俺は警戒した。もしかしたら小指の一本くらい取られるかもしれない。いや、もっと派手にやられるかも。東とう映えいのヤクザ映画で、川かわ谷たに拓たく三ぞうが手首から切り落とされていたのを思い出す。

　しかし彼女はドスを取り出したりせず、代わりに首を前に傾けた。

「肩かた揉もんでもらえる？」

「は？」

「肩」

　冗談ではなさそうだったので、俺は戸惑いつつも背後に回った。

　長い髪が流れた。全部黒で、プラチナブロンドではない。ケンプファーに変身してないってことだ。

　首筋の少し横に手を伸ばす。ゆっくり押した。

　固くはない。けど、奥の筋肉がしこっているようだ。よく肩こりに悩まされる人は「鉄板が入っているみたい」とか言うが、雫しずくの場合は溶けた鉄が固まりかけてるみたいだ。確かにこれは気になるかもな。

　もみもみ。俺おれは指を動かす。

「……あまり上手じゃないわね」

「うるせえな」

　高校生が肩こりなんて、世も末だろうが。こっちは親父の肩を揉もんでからやってねえんだぞ。

　雫は薄く目を閉じていた。多分。

「……男の人に肩を揉んでもらうのは、はじめてよ」

「俺だって女の肩かた揉もむのは、小学生のころにお袋揉んで以来だよ」

「私がはじめての他の女？」

「変な言い方すんな。肩くらい揉ませる手下なんて、いくらでもいるだろうが」

「イメージの問題ね。生徒会長がおばさんみたいに悩むのは、ちょっとね」

「ギャップがいいって言うやつもいるぜ」

　俺は言わないけど。

　首筋の近くから、徐々に外側にずらす。よほどこっているんなら肘ひじでぐりぐりやるが、そこまでしなくていいだろ。

　しかし、意外と細い肩をしてんな。瘦やせてるだけでゴリラみたいな筋肉じゃないかと思っていたけど、見たまんまだったとは。前に東ひがし田だから雫の水着写真を見せてもらったときは、もっと立派な体格だった。ありゃあコラだったんだな。

「私をなんだと思っていた？」

　わっ。驚かすな。人の心が読めるのか。

「……なんか機械っぽい身体からだ。９９９スリーナインに乗ったクチ」

「ネジじゃないわよ。期待に添えなくて悪いけど人間。ごく普通の高校生」

「普通なもんか」

　ケンプファーだってことを除いても、雫の能力は飛び抜けている。勉強はなにをやらせても常にトップ。スポーツも男より優れており、芸術、家事なんてものまで玄人裸足はだしだ。

　一度だけバイオリンを演奏しているのを聞いたことがあるが、音の素晴らしさより聴衆が時間を忘れて聴きき惚ほれているのに仰天した。スズメまで黙ってたからな。

「……周りがすごいってもてはやすけど、案外たいしたことないものよ。評判が先行してるだけじゃないかしら」

「バイオリンで、なんかの賞を取ったって聞いたぞ」

「ウィーンの大会ね。興味ないからもう忘れた」

　そりゃやっぱり凄すごくねえか。忘れてるってのも恐ろしい。

「周りが期待した役割を果たしたらこうなったのよ。レールの上を進むだけの人生って、楽なものね」

「ずいぶん幅の広いレールだな」

「でも、やりたいことはしてないわね」

「なんでもできるだろ」

「そうでもないの。小さいころはこんな人間になりたいなんて、思ってなかったから」

「なんになりたかったんだ？」

「噺はなし家か」

　つい手が止まった。噺家って、落語を話す人のことか？

　絶対に冗談だろうと思ったが、どうも本気らしい。顔は見えないが、雰囲気で察することができた。

「落語は大好きよ。いつか高座にのぼって、観客を笑わせたかったわね。どうも喋しやべりが下手すぎて、駄目なのよ」

　下手っていうか、他人に冗談言う風には見えんからなあ。

　少なくとも、雫しずくに人間味があるということは分かった。と思ったが、もしかしたらこれも、人間らしく思わせるための手段かもしれない。ずいぶん変わった手段だけど。












「じゃあケンプファーなんかやらなくてもいいんじゃねえの」

「そうね。でも、続ける理由ができたから」

「なんだそりゃ」

「忘れたの？」

　なんか話してくれたっけか。作り話なら聞かされた気はする。

　生徒会室の中は、俺おれと雫しずくの二人っきりだった。他の生徒はいない。彼女が人払いをさせてるかどうかは、ちょっと分からない。

「……あなたがもってきた臓物アニマルだけど」

「ん？　ああ」

　急いで返事。

「あれ、楓かえでがあげたものだったのよ」

「誰だれに」

　答えはない。元の持ち主ってことか。

「……って、なんだ、沙さ倉くらさんがあげたぬいぐるみが、メッセンジャーになったってことか!?」

「そう。あなたのハラキリトラも、私のカンデンヤマネコも、元は楓のもの。葛くず原はらのもそうだった。多分美み嶋しまさんのもそうじゃないかしら」

　そりゃ確かに、ケンプファーには臓物アニマルシリーズのぬいぐるみがまとわりついている。だけどそれが、沙倉さんからのプレゼントのものだなんて。

「……沙倉さん、モデレーターに関係あんのか」

「あるわね」

　雫が断言する。

「無関係ってことはないでしょう。でもどこまで関わっているかは分からない」

「あんたのことだ、調べてんだろ」

「なかなか調査の方法が見つからなかったの」

「今は見つかったのか？」

「……」

　喋しやべってくれない。また秘密主義かよ。

　心臓が高鳴る。俺の沙倉さん……まだ俺のじゃないけど、とにかく沙倉さんがモデレーターの仲間とは。あの天使のように素敵で、世界中の女優を集めて一番優れた部分で構成し、女神と菩ぼ薩さつを合わせたような沙倉さんが、こちら側に関係しているなんて。どうでもいいが「天使のように～」以下のことを東ひがし田だに話したら、あいつ「俺もそこまでは」とドン引きしやがった。

　モデレーターは大変迷惑な野郎である。勝手に人をケンプファーに選んでおいて、戦いの場に放ほうり込んだ。一度でいいからツラを拝みたいと思っていたところだ。

　沙さ倉くらさんを調べれば、そのモデレーターのことが分かるのだろうか。

「臓物アニマルって、絶対にメッセンジャーになんのか？」

「全部なったら大変よ。倉庫の在庫が騒々しいわ」

「じゃあ沙倉さんが配った分も、全部変化するとは限らない」

「そうね。でも、こうも考えられるわ。楓かえでの配った臓物アニマルは、これからメッセンジャーになる」

　それはつまり、誰だれかがケンプファーになるってことだ。変身して武器を使う少女がさらに増える。

「楓のクラスの企画書を読んだの。ぬいぐるみの展示会だって」

「それってやっぱ……」

「臓物アニマル」

　雫しずくは告げる。だろうな。沙倉さんは臓物アニマルが大好きだからなあ。

「……そこからケンプファーが増えるって言うのか」

「可能性の話をしてるの。増える可能性が高いことは間違いない」

　そりゃそうだ。

「ケンプファーが増えるとして、赤と青、どっちだと思う？」

「分かるかよ」

「私はどっちでもいい」

　また謎なぞなことを。

　雫は少しだけ、声音を変えた。

「あなたたち、葛くず原はらを倒したでしょう」

「あんたの策略でな」

「モデレーターもそう思ってるでしょうね。私が同じ立場なら、監視のために新しいケンプファーを送るわ」

　つい聞き返した。

「……会長を見張るためにか？」

「もちろん」

　語調に変化はない。なにがあっても動じたりしないんだな。

「ケンプファーは基本的に女が女に変身するの。例外もいるけれど」

「悪かったね」

「楓はミスコンに出るでしょう。あの娘こ、臓物アニマルを人にあげるのが好きなのよ。出場者にも配るかもね」

「……それで？」

「さっき可能性の話をしたでしょう。これも同じ。女子高校生と臓物アニマル。ちょっとした化学反応だと思わない？」

　ケンプファーが一番増えやすいとしたら、ミスコンってことなのか。

　前にハラキリトラが言っていたが、ケンプファーは引き合うらしい。俺おれが出場する。雫しずくも出る（かもしれない）。新人ケンプファーが現われるとしたら絶好の場だ。しかも臓物アニマル大好きの沙さ倉くらさんまでいるときた。

　雫は続ける。

「ただのケンプファーじゃないかもしれない。私をとがめる存在かも」

「……それ、監視じゃなくて、始末屋じゃないか」

「そうね。楽しみだわ」

　平然としてやがる。狙ねらわれてる立場なのに。

「ミスコン、辞退していいか」

「もう駄目よ。あなたにも出てもらうわ。新しいケンプファーとメッセンジャーは私たちと違って、詳しい情報を握っているかもしれない。モデレーターとの距離が近ければ近いほどそうなるわ。だから捕らえることができれば……ね」

　拷問にでもかけるつもりか。

　雫は自分からモデレーターへの敵意を現わしている。機械みたいな女だから表面上は分からないが、そう言ってたんだから確かだ。それによってどんな結果──監視が送られてくるとか、始末屋が送られてくるとか──になっても、対抗するつもりらしい。

　たいしたもんだが俺は困る。雫の野望に巻き込まれたくはない。モデレーターすら敵に回しているわけで、いざ戦闘となったら赤も青もなくなるだろう。おっかないんだよお前のやることは。

「瀬せ能のう君」

「え……あ」

　ようやく気づいた。考えごとをしていたためずっと肩を揉もんでおらず、しかも胸のあたりに手があった。

「わ……わりい」

　急いで引っ込める。雫は振り返って、俺を見上げていた。

「油断も隙すきもないのね」

「悪かったって言ってるだろ！」

「欲求不満？」

「ちげーよ」

　手を後ろに隠す。言っとくが、感触なんか覚えてねえかんな。

　雫はやっぱり平然としている。怒ってくれた方が、むしろほっとするんだが。なんか男扱いされてないみたいじゃないか。

　彼女は自分で肩を、二、三度回した。

「ありがとう。楽になったわ」

「たいしたことしてねえよ」

「変なところも触られたけど」

「謝っただろ！」

　これでにこやかな顔だったら救いがあるのに、始終能面みたいだから始末に負えない。

「お前が貸しって言ってたの、肩かた揉もんだことでチャラだよな」

「どうして訊きくの？」

「お前のモデレーター潰つぶしに、俺おれも付き合わされるんじゃないかって思った」

「いい案ね」

　なんてこと言ってるけど、この口ぶりじゃあはじめっから考えていたな。手下にするつもりかよ。

　雫しずくは立ち上がり、こっちを向いた。

「肩揉みで帳消しと言いたいけれど、あまり上手じゃなかったから」

「うるせえな。金なら持ってねえぞ」

「別なことで返してもらおうかしら」

「どんな」

「ちょっと、目をつむってもらえる？」

　なんだいきなり。

「つむって」

　言うとおりにした。

　暗くら闇やみの中、そのまま立っているというのは意外と怖い。なんだかふらふらしてくるし。俺はバランス感覚が悪いな。

　ふっ、といい香りがした。

　頭がふわふわするような、溶けそうな匂においだ。香水じゃないな。石せつ鹼けん？　でもなんでそんなのが？

　目を開けていいとは言われていないので、片目だけを開く。

　仰天した。目の前、ほんの数ミリのところに雫の顔があったのだ。

　しかも彼女は薄く目なんか閉じている。それに唇が、俺の唇に触れようとしているのだ。え、え!?

　汗が噴き出る。俺は雫となにをしようとしてるんだ。待て、逆だ。雫は俺になにをするつもりだ。いや分かってるけど、心の準備ってもんが。

　その時どこかで、ばたんと音がした。

　扉が開いたんだ、と思った瞬間、入ってきた人物が床を蹴けった。ほぼ同時に雫しずくが俺おれから離れ、反転。

　次の物音は甲高く、俺の目に映ったのは交錯した拳けん銃じゆうの銃身と、短剣だった。

「相変わらず短気ね」

「雫、てめえ、相棒になにしようとした」

　紅あか音ねだった。ポッキーをばりばり嚙かみ砕くだいている。目は吊つり上がり、殺意が満載されている。銃口は完全に雫を狙ねらっており、猛犬どころか狂犬だった。

　雫は短剣を二本構え、片かた膝ひざをついて紅音を牽けん制せいしている。一本は銃身を跳ね上げた格好になっていて、もう一本は紅音の腹部に向けられていた。髪がきらきら光っているから、瞬時に変身したんだろう。

「貸しを返してもらおうとしただけよ」

「ふざけんな。ナツルは純情だ。つけ込むんじゃねえよ」

「人聞きの悪い」

「おめえにナツルをからかう権利はねえ」

「年下って、からかうと楽しいのよ」

　雫が動いた。紅音は引き金を引いたが、弾は床に穴を開けただけで効果がない。

　黒とプラチナブロンドが宙を舞う。この狭い部屋で雫が跳んだのだ。鎖のついた短剣と共に、逆さ落としに紅音へ突っ込む。

　猛犬女は床に転がりながら発砲した。短剣の一本を弾はじいたが、もう一本が喉のど元もとに突き刺さろうとする。

　その短剣が炎に包まれた。紅音の銃弾ではない。俺の放った炎、魔法ツアウバーが発動したのだ。俺の身体からだはケンプファーになっていた。

　雫が着地。二本の短剣を手元に引き寄せる。

「クソアマが！」

　怒りに燃える紅音は、再び発砲しようとした。だが雫の方が早い。瞬間移動としか思えないスピードで動くと、銃口に短剣を突っ込んだ。もう一本は俺の胸元。

　俺と紅音は、あっという間に身動きが取れなくなっていた。

「このあたりで休戦といかない？」

「ざけんな」

　即座に紅音が返事。まだまだ元気だ。

「あたしはおめえのツラが気にくわねえ。すましてんのがムカつくんだよ。穴だらけの現代美術にして、『たけしの誰だれでもピカソ』に持ち込んでやる。覚悟しろ」

「美み嶋しまさんは変身すると綺き麗れいになるのに、育ちの悪さがいただけないわ」

「人の相棒を食い物にする方が、よっぽど育ちが悪いぜ」

「美食家だと思わない？」

「殺すぞ！」

　勢い込む紅あか音ねを、雫しずくは平然とあしらっていた。

「瀬せ能のう君が必要なのよ。モデレーターと対決するのに」

「なにわけの分かんねえこと言ってやがる」

「一人じゃ手が足りないの」

「人体改造すりゃいいだろ。千手観音みたいに増やせ。それか猫の手でも持ってこい」

「男の子で十分」

　雫は短剣を引っ込めた。紅音のことを無視するように、背を向ける。

「このアマ、逃げる気か」

「もう授業よ」

　騒動で気づかなかったが、さっきチャイムが鳴ったかもしれない。

「あなたたちも出なさい。美み嶋しまさん、私のことが知りたかったら……瀬能君に聞くことね。たくさん教えてくれるわよ」

　紅音が俺おれに物騒な目を向ける。こら、なに説明させるつもりだ。お前のことなんか、そんなに聞いてねえぞ。

「それじゃあ瀬能君。貸しはいずれ返してね」

　雫は生徒会室から出ていった。え、やっぱり返し終わってないの？

　俺は紅音と共に取り残された。

「……」

　猛犬女は黙っている。わはは、さすが犬だけに人間の言葉を知らないとみえる。

　……違うか。怒ってるんだ。理由は知らん。こいつはいつも怒ってるからな。朝起きたら窓の外にカラスがいたとか、靴が揃そろってなかったとか、天気予報のキャスターの髪型が腹立たしいとかそんなのだ。進歩のないやつめ。

　やっぱこの女に、世の中怒っても仕方のないことがあると教えるべきなんだろう。あのキャスターって、ちょっと沙さ倉くらさんに似てないかな。

「おい、紅音──」

　ガンガンガンガンガン。

「……うるせえよ」

　銃口からは煙が立ちのぼっていた。弾丸は全すべて俺の頭の周囲をかすめ、壁に綺き麗れいな円を描いていた。

「次にくだらねえことをしたら殺す。されても殺す。覚えとけ」

　紅音は床を力一杯蹴け飛とばし、出ていった。

　俺は授業が半分ほどすぎるまで、腰を抜かしたままだった。












第四章







　大変である。他に言葉がない。

　生徒会長三さん郷ごう雫しずくのミスコン出場によって、星せい鐵てつ学院は沸きに沸いた。今まで美女の格付けは美少女研究会による独自集計か、「なんとなくみんながそう言ってるから」レベルだったのだが、ついに公式（って言っていいよな）に定められるのだ。興奮するのも無理はない。

　おかげでその他の企画が目立たなくなってしまい、実行委員会は一苦労である。結局ミスコンを文化祭初日に持ってくることにし、混乱を分散させようとした。それでも熱気は収まりそうになかった。

　俺おれも本当なら、純粋に盛り上がっていただろう。沙さ倉くらさんのために一肌でも二肌でも脱いだに違いない。自分さえ出てなければ。

　いやいや、そんなことではいかん。この状況でも、沙倉さんをアシストしなきゃならないんだ。

　しかしアシストどころか、我が身はますます窮地に陥っていた。

　なにしろ女子部におけるパートナーであるところの、紅あか音ねがずっと不機嫌なのだ。猛犬バージョンなら分かるのだが、変身前なのにむすっとしている。おかげでクラスの企画がさっぱり決まらない。

　今までは女子部に行くと必ず挨あい拶さつしてくれたが、なぜかなくなった。露骨にそっぽまで向いている。

「……えーっと、なにか怒らせることしたかな」

　思いあまって訊きいたが、

「別にありません」

　と答えられた。むむ。

　俺の予想だが、女子部の二年四組に愛想を尽かしているんじゃないだろうか。あそこは変にアグレッシブで、悪知恵ばかり回る。内気で声の小さい紅音には酷な環境だ。そのため距離を置こうとしており、俺も仲間とみなされたのだ。

　この推測には自信があったのでハラキリトラに話したところ、しずかちゃん声で笑われた。このケモノめ、笑うだけならまだしも、「まるで違いますよ」はないだろう。

　俺の感情とはまったく関係ないまま、日付は容赦なく過ぎていった。

　文化祭の準備は急ピッチで進んでいく。中庭では大がかりなゲートが制作され、体育館では演劇とバンドの練習がおこなわれている。休み時間や放課後には、大工仕事の音がずっと響いていた。

　実行委員の全体会議も何度か開かれた。ここでも紅あか音ねは目を合わせてくれず、沙さ倉くらさんはライバル心に満ちた視線を送ってきた。ひーん。

　雫しずくはというと、これがいつものように冷静そのもの。出てくる案件を、次から次へとさばいている。会議が滞りなく進んでいるのは、まったく彼女のおかげだ。噺はなし家かより会社社長を目指すべきじゃないかな。

「提出された各クラスの企画ですが」

　と雫は全体会議で告げた。

「若干バランスに欠けるところがあります。飲食が二つ。お化け屋敷が七つ、展覧展示が六つ、演劇演奏が六つ、その他……お化け屋敷が多すぎますね」

「えーと、でも」

　端の方で男子生徒が挙手する。

「男子部と女子部で分かれてるんだから、それくらいでもいいんじゃないすか」

「なら偶数にすべきです。むしろ飲食が少ないのが気になります。お客さんを歩かせるだけになりかねません」

　そういやあ、うちのクラス（このとき俺おれは男の姿で会議に出ていた）が、客を休ませようとか言ってたなあ。

「男子部二年四組」

　ぼんやりしていたら、いきなり雫から指名された。

「は、はい」

「そちらの企画書ですが」

　雫はぺらぺらの用紙を取り上げた。

「休きゆう憩けい所じよになってますが？」

　冷たい口調ではあったが、それほど非難がましくはない。むしろ周囲の生徒たちが「なんだそりゃ」という視線を送っていた。無理もない。去年も休憩所にして「いくらなんでも手抜きがすぎる」と批判されたのだ。

　俺は急いで発言する。

「えー、去年と同じようですがコンセプトは全く違います。男子部、女子部と移動するお客さんの疲労を考え、教室内には椅い子すだけではなく畳と毛布を用意します。靴を脱いでもらえる環境にして、英気を養ってもらい、むしろ他クラスを楽しんでもらおうという考えで……」

　本当の狙ねらいは自分たちが女子部を楽しむことで、美少女研究会と結託してミスコン特別ペーパーを配布、一大拠点とする腹づもりであった。東ひがし田だ以下、目標をミスコンに絞っているんだもんなあ。

　適当な俺おれの説明だったが、出席者は疑うのをやめ、感心しながら聞いていた。ただし雫しずくの眼光は鋭い。あ、気づいている。

「……分かりました」

　俺がおどおどしていたためか、雫は引き下がってくれた。

「認めます。予算書を添付してください。それと、女子部の二年四組は企画書自体がありません。早急に提出してください」

　別方面で紅あか音ねが「はい」と言う。雫の台詞せりふは俺に向かって言ったのと同様だったので、出席者がきょとんとしている。むむ、皮肉だろうか。

　しかしまあ、彼女の言うことは正しく、女子部二年四組はまったく企画がない。「ナツルたんがミスコンに出る」ことばかり優先され、他はゼロ。いい加減、なにかしねえとまずいだろう。

　そんなことを考えながら登校した日のこと。

「ナツルたん、ナツルたん」

　朝から登校した俺を、校門で副委員長さんが手招きをした。ちなみに俺は女の姿。

「……なに？」

「ふふふ」

　なんだか含み笑いをしている。副委員長さんは子猫みたいな娘こで、いまにもイタズラしそうな雰囲気がある。で、実際にイタズラをする。なので俺は警戒を解かなかった。

「……用？」

「こっちこっち」

　俺を目立たないところへ引いていく。なんなんだ。後ろ暗いことは……たくさんあるが、今は平気なはずだぞ。

「ナツルたんファンに見られたくないから」

　と副委員長さん。確かに校門には、女の子たちが溜たまっていた。あれは「ナツル様と姉妹になる会」の面々だ。うかつに接触すると、プレゼントだラブレターだと色んなものを渡される。

「……そうか……」

「沙さ倉くらさんも探していたの」

　ふと見る。群がってる女の子の中に、沙倉さんがいた。しきりときょろきょろしていた。やっぱり、女の俺を探しているんだろうな。

　うかつに顔を合わせたら、なにを言われるか分からない。具体的には告白とか、告白の返事の要求とか。こんなことを考えるのは悲しいんだが、女の俺は沙倉さんと極力会わないようにしている。なるべく接触を少なくして、その分男の俺が出会うのだ。

　ここしばらく顔を合わせてないせいか、どことなく沙さ倉くらさんは焦燥している。ごめん、ミスコンでサポートするからね。

「こっちから来て」

　副委員長さんは敷地をぐるぐる周り、裏から二学年の校舎に入った。二年四組へと行く。

　廊下で立ち止まった。副委員長さんは動かない。

「ナツルたん、あのね」

「話なら、中に入ってから……」

「まあまあ」

　セーラー服の袖そでを、くいくい引っ張る。

「ミスコンでやること、ナツルたんなら聞いてるよね」

「うん」

　つい先日、ミスコンの詳細がようやく決まった。曰いわく、「出場者はステージで、なにか一つ芸をすること」「投票権は星せい鐵てつ学院全生徒が一票ずつ所有」以上。

　つまり己のアピールだ。ミスコンと言っても高校生の文化祭なので、あまり派手なことはできない。かといって、実物を見て即投票というのも味気ない。なので、芸をしてもらうのである。

　妥当なところだ。最初は「二千メートル障害走」「プールを借り切って女だらけの水中騎馬戦」なんて案が全体会議で出ていたのだ。なんかノリで水中騎馬戦に決まりかかったものの、雫しずくが「いいわよ。私も出ましょう」と呟つぶやいたため、全会一致で没。あの目つきは怖かった。

「ナツルたんに勝って欲しいから、今日は練習日にしようってことになったの」

「練習？」

「ナツルたんに贈るミスコン講座」

「……授業は」

「先生休み」

　担任の女教師は、オンラインゲームのイベントにいち早く参加すべく、学校を休んだんだそうだ。いいのか。

「ナツルたんのために、うちは団結」

「それより、クラスの企画も決めないと……」

　紅あか音ねがあんなせいもあってまだなにもない。おかげで生徒会からせっつかれているんだから。

　副委員長さんはそれでもにやにやしている。

「もう決まったよ」

「……そうなの？」

「うん」

　彼女は耳を澄ました。

「入って」

　俺おれを引っ張る。教室の扉が開けられた。

「いらっしゃいませー」

　黄色い声で迎えられた。

　クラスの女どもが、俺を見て礼をした。普通に頭を下げるだけじゃない、スカートの裾すそをつまんでちょこんと足を折る仕草までしている。なんじゃこりゃ。

　教室内に無味乾燥な机と椅い子すはない。全すべて白とピンクのテーブルクロスが掛けられ、花まで飾られている。窓はモールとリボンで飾られ、蛍光灯は発色のいい物に取り替えられていた。おい、奥にソファ席まであるぞ。

　そして先ほどの女どもだが、こいつら全員黒っぽいワンピースのスカートに着替えていた。

「お帰りなさいませご主人様」

　と言ったのは委員長さんだ。

「お……お帰りなさいって……」

「女子部二年四組の出し物が決まりました。『メイドのようなもの喫茶』です」

「喫茶……」

　頭の片隅、一割ほどが納得した。なーるほど、この模様替えは喫茶店のためか。しかし残り九割が異議申し立て。

「委員長さん……みんな……メイド姿……？」

「メイドのようなもの喫茶ですから、当然です」

　彼女はくるっと一回転した。スカートがふわりと浮かぶ。うっ、可愛い。

　委員長さんだけじゃない、普段は欲望で目をくらませている生徒たちが、信じられないくらい美しくなっていた。服もそうだが頭に載っける白いやつも、非常に似合う。足は白のソックスで、靴は黒のミュール。

　元がいいのか服の魔力か、とにかくすごい。なにしろあの守銭奴会計さんまで、無口な文学好きのメイド美少女に見えるのだ。口を開けば金だろうけど。

　紅あか音ねはと見渡すと、隅で小さくなっていた。やはりメイド服だが、その表情はかなり恥ずかしそう。

「喫茶店なら問題はないはずです。生徒会も認めます」

　と委員長さん。そりゃそうだが、メイド喫茶かあ。

「ただの喫茶店ではありません。瀬せ能のうさんをミスコンで勝たせるための喫茶店なのです」

「え……」

「ミスコンに出場する謎なぞの美少女瀬せ能のうナツル。彼女がメイド姿でかいがいしく働く喫茶店。その姿が間近にとなれば、客は必ず来ます。しかも瀬能さんに惚ほれ込こんでくれれば、投票してもらえるので一石二鳥。これで勝利疑いなし」

　よくよく見ると、テーブルには白い紙と鉛筆が置いてある。ミスコンの投票用紙じゃない。オッズと賭かけ金を記入する欄がある。

「賭かけもする……？」

「はい。賭と場ばも開帳します。ナツルさんの倍率が低くても穴狙ねらいはいますから、寺銭は入ります」

「ノミ屋みたい……」

「そうとも言いますね」

　高校生がそんなことすんな。

　客と従業員がゲームをするメイド喫茶もあるらしいが、ここはそれどころじゃない。ギャンブルだ。これって下手するとしょっ引かれるんじゃねーの？

　当然だがクラスの連中は気になんかしていない。それどころか副委員長さんの号令で「大おお儲もうけ間違いなし」と気勢を上げていた。

　もう変更は利きそうにないな。俺おれは絶望感にかられ、ここから出ようとした。

「どこに行くのです」

　引き留める委員長さん。

「ちょっと涙を流しに……」

「瀬能さんの衣装合わせがあります。ミスコン講座なんですから。泣くのはあとで」

　講座じゃねえだろ。小声の文句もむなしく、数人がかりで連れて行かれる。場所は教室の隅。厨ちゆう房ぼう兼更衣室となっていた。

「とりあえず着替えてください」

「……はい」

　観念してメイド服に手を伸ばす。スチール製のハンガーに何着もかけられていた。こんなにたくさん、どこから持ってきたんだ。

「会計さんが破格の安値で手に入れました」

「どこで……？」

「訊きかない方がいいそうです」

　またおっかないことを。

　脱いだ服はここのかごに入れるのか。貴重品は自分のロッカーへ入れておくしかないな。そう考えたところで手が止まる。

「あの」

「なんでしょう」

「手を放して……」

　着替えるので扉代わりのカーテンを閉めようとしたら、副委員長さんが摑つかんで離さない。

「だめー、ナツルたんの着替え見るー」

　なんだとおい。とんでもないわがままだ。おまけに他の娘こたちも同調している。

「瀬せ能のうさんの下着見たーい」

「どんな身体からだー？」

「いっそ裸になってー」

　どいつもこいつも目をぎらぎらさせやがって、中年オヤジかよ。それともお前らあれか、ブログのプロフィール欄に「可愛い女の子が好物」って書くタイプか。

　ためらう俺おれに、会計さんがメイド服を突きつけ、委員長さんがセーラー服を脱がそうとした。

「ちょっと……！」

「わたしが脱がせますから」

「わーい、ナツルたんのヌード」

「木戸銭取りたいくらいですね」

　スカートのホックが外され、下に落とされた。きゃーと歓声。

　パンツが衆目に晒さらされた。水色の縞しま模も様よう。もちろん普段はイトーヨーカドーのトランクスなんだが、変身すると下着まで変化するのだ。やっかいなことに、はくトランクスによってパンツも変わるらしく、なぜか縞しまが多い。以前には「すけすけの黒に金の刺し繡しゆう」という勝負しすぎて皆殺しみたいな下着になって、卒倒しかけたこともある。

　ギャラリーどもはきゃあきゃあ騒ぐが、一部からはブーイングも上がった。

「ナツルちゃんが自分で脱いでよー」

「スカートたくし上げて、上目遣いで見て欲しいのに」

　悪趣味すぎるぞおい。そもそもこの「上は着てるが下はない」だって、十分マニアックじゃねえか。

「上も脱がしてー」

「早くー」

　俺は期待に応こたえるつもりはなかったが、委員長さんは顧客第一主義だった。ゆっくり、じらすようにリボンを外していく。それだけで、またきゃーとか歓声。

　委員長さんの手が服にかかる。俺は観念して両手を万歳。

　するりと脱げた。

「きゃー、水色」

「お揃そろいだー」

　正確にはお揃いではないんだが、変身すると下着の色が自動的に合わさるのだ。この場合だとブラジャーが水色で、パンツとコーディネートされている。

　我慢できなくなったのか、女の子の一人が携帯電話を取り出した。レンズをこっちに向ける。おい!?「ちょっと……！」

「写真撮とる！」

「わたしもー！」

　それがきっかけで、写真撮影がスタートした。携帯のデジカメだけじゃない、ポケットに入るコンパクトサイズや、一眼レフの本格的なものまで持ってるやつがいる。

「安心してください瀬せ能のうさん」

　委員長さんが囁ささやいた。

「他には流しません。わたしたちだけの特権みたいなものです。なにしろ娯楽の少ない学校ですから」

「そうそう。密ひそかな楽しみ」

　会計さんは札束を弾はじいて勘定していた。クラスメートからも金を取ってやがる。

　俺おれはフラッシュの中、セミヌード姿で立ち尽くしていた。うううう、恥ずかしくて死にそうだ。男だろうと女だろうと見られることには慣れていない。ましてや裸も同然。ストリッパーとかＡＶ女優ってすげえな。マジで尊敬する。

「すごーい。全身真っ赤」

「もっと照れてもっと照れて」

「身体からだよじって！」

　好き放題言ってやがるよ。一人残らず興奮してるし。紅あか音ねですら、なにも言わないがしっかり観察していた。

「それじゃあ、そろそろ着てください」

　委員長さんがうながした。再び会計さんがメイド服を渡そうとする。またブーイング。

「ええー、下着も脱がしてー」

「上も下も全部ー」

　それだけは嫌だ。前にも述べたが、俺は女になっても、トイレと風ふ呂ろだけは行かないようにしている。男としてのアイデンティティなのだ。自分の意思で変身できなかったときはどうしたって？　思い出したくもないね。

「またのお楽しみです。こっちが本番ですから」

　またって、いずれ脱がす気なのかよ。

　俺は渋々メイド服を着た。なんかみんなとデザインが違うな。

　着終わってからあっけにとられた。信じられないくらいスカート丈が短い。膝ひざ上うえというより股また下した何センチといった方が早く、見えるか見えないかギリギリのライン。腕も肩もむき出しで、これは果たしてメイドなのか。

　女どもは当然のように拍手の嵐あらし。

「きゃー、可愛い」

「似合いすぎてヤバいって！」

「素敵ー！」

　素敵なものか。俺おれは委員長さんに文句を言った。

「ねえ……これは……!?」

「ぴったりのサイズですね」

「こんなのメイドじゃない……!?」

　よくてキャバ嬢だ。キャバだってもっとましなドレスだろ。

　委員長さんは首をふる。

「いいんです。メイドのようなもの喫茶ですから。『ようなもの』なのです」

「だっておかしい……!?」

「お客様は非日常を求めているのであって、考証が正確なメイド姿を求めているのではありません。サービスは心。それくらいのアピールがいいのです」

　正しいかもしれないが、欲望をダイレクトに刺激する行為は、高校生がやるサービスなのか。

「ではこっちを着てください」

「まだ……？」

「ええ」

　羞しゆう恥ちプレイは続く。俺の心は諦あきらめが占め、完全になされるがままだった。

　前よりはましな服だったが、今度はでかいエプロンが付随していた。前から見ると、裸にエプロンしてるようだぞ。

「いいですね」

　委員長さんは満足そうだ。お前が見立てたんだな。

「これなら男子も女子も釘くぎ付づけでしょう。はっきり言ってストーカーになりたくなります」

「ナツルたん色っぽい。おしり触っていい？」

「ストーキング特別料金を設定しましょうか」

「しないで……！」

　たまらず俺はわめいた。

「こんなのひどい……」

「ひどくありませんけど。瀬せ能のうさんはとても綺き麗れいですよ」

　冷静な声を崩さず、委員長さんは言う。

「女のわたしでも惚ほれそうです」

「みんなは普通のメイド姿なのに……！」

「瀬せ能のうさんだけを目立たせるのですから当然です。普通のメイドの中に、特異な存在が混じる。必然的に目を引くという次第です。ミスコンはもらいました」

「そんな……！」

　そりゃただのさらしもんだぞ。お前たちだってかなり可愛いじゃないか。ミスコン出ろよ。

　俺おれの抗議は一いち瞥べつもされず、「瀬能ナツル着せ替え大会」（知らない間に黒板に書かれていた）は続行された。

　反論する気力なんか、一ミリリットルも残っちゃいない。それからというもの、多種多様な服を着せられ、メイド姿で鞭むちを持たされたりエアガン持たされたりした。君ら、小道具も凝ってるね。

　散々着せられ写真を撮とられ、ようやく終わった。なあ、訊ききたいんだけど学校の単位取得ってどうなっているんだ。

「では、本題のミスコン講座といきます」

　たっぷりフラッシュがたかれてから、委員長さんが宣言した。

　俺はまた、最初のメイド服を着せられた。肩がむき出しで、胸が強調されているやつ。それから教室の中央に立たされた。

「……いったいなにを……」

「完かん璧ぺきな『メイドのようなもの』としてミスコンに出てもらいます。そのための接客訓練です」

　ようはウエイトレスをやれってことだろう。台詞せりふに矛盾がないか、しかし。

「瀬能さんは接客業の経験はありますか」

「ない」

「ちょうどいいですね。では誰だれか二人ほど、座ってください」

　誰がやるかで、女の子はしばし揉もめた。やりたくないのではなく、我も我もと主張したのである。

　しばらくしてから目の前のテーブルに、客役の二人が座る。副委員長さんと会計さんだった。

「これからやるのは、困った客への対処法です」

　説明をし出す委員長さん。

「瀬能さんはオーダーをとってください。客の二人は、なるべく無理難題をふっかけるように」

　俺はやりたくなかったが、着席してる二人は力強くうなずいていた。

　副委員長さんはきちんとまとめられた髪をばさばさにした。たったそれだけで、驚くほどすさんだ印象が出ている。会計さんはいつも通り。この娘こ、あまり表情が変わらないんだよな。

　どこからかお盆とコップが持ってこられる。押しつけられるようにして渡された。

「スマイルを忘れずに。ではスタート」

　俺おれは極力笑顔を作った。自分でも無理しているのが分かる。ハラキリトラが見たら爆笑するだろう。

「い……いらっしゃいませ……」

　ぎくしゃくしながら、コップをテーブルに並べようとする。副委員長さんがぎろりと睨にらんだ。

「おうねーちゃん、ずいぶんでけー乳だな。ミルクはサービスか？」

「なっ……」

　絶句。すかさず委員長さんが「続けて」とうながす。俺の作り笑顔は瞬時に凍りついた。

「も……申し訳ございません。牛乳は有料です……」

「かてえこと言うなよ。こんなでけえのぶら下げてんだから」

　副委員長さんの手が俺の胸に伸びた。もみっ。

「ひゃっ……」

　びっくりしてお盆を落としてしまった。かしゃんかしゃんとコップの割れる音。

「はいストーップ」

　委員長さんが手を叩たたく。

「瀬せ能のうさん、いけませんね。粗暴なお客様はどこにでもいます。冷静に対処してこそ『メイドのようなもの』です」

「そうだよナツルたん。もっと我慢しなきゃ」

　副委員長さんが、俺の胸をぐいぐい揉もみながら言い添えた。離せ、そこはパン生地じゃない。

　俺には接客業の経験がないので、「我慢しろ」と言われれば返す言葉がない。しかし普通の喫茶店も、みんなこんなものなのか。

「それと『メイドのようなもの喫茶』なので、お客様を出迎える言葉は、お帰りなさいませご主人様、です。間違えることのないように」

「はい……」

　またお盆とコップが渡される。まるで同じものだった。小道具係がいるよ、このクラス。

「ではもう一度最初から。スタート」

「……いらっしゃいませ……じゃない、お帰りなさいませご主人様……」

「おら、今日は勝ったぞ！」

　副委員長さんが一万円札をテーブルに叩きつけた。これじゃ「息子の給食費を持ち出して競馬に行ってきた父親」じゃねえか。

「ご……ご注文は……」

「ミルク。メイドさんの」

　会計さんがなんだか難しそうな本を読みながら言った。

「申し訳ございませんが、個人的なご要望はお受けできませんので……」

「そこで搾って」

「は……」

「ねーちゃんの乳を搾れってことだよ。ぐはは」

　副委員長さんがげらげら笑う。なんでこんなに中年オヤジの演技が上手いんだ。

「ここでぽろっと出せよ、ぽろっと。なんなら、おっちゃんが搾ってやろうか？」

「ミルクは新鮮なうちがもっともおいしいのです」

　なんだこいつら。副委員長さんは笑いながらテーブルをばんばん叩たたいており、会計さんは株式投資の本から目を離さない。観客は遠巻きににやにやしてるし。「わたしならそこで太ももをなでるのに」とか言うのはやめろ。

「あの……ご主人様……ご注文を……」

「ビールと餃子ぎようざ」

「鉄鋼関連株」

「どちらもございません……」

　俺おれは顔の痙けい攣れんが止まらなくなった。

「なんだよ、じゃあコーラでいい」

「造船株。なければオレンジジュースで」

　俺は引きつった笑顔で一礼し、「オーダー入ります」と奥へ告げた。

　すぐに飲み物が用意される。といっても、空のコップのみ。さすがに練習で使うのはもったいないからとのこと。

　テーブルに置く。と、副委員長さんに引っ張られた。

「よー、酌しろよ」

　空いた椅い子すに座らされそうになる。

「いいだろ減るもんじゃないし。なんならおっちゃんの膝ひざに座るか？　ぐへへ」

「は……はあ……」

「おもしれー服だな。ここほどいたら脱げるか？」

「ちょ……ちょっとすみま……」

　下半身にぬめっとした感触。ひゃっ。

「いい触り心地ですね」

　会計さんがスカートの中に手を突っ込んでいた。めくってのぞいてまでいる。

「やめ……このっ……」

　さすがに怒ろうと思ったが、委員長さんは「お客さんに暴力を振るわないで」とボードを出していた。他の女の子たちは「スマイル、スマイル」と言い続けている。

　おかげで俺おれは、笑いながら身をよじるという、なんとも屈辱的な格好になった。テーブルの二人は調子にのって、スカートをめくるわ、尻しりは鷲わしづかみにするわ、胸元に手を突っ込むわと、やりたい放題。

「おっ……おやめくださいご主人様……きゃっ、やっ」

　情けなさと屈辱感で、女みたいな悲鳴しか出てこない。外見は女だから、正しいっちゃ正しいんだけど。

「その……本当に……もう……」

「おっちゃんの娘はな、もう口もきいてくんねえんだよ。風ふ呂ろも一緒に入ってくんねえしな。だからねえちゃんの匂においかがせてくれよお」

「このストッキングは破いてしまっていいですか。いいですね」

「本当に……本当に……もう……！」

　泣きたくなってきた。ていうか泣きたい。なすがままにされて無抵抗なんて、ガンジーだってここまで考えてないんじゃないか。ちきしょー。

「い……いい加減にしてください！」

　叫んだのは俺ではなかった。

　野次馬の後ろの方から声は飛んできた。意外なことに、紅あか音ねだった。

「そっ……そこまでする必要ないです……。ナツルさん、嫌がって……」

「訓練に嫌がるもなにもないです。反抗は許されません。頭とケツにサーをつけろ、とハートマン軍曹もおっしゃってます」

　委員長さんが冷たく応対する。

「でも……これじゃ、ナツルさんが壊れちゃう……」

「瀬せ能のうさんは家電製品ですか」

「本当に壊れそうなんですけど……」

　あながち噓うそではない。俺は床に横座りとなり、荒く息をついていた。いやもう恥ずかしくて恥ずかしくて、悪夢としか言いようがなかった。このまま続いたら、自分から入院すると口走っていたところだ。

　委員長さんは俺を見つめ、

「……なるほど。ではこの辺にしましょうか」

　と妥協した。副委員長さんと会計さんは「ナツルたん柔らかかったー」「一揉もみ千円でいけますね」なんて言っている。

　観客の娘こたちは娘たちで「なかなかの見せ物ね」「もっと乱暴にしないと」「でも抜けるわ」なんて話しあっている。抜けるってなんだ抜けるって。

「では最後のイベントです」

　委員長さんが宣言する。おい、まだあるのか。

「瀬せ能のうさんと二人っきりで着替えをする権利、争奪くじ引き大会ー」

「きゃー！」

　女の子たちはウグイスみたいに騒いだ。

「恨みっこなしの一発勝負、当たった人は瀬能さんにセーラー服を着せてあげてください。個室は用意します」

「きゃー、きゃー！」

「絶対ゲットするー！」

「あたしもー！」

　今までで最高の盛り上がりを見せていた。俺おれはさっきまでの安あん堵ど感かんが消し飛び、最悪の絶望感。

　くじは会計さんが用意をすませていた。割り箸ばしが人数分あって、先が赤く塗られているのが当たりなんだと。

「ではどうぞ」

　砂糖に群がる蟻ありのように、女の子が割り箸を引いた。同時に「あーん」だの「外れたー」だの、悲喜こもごもの声。違うな、悲だけか。












「当たった人はいますか？」

　委員長さんが訊きく。後ろの方で手が一本上がった。

「えーと、おや、美み嶋しまさん」

　なんと紅あか音ねだった。確かに割り箸ばしの先が赤い。

　彼女は恥ずかしそうに前に出てきた。ていうか、なんでくじ引いたんだ。

「はい。美嶋さんはここで、瀬せ能のうさんに着替えさせてください。制限時間内のみですが、ごゆっくりどうぞ」

　更衣スペースに入れられる。「いいなー」の声と共に、カーテンが閉められた。

　しん、とした。もっとも形だけで、外では聞き耳をたててるに違いない。

　しかし紅音と二人っきりかあ。これじゃ居心地が悪い。

「……ナツルさん」

「はい……」

「服を……」

　かごごとセーラー服を渡された。は、どうも。

　着替えるにはメイド服を脱がねばならん。しかし恥ずかしいな。さっきクラスメートに見られたのとは、違った感情が湧わいてくる。裸になるんじゃないけどね。

　紅音はうつむいていた。すいませんが、しばらくそうしていてください。

「……あの……」

　紅音が言う。

「生徒会室の、会長のこと……ですけど……」

「え……あっ、あれは、その、なにもないから」

　俺おれはまごつきながら返事をした。外に聞こえないよう、小さい声で。

「普通に話をしてただけ。ちょっとだけ会長が変なことしようとしただけで、なにもなかったから。きっと会長も熱病かなんかで突飛なことしたんだよ」

　言い訳を並べる。畜生め、俺はなんだって焦ってるんだ。

「そうですか……」

「だから安心ってか俺も会長嫌いだし……」

「す……すみません、あたしも……驚いちゃって」

　紅音が頭を下げた。

「えとその、ドアの外で……ナツルさんと会長の声が聞こえちゃって……盗み聞きするつもりはなかったんですけど、つい……。それで、会話がなくなったから中に入ったら……あんなこと……」

　俺の心臓が跳ねた。不意に、目をつむった雫しずくの顔が思い浮かぶ。まったくもって「あんなこと」だ。

「だからなにもなかったって……」

「分かってるんですけど……つい変身してしまって……」

「久しぶりに会長と戦ったよねえ」

　何の気なしに言ったつもりなんだが、なぜか紅あか音ねは狼ろう狽ばいした。

「あのっ、そのっ、ライバルが……増えたって思ったら……頭に血が上ってしまって……なにがなんだか……」

　好敵手ライバルか。確かに敵だけど、好敵手って言えるほどいい関係かなあ。雫しずくがあんなことしたのも、俺おれをからかうために決まっている。趣味の悪い女だぜ。

　外が少しだけだがざわつきだした。「まだ脱がせるのを楽しむ気ね」とか言っている。ああそうだ。俺は着替えるんだった。

　さっさと着替えちまおう……と思ったが、どうやって脱ぐのか分からない。着たのではなく着せられたので、最初は気にしていなかった。実用性がとことん低い服だ。

　どうやら背中にホックがあるようだ。

「紅音ちゃん、後ろ、外してくれるかな」

「え……えっ!?」

　彼女はびくっとする。

「一人じゃ無理なんだ」

「で……でも、ナツルさんの肌を……見るなんて……」

　そう言われると、意識しちゃうじゃないか。

「ちょっとやってくれるだけでいいから」

「……はい」

　紅音は小刻みに震えながら手を伸ばす。ぷちっと音がした。

「ありがとう……えーと、ファスナーも下ろしてもらえると」

　今度は黙ってやってくれた。背中が外気に触れる。

　もう一度礼を言ったが、どうしたことか紅音は動かない。

「ナツルさん……えと……お肌、綺き麗れいですね……」

　振り向くと、彼女は顔を赤らめながらも凝視していた。おい、ちょっと。

「紅音ちゃん、ありがとう……あの、もう……」

「ま……まだお手伝いしますっ。着替えを見てられるのは、その……権利ですからっ」

　力説されてしまった。な、なんか変な雰囲気だな。

　紅音がメイド服の黒い肩ひもを外す。この服を着てると、メイドというより娼しよう婦ふに近くなる。しかもレザーのブーツとセット。会計さんはどこから見つけてきたんだ。

　またブラジャーがむき出しとなった。

　彼女は至近距離でまじまじと見つめている。息が軽くかかっていて、くすぐったい。

「……服を……」

「……触っていいですか？」

　あんまり真剣な顔で言うもんだから、ついうなずいてしまった。

　そろそろと彼女の指が胸元に伸びる。さすがに直接ははばかられるのか、谷間を撫なでていた。それが逆に気持ち悪い。

　谷間の次は胸の両サイド。「寄せてあげて」の「寄せて」の部分だ。指だけじゃなくて手のひらも包み込むように動いていた。

　さっき副委員長さんに散々揉もまれたのとは違い、紅あか音ねは鷲わしづかみではなく軽くタッチしている。それがもう触れるか触れないかで、文字通り鳥肌もんだった。

　さわさわさわ。変な感覚に襲われそうになる。

「も……もういいよね……」

　俺おれは身をよじって離れようとした。

「もう少し……」

　まだ触るの？

「……ミスコンのスタッフって、募集してるんでしょうか」

「……さあ？」

「ナツルさんの綺き麗れいな身体からだが見られるなら、スタッフやろうかなって……」

　そこまでしなくても。

　紅音の指は、今度は胸の本体（？）に伸びようとしていた。もしかして揉む気か。

　その時カーテンの向こう側で、なにやら物音がした。

　俺と紅音は動きを止めた。「入れてください」「タダで？」「言い値を払います」というやりとりが聞こえてくる。なんだ？

　カーテンがしゃっと開いた。

「ナツルさん！」

　飛び込んできたのは、なんと沙さ倉くらさんだった。

「どうして会ってもらえないんですか。わたし、もう我慢できなくて……」

　わー、大声で言うな。だが彼女の台詞せりふはぴたりと止まる。

　俺と紅音と紅音の手を見つめていた。

「み……美み嶋しまさん……」

　沙倉さんの顔色が変わる。紅音と顔なじみだっけか。あ、どっちも文化祭実行委員だからか。

「なにをしているんですか。ナツルさんの……胸を……触るなんて、そんな羨うらやましいことを……！」

　紅あか音ねを剝はがそうとする。だが逆に、俺おれはしがみつかれた。

「きっ、着替えをお手伝いしてるだけですっ。変なこと言わないでください……！」

「着替えならわたしもできます。着付けだって得意なんですから」

「制服になってもらうだけです」

　沙さ倉くらさんのプッシュもそうだが、紅音が予想以上に頑固だ。沙倉さんのことが嫌いなので、やることなすこと反対したいのである。これは困った。

　と言ったものの、俺はもう茫ぼう然ぜんとして見守っていた。ほんと、男って修羅場に役立たずだよな。

「美み嶋しまさん離れてください。ナツルさんのお手伝いはわたしがします」

「駄目です。権利はあたしにあるんですからっ」

「じゃあ権利を譲ってください」

「嫌ですっ」

　カーテンの向こうで、「儲もうけ儲け」と会計さんの嬉うれしそうな声がする。沙倉さんはいくら払ったんだろう。

　それからも押し問答は続く。星せい鐵てつ学院の美女と地味な眼鏡めがね娘の二人は、額ひたいに汗までかいている。

「……美嶋さんは強情なんですね。ナツルさんになんでこだわるんですか」












「こっちの台詞せりふですっ。沙さ倉くらさんこそ、しつこすぎます」

「いいんです。ナツルさんと一緒にミスコンに出るんですから、当然です」

「そんな理屈ありません。そ……それだったら、あたしもミスコンにお手伝いで入ります。ナツルさんを守りますから！」

「守るってなんですか。ナツルさんはわたしのものなんです」

「噓うそです！」

「噓じゃありません！」

　紅あか音ねは強情。沙倉さんはかたくな。俺おれは硬直。まったくもって、ひどいことになっていた。

　やがて紅音が、とんでもないことを言い出した。

「ナ……ナツルさんは、きっと迷惑だと思ってます」

　おい、そんなこと思ってねえぞ。

「ナツルさんは男のナツルさんが好きなんです。ですから、沙倉さんに可能性は……ありませんっ」

「知ってます。でも、振り向かせて……」

「むっ……無理です。だって……ナツルさん、同性愛は嫌いだって言ってましたから！」

　一瞬、沙倉さんの表情がこわばった。

「そんなこと……」

「そうに決まってます。その……女同士なんて……」

　沙倉さんは口をつぐんだ。それから俺を見る。

　こっちはぽかんとしたまま、返事もなにもない。

　彼女は唇を嚙かんだ。更衣スペースから飛び出していく。外で「うわっ、足速っ」と副委員長さん。

　沙倉さんは、去っていってしまった。

　情けないことに、こうなってからようやく身体からだが動いた。

「沙倉さん……」

　と呟つぶやいたところでもういない。紅音は俺の腕を握りしめている。

「大丈夫です……大丈夫ですナツルさん……」

　なにが。

「あ、あたしが、沙倉さんから守ってみせますから……」

　なにやら頼もしい。けどそれって、意味があるんだろうか。

　誤解を解こうにも沙倉さんの姿はない。そもそもなにが誤解なのか。

　紅音はなにやら固く決心していた。もうここまでくると守銭奴の女どもにすがりたくなってくる。が、外では「もしや沙倉さんにいかがわしい趣味が」「ナツルたんもてるー」「金に換えましょう」と盛り上がっていた。

　無茶苦茶だ。俺おれはそれしか浮かばなかった。





　　○






　俺の神経は最悪の一歩手前を漂っていた。まだ正気の部類に入ると思うが、実は何度も最悪になっているので、非常に心もとない。性別を行き来するのだって大変なんだから。

　精神状態を悪化させているのは紅あか音ねと沙さ倉くらさんの確執であり、かろうじて現実に繫つなぎ止めているのは、クラスの実行委員という職責だった。人間、仕事があると気が紛れる。

　文化祭前日。各クラスの準備は佳境に入っていた。準備状況には差があり、中には夜を徹して突貫作業をするところもある。

　我が男子部二年四組は、畳を持ち込んで椅い子すを並べ、毛布を用意しておしまい。金も時間もかからない。畳は柔道部から借りたからタダ同然だ。

　もっともここは、東ひがし田だ率いる美少女研究会の窓口の一つなので、そっちの用意もあった。

　美少女研究会は校内のどこかにコピー機を隠しており、冊子を乱発していた。中身は当然ミスコン特集。新聞部と手を組んで、きわどいネタを扱っていた。

「ミスコン出場者秘密データ、チケット入手裏情報はここに書いてあるからな」

　半はん澤ざわが教卓で、冊子を見せながら言った。

「バックナンバーはロッカーの中に隠してある。文化祭でも配るが、欲しいと言ってきた客にはむしろ注意してくれ。引換券を持ってる人間にだけ渡す」

　東田ではなくこいつなのは、万が一学校側にパクられたことを想定してのこと。身代わり逮捕の要員で、その代わり高い地位に就いているのだ。

「こっちは出場者データ写真つきだ」

　やや厚い冊子を振りかざす。男子生徒が歓声を上げる。

「これはタダじゃなくて有料配布をする。ウチのクラスの分はタダだから安心してくれ。今から配るぞ」

　わっと教卓にクラスメートが群がる。実に気前がいい。美少女研究会の支持率が高いのは、こんなところに理由があるのか。

　俺ももらった。覚悟を決めてページを開く。

　一番最初に、俺の写真が載っていた。前に東田に渡したものが引き伸ばされている。横には「注目株、瀬せ能のうナツルの全すべて」と書いてあった。

　データによると、身長は一七〇センチ前後（目測）。体重は五〇キロ弱。スリーサイズは不明。性格は寡黙でハスキーボイス。女子人気一番、だそうだ。

　身長は俺のデータだ。謎なぞの生徒っぽく、「成績は不明だが、恐らく上位に位置するだろう」とか記されている。これは外れだな。たいしたことねえよ。

　しかし、こんなのどこで集めたんだろう。後ろを見ると、「協力　女子新聞部」なんてクレジットされていた。ますみの仕業か。

　自分で自分の写真を眺めていると、なにやら変な気分になってくる。冷静に観察すれば美人なので、人気になるのは理解できるんだが、やっぱねえ。

　むしろ俺おれの注目は沙さ倉くらさんだ。該当ページを開ける。美しいお姿が飛び込んできた。

　沙倉楓かえで。年齢十七歳。身長百六十一センチ。体重四十五キロ前後。スリーサイズは……俺が知ってればいいんだよ。

　成績優秀。性格は温厚だが芯しんはしっかりしている。好みの男性のタイプは、恐らくスポーツマンタイプ。

　外れ。沙倉さんの好みは女の俺なのだ。男への興味は薄いと言っていい。見たか、美少女研究会にないデータを俺は持っている。嬉うれしくないけど。

　雫しずくのデータもあった。身長百六十七センチ。あとは全すべて不明。成績は学年トップ。性格は冷静沈着。それ以外はやっぱり不明。

　まるで黒塗りの書類だ。機密事項が満載されてるみたい。写真もあるが、なんか睨にらまれてる気すらする。

　協力のところに、「三さん郷ごう雫様に罵ののしってもらう会」の名はない。あそこに頼むと、いかにして雫にいじめられるかを書き連ねた妄想シチュエーションが山盛りになって返ってくるから、これは賢明だろう。俺は「生徒会長の家の犬小屋で飼われている自分」を想像した小説を見つけたことがある。

　あとは普通。もちろん山やま川かわ涼りよう花かやら皆みな川かわ瞳ひと美みやら植うえ田だ牧まき恵えやらがいるが、割さかれているページ数に差があった。やはり俺と沙倉さんと雫の勝負なのだな。

「ナーツール！」

　背中を力一杯叩たたかれた。

　痛さをこらえて振り返ると、そこには水み琴ことがいた。

「よー。なに暗い顔してんのー」

「ってえな水琴……え、お、お前!?」

　俺は周囲を見回した。

「なんで男子部にいるんだ!?」

　水琴はなぜか細い目で見つめていた。

「いちゃいけない？」

「どうやってゲートを突破したんだ？」

「コツがあんのよ」

　無愛想に返事をする。

　コツってなんだろうと思うが、この女のことだ、「男女正常交際地下委員会」も知らない様々な手段を会得してるに違いない。南米のあちこちを、ビザ無しで行き来してたって言うからなあ。

「話があんだけどー」

「……俺おれはないんだが」

「堅いこと言わないでよ。でね」

「待て、教師に見つかるとやばいだろ。どっか行こう」

　俺は水み琴ことを引っ張った。とりあえず校舎から出る。

　外はあちこちで文化祭の準備をしており、足の踏み場もなかった。男子部は女子部よりも狭いので、すぐに混雑するのだ。

「やっぱ図書館がいいかな」

「そのへんでいいよ」

　水琴は言うが、こっちはよくない。結局、でかい資材の陰に座り込んだ。

　俺たちの目の前にあるのは、男子部と女子部を区切るフェンスに建てる予定の門だった。当日はフェンスの鍵かぎが開錠される。この門で装飾することによって、行き来できることを示すのだ。

　彼女は「ほへー」とか「ほー」とかつぶやきながら眺めていた。

「こんなので感心すんなよ」

「わたし外国生活長いから、こういうの知らないんだよねえ。感心しちゃうよ」

　そういやそうだった。水琴は頻繁に休学して、諸外国を飛び回っている。逆に言えば、日本の学校にはとんと縁がないってことだ。

「……文化祭、楽しみか？」

「でもリオのカーニバルの方が派手そうだよねえ」

「高校になに期待する気だよ」

　同情して損した。

「そんで、なんの話だっけか」

「あのねえ、相談受けちゃってさあ」

　そう言う水琴は、意外なほど真面目まじめな顔をしていた。

「相談か。お前に持ち込まれるんだから、ピッキングとか盗掘とか密輸とか、そんなんだろ」

「わたしをなんだと思ってんの。ああいうのは実地に出て身体からだで覚えるもんよ。そうじゃなくて、あんたに関係あること」

「俺に……？」

「そう」

　水み琴ことは腕を組んで俺おれを睨にらんでいた。さっきから見ていると、なんだか怒っている気がする。理由は分からんが、俺の周りは短気なやつばかりだ。

「なんかね、どっかの誰だれかさんが、とっても悔しいことがあったから、あんたに愚痴を聞いてもらいたいんだって。だからわたしに繫つなぎをつけて欲しいと」

「へえ……」

　俺は感心というか呆あきれた。つまり間に立って欲しいんだろうが、そんなことする必要あんのか。

「直接俺に言えばいいじゃねえか」

「顔を合わせづらいんだって」

　どこの照れ屋さんだ。現代っ子は社交家とシャイの二極化が激しくてコミュニケーション問題が深刻だというが、そんな情報に踊らされている一人か。

「どこのどいつだよ」

「あんたも知ってる人」

「さっさと連れてきてくれ。俺だって忙しいんだから」

　クラスの実行委員を掛け持ちしている上に、ミスコンにまで出なきゃならんのだ。この上みのもんたの真ま似ねに時間を割さけるかっての。

　水琴はちらりと奥に目をやった。誰かが出てくる。

「すみません……時間を取らせてしまって……」

　なんと、やってきたのは沙さ倉くらさんであった。

「あっ、いやっ、その……」

「お忙しいのに相談事なんて……」

「全然オーケー！　沙倉さんのためなら二十四時間年中無休。どんなときでも電話一本で即参上。ちょうど誰でもいいから相談にのりたいなーって考えていたとこだったから！」

　フォローになったかどうかは不明だが、とにかく思いついた端から喋しやべった。水琴と違い、沙倉さんは通行証を身につけている。そこはほっとした。

「ナツル、暇がないなら帰ってもらおうか？」

「余計なこと言うんじゃねえ。俺はいつでもスーパー暇人だ」

　いつの間にこいつは沙倉さんと知り合いになったんだ。そういや昔から友達作るの得意だったな。

「……ふん。じゃあ、あとよろしくー」

　水琴はつまんなさそうに、手をひらひらさせて帰っていった。まあいい。こっちの方が大事だ。

　沙倉さんはしょんぼりした様子で座った。

　気落ちした感じで黙っている。明るいところが沙倉さんの特徴なんだが、落ち込んでいるところも実に可愛い。なんていうか、「俺おれが守らねば」という気にさせてくれる。

「沙さ倉くらさん？　えと……」

「す……すいません、ナツルさん。ライバルなんて言っておきながら、こんな姿を見せるなんて……」

　構いません。むしろぐっときました。写真に収めたいくらいです。

「わ、わたし……とっても悔しい目にあって……」

「……どんな？」

「あ……紅あか音ねさんに、いじめられたんです！」

　と彼女は言い切った。

「わたしとナツルさん……あの、女性のナツルさんですけど、わたしたちがつきあう可能性はないなんて……」

「……」

　俺は茫ぼう然ぜんとしていた。

「そんなことないと思うんです。女同士ですけど、絶対に可能性はあると思ってます。だけど……はっきり言われちゃって……」

　しょんぼりしていた。

　落ち込んでいるのがよく分かる。普段の俺なら激げつ昂こうして、「沙倉さんをいじめるやつは許さねえ」とばかりに１１０番をしただろう。戦いに赴いたりはしない。怖いし。

　だがこれ、あの着替えのことである。はっきり言って俺は当事者。どう返事をすればいいんだ？

「えーっと、沙倉さん」

　とりあえず話の接ぎ穂を探そうと、声をかけた。

「あの……誤解……なのかも……」

「でも美み嶋しまさんは、あの人の……セ……セミヌードを見てたんです……。む、胸とか触ってたり……」

　沙倉さんは顔を伏せたまま赤くなっていた。なんて純情な、と感激してる場合ではない。赤くなりたいのはこっちだ。

「でもそれって、着替えの手伝いとか……」

「そうだといいんですけど……もしかしたら、美嶋さんもわたしのライバルに……」

　ぶっ。口になにか含んでいたら、ゴジラみたいに吹いているところだった。

「それはない……！」

「いえ、そうに違いありません。美嶋さん、あんなに嬉うれしそうにあの人に触って……わたしだってまだしてないのに……」

　されたらされたで、それも困るんですが。

「それに美み嶋しまさん、あの人が同性愛が嫌いだって言うんです。自分は身体からだに触っておいて……おかしいですよね。わたしにいじわるしたんです」

　沙さ倉くらさんは顔を覆った。うわあ、女を泣かすなんて最低だ。でも誰だれが最低なんだろう。

　紅あか音ねがああいう態度に出たのは分かる。沙倉さんのことが嫌いだから。俺おれは常々、女同士仲良くしろよと思っているが、こればかりは相性なのでなかなか解決しないだろう。

　他方、俺のこと。このまま沙倉さんが女の俺を諦あきらめてくれれば、こんなに幸運なことはない。だけど続けて、男の俺に振り向いてくれる保証もない。ましてショックでカミソリを手首でスライドされたり、ロープを首に引っかけてブランコされたら最悪だ。

「大丈夫、大丈夫だから。女の瀬せ能のうナツルはそんなに浮気性じゃないよ」

　浮気もなにもないけどな。

「まだその……女性に好きになられる感覚が、分かんないと思うんだ。だから沙倉さんが諦めなければ……きっと……」

　うわーん。なに励ましてんだよ俺。こんなことしてたら、男の俺を好きになってくれる日が、どんどん遠くなっていくじゃねえか。

　沙倉さんは手で覆っていた顔を上げた。

「……本当ですか……？」

「多分……」

　曖あい昧まいに答えるしかない。

　彼女はまだしょんぼりしていたものの、徐々に元気が出てきたようではあった。何度か自分を納得させるようにうなずく。

「そうですね……ありがとうございます」

「いや、まあ……」

　にこりと微笑ほほえんでくれた。

「優しいんですねナツルさんは。ライバルなのに親身になってくれて」

　正直微妙ではあるんですが。

　彼女は立ち上がった。綺き麗れいな横顔は、どこか晴れ晴れとしたものになっていた。

「落ち込んでられないんですよね。文化祭の準備もありますから」

「沙倉さんのクラス？」

「はい。お家から臓物アニマルのぬいぐるみをたくさん持ってきて並べるんです。テディベアみたいに、みんなに好きになってもらいたくて」

　あー、やっぱり。雫しずくの情報は正確だ。

　しかし沙倉さん、ケンプファー云うん々ぬんは抜きにしても、それって死体写真集みたいになるんじゃないですか。世間的なヒットはしないですよマジで。

　こんな忠告をしようとしまいと、沙倉さんはやるだろう。こと臓物アニマル絡みになると、彼女はいつだって本気なのだ。

「ミスコンにも出るんじゃ……？」

「ええ。近こん堂どうさんに推薦されちゃったんです。あの人と競うなんてしたくないんですけど……」

　ご安心ください。俺おれが全力で支援します。女ナツルなんて予選落ちすりゃあいいんです。

「推薦されちゃったんですから、出ないと悪いですよね。近くであの人を見ることができるって思えば楽しいかもしれません。ナツルさん、見学しに来てくださいね」

「うん……」

　観客席にはいないけど、見てるんで。

　沙さ倉くらさんは「どうもありがとうございました」と言って、俺に頭を下げた。元気を取り戻したようでよかった。

　俺は去っていく彼女に手を振った。そしてミスコンではなんとしても優勝してもらおうと、心に誓った。





　　○






　一方、こちらは近堂水み琴こと。

（……なんか、面白くないなあ）

　やはり胸がむかむかするのは止めようがない。がさつで態度も男っぽいが、水琴も女の子ではあった。

　沙倉さんをナツルのところまで案内した。それはまあ、頼まれたのだから仕方がない。拒絶するのもあれだ。しかし胸のうちのいらいらは、止めようがなかった。

　ナツルが楓かえでに憧あこがれているのは知っている。以前はそれこそちり紙交換みたいに、「沙倉さん沙倉さん」と言い回っていたのだ。こっちは聞かされるたびにむっとしていたが、ナツルが気づいてくれるはずもない。あの男の鈍さは国宝ものだ。

（かといって邪魔するのもなんだし……）

　本当は妨害するのがいいのかもしれない。女ナツルに「応援してあげてもいい」と言ってしまったのだ。だがあれきり彼女とは会っていないから、手を抜いても罰は当たらないだろう。

　それにしても自分の幼なじみはモテる。小さいころはまるでそんな気配がなかったが、今はイタリア人のフェロモンでも放出してるのではないかと思うくらいだ。人間一度はモテ期があるというが、高校時代に来るのは反則に近い。

（しかも、意外と身近な娘こに惚ほれられるんだよね……）

　などと考えていたら、見覚えのある女の子が歩いていた。

「あ、近こん堂どうさん」

　その娘こは声をかけてくれた。紅あか音ねである。

「およ、身近な娘」

「はい？」

「ごめん、こっちの話。どしたの」

「あの……文化祭のことで、ナツルさんを……」

「ナツル？　男子部に関係あんの？」

　単純な疑問だったが、なぜか紅音はおどおどした。

「え……えっと、関係あるような、ないような……女のナツルさんが実行委員なので……」

「男のナツルは関係ないじゃん」

「そう……なんです……けど……」

　なんだかはっきりしなかった。少しいらっとする。

「しっかりしなさいよ。ナツルなら男子部で、沙さ倉くらさんと話してるわよ」

「えっ……沙倉さんと……!?」

「そー。相談があるんだって。ぼやぼやしてると、盗られちゃうかもねー」

「そんな……」

　一目で分かるくらい慌てふためいていた。

「ああもう、分かりやすいわね。最近ナツルと仲いいんでしょ。リードしてんだからしゃきっとしなさい」

「……はい……」

　うつむいている。はいと返事はしたものの、これでは望み薄だろう。あの女ナツルにも負けてしまう。

　眺めているうちに、ぴんときた。

「そういや紅音ちゃん、ミスコンの手伝いするんだって？」

「はい……お願いしたら、人手が足りないからぜひやってくれって……」

「もっとさ、別なことしない」

「え……」

　水み琴ことは紅音の耳に、なにごとか囁ささやいた。












第五章







　そして文化祭の日。『星せい鐵てつ祭』当日。

　その日は晴天で、開始と同時に花火が上げられた。去年にはなかったオープニングの合図だ。警察と消防の許可を取るの大変だったろうに、雫しずくはやるなあ。

　開門と同時に、星鐵学院の敷地に客がなだれ込む。十年前まではお嬢様女子校だったのだ。神秘的で知的エリートが多いと言われている。俺おれはそうでもないと思うんだが、学外人気は高い。

　人気があるのは当然女子部。男子部にも通行できるようになっているが、差が出るのは仕方がない。多くの客は「まず女子部に行き、時間があったら男子部」を実践していた。

　男子部二年四組は、企画通り「休きゆう憩けい所じよ」をおこなっていた。こんな楽なこともない。あとで聞いたのだが、疲れ切ったお父さん方に畳のスペースが好評だったんだそうだ。一日中寝ていた人もいたとのこと。

　むろん裏では美少女研究会謹製のペーパーを配布中。こっちも品薄になったんだって。

　そして女子部だが。

「お帰りなさいませご主人様」

「お帰りなさいませ」

「お帰りなさいませ」

　女子生徒たちが一斉に頭を下げる。二年四組の教室を利用した「メイドのようなもの喫茶」は、開始早々から大変な混雑だった。

　飲食店をやっているところは少ないので、需要は多い。が、ここは本格的で、しかもえげつなかった。なにしろ廊下の壁に「本日の出勤メイド」として顔写真が貼はられているのだ。客はそれを見て確認することができ、指名が可能。指名料は取られるが、それでも客は後を絶たなかった。

　なにしろ二年四組には美人が多いのだ。いつもはそれほど目立たない娘こでも、着飾って化粧をすれば見違える。余計な話さえしなけりゃ、リピーターだって増えるのだ。もちろん余計な話ってのは金のことね。

　そして俺も、当然だが働かされていた。

「瀬せ能のうさん、三番テーブルお願い」

　俺は「はい」と返事をすると、お盆におしぼりとコップを載せて向かった。

　ここの店は食券購入タイプで、同時にメイドの指名をする。俺はさっきからテーブル中を飛び回っていた。

　だって廊下の写真は、俺おれが一番大きいのだ。しかもプロフィールとして、「ミスコン出場メイド」なんて書かれている。これじゃあ直じかに見てみようかと考える客が増えるのはあたりまえだ。

　これらの方針を決めたのは委員長さん。「ミスコンで瀬せ能のうさんに優勝してもらえれば、二日目の客も増加します」なんだってさ。やっぱ政治家の政策秘書やれば？

「お待たせいたしました、ご主人様」

　テーブルにおしぼりとコップを置く。座っているのは、中学生らしき男の子だった。頭を坊主にしており、純朴そうな体育会系だ。

　食券を半分千切る。中学生はなにも言わないが、俺の身体からだを食い入るように見つめていた。

　まあ、気になるよな。この服は肩がむき出しで、胸を強調するように絞り込んである。スカート部は非常に短く、背中ががばっと開いていた。足はブーツではなくタイツにヒール。会計さんが「やはりインパクトで勝負しましょう」とどこからか持ってきたのだ。

　俺の感想だが、こんなデザインを考えたやつは死ねばいいと思う。ずっと店内のあちこちから見られっぱなしなのだ。

「お、お姉さん」

　中学生が、たどたどしく言う。

「ミ……ミスコンに出るんですよね!?」

「……はい」

　なんとかスマイルを作りながら返事をする。

「おっ……応援してます……写真見て……すごく綺き麗れいだったから……」

　女と話すのに慣れてないのか、顔が真っ赤だ。

「……ありがとうございます」

「観みにいきます。がんばってください！」

　彼はそれだけ言うと、そのまま店を飛びだして、走り去ってしまった。

　日ごろ同級生の女の子と話したことがないんだろう。俺もそうだったから気持ちはよく分かる。だが今の心境は複雑。こうして年下を騙だましていくのか。

　せっかく置いたコップとおしぼりを、片付けることになった。

「ナツルたん、それはいいから、これ持ってって」

　副委員長さんにお盆を押しつけられた。彼女もメイド服だが、エプロンにロングスカートのまともな姿である。これが似合っていて実に可愛い。釈然としないなあ。

「あっちのテーブルね」

　指示されたところに行く。

「お待たせいたしました、ご主人……様」

　決まり文句を口にしたが、二の句が継げなくなった。座っている客は男子部二年四組、東ひがし田だたちだったのだ。

　こいつらは実に嬉うれしそうな顔で、俺おれのことを眺めていた。

「君が瀬せ能のうナツル!?」

　身を乗り出しながら訊きいてくるやつがいた。半はん澤ざわだ。

「……はい」

「うわ。うちのクラスにも瀬能ってのがいるんだけど、全然違うよ。美人だねえ！」

「……どうも」

　同一人物だよ。分かりっこねえと思うけどさ。

　半澤はどこかのネジが外れたらしく、「すげーすげー」を連発している。東田は東田で「俺はこの娘こを前から知っていた」と得意げに説明していた。

　俺は極力平静を装う。

「ご注文は以上でよろしいですか？」

「デートしてくれない？」

　東田が勢い込む。どこまで厚かましいんだ。

「も……申し訳ありません。そういうことは」

「前にオーケーって言ってくれたじゃん」

　言ってねえよ。

　心の中で毒づいたが、スマイルは崩さなかった。訓練のたまものだ。

「じゃあさ、一緒に写真撮とってくれないかな。記念にする」

「そういうサービスも……」

　やってないはずだ。客の回転が悪くなる。

「ありがとうございます。瀬能さんとの写真撮影は、こちらで承っております」

　どこからきたのか、委員長さんが横に立っていた。後ろでは、会計さんが電卓を叩たたいている。

「写真撮影のお値段は、お一人様五百円です。こちらで撮影及び現像まで受け持つ場合は、千円となってます」

　素早く差し出される料金表。いつの間に作ったんだ。

「……いい値段だなあ」

　半澤が愚痴る。

「謎なぞの美少女瀬能ナツルさんとのショットですから、十分お求めやすいお値段です」

「それもそうか」

　納得すんな。おい。

　美少女研究会の連中なので、カメラは所持していた。さっそく俺おれを中央にして並ぶ。シャッターを押すのは委員長さん。

「もう少し近寄ってください……そうですね。少しくらいなら、瀬せ能のうさんにくっついても構いませんよ」

　俺は構うよ。くっつくな。

「ではいきます……チーズ」

　ぱしゃっ。デジカメのメモリカードに、俺のメイド姿はこうして収められた。

　東ひがし田だは実に満足そうだった。

「ありがとう。ミスコン出るんだって？　応援するよ」

「……どうも」

　右手を差し出してくるが、俺は笑ったままで握手を拒否。

「……じゃ、会場で会えたら」

　東田は残念そうだ。誰だれが会うか。

　帰って行く連中を「いってらっしゃいませ」と送り出した。ご主人様、できればもう来ないでくださいませ。

「……これはいい稼ぎになりますね」

　会計さんが呟つぶやく。

「五百円、千円と単純な額にしたのもいい結果を生みそうです。手間取ることがありません」

「人をなんだと……」

「全すべてはミスコンのためです」

　彼女は俺の文句を封じた。そうか？

　委員長さんが壁の時計を見上げた。雰囲気を出すために、わざわざ古道具屋から取り寄せた振り子時計である。

「そろそろミスコンの準備では」

「そう……かな」

「ここはわたしたちに任せて、瀬能さんは会場へ」

「でも……衣装が」

「ここに」

　会計さんが紙袋を押しつけてきた。

「一式揃そろっています。これで完かん璧ぺきです。優勝間違いなし」

「はあ」

「会場も絶賛です」

　そうですかと中を見ようとしたら、会計さんにすごい勢いで止められた。

「ここでは駄目です」

「……えっ？」

「直前まで着替えないでください。見るのはそれからで」

「……なんで」

「なんででもです。さあ、早く」

　俺おれは二人に押し出されるようにして、「メイドのようなもの喫茶」から外に出た。





　　○






　ミスコンの更衣室は、校庭の一角に建てられたプレハブが使われていた。既存の建物を使用しないのは、盗撮を避けるためらしい。あらかじめカメラを仕掛けられたら困るので、わざわざ建てたらしい。ここと会場である女子体育館までは、天幕で目隠しがされた通路を伝っていくことになっていた。

　俺はまず、大会本部でエントリー手続きをした。係員は俺を見るなり「瀬せ能のうさんですね」と番号のついた名札を渡した。いつの間にか顔が知られている。百ゆ合り騒動を引き起こした新聞のせいか。

　会計さんに渡された衣装を持って、更衣室へ。扉は二重になっていて、中の着替えがのぞかれないようになっている。

　室内にはすでに、ほとんどの出場者がいた。さすが推薦されるだけあって、どの娘こも綺き麗れいだ。美人をこんなにたくさん拝んだことはないので、どうしても気後れしてしまう。

　どこか隅っこで着替えようと思った。

「あ、ナツルさん。こっちです」

　呼びかけてきたのは沙さ倉くらさんだった。

「そんな端じゃなくて、もっと真ん中に来ましょう」

「いや……隅で……」

「駄目です。綺麗な人は目立つ場所にいなきゃ」

　真ん中のテーブルの上に、荷物を置かされた。

　綺麗かどうかはともかく、確かにここは目立つ。周囲の女の子たちが、さっきからちらちらと視線を送っていた。

　俺の荷物の隣に、大きな紙袋があった。誰だれのだろう。

「これ、わたしのです。皆さんへのおみやげがあって」

　なんですか、それ。

　彼女は袋の中をがさがさやり出した。ビニールに包まれたものを取り出す。

「わたしの大切な子供たちです」

　臓物アニマルのぬいぐるみであった。こいつは俺おれでも名前を知っている。ユビツメイノシシだ。広域暴力団とタイアップをしようとして、総スカンを食ったものである。

「会った人たちにお配りしてるんです。一人でも多くの人が、臓物アニマルたちを好きになりますようにって」

　と沙さ倉くらさん。俺にも渡そうとしたが、丁重に断った。もう持っているので。

　しかしこれは、なんというか雫しずくの推測したとおりだ。沙倉さんと臓物アニマル。そして女子生徒。色んな意味で破壊力がある。

　俺も警戒しなきゃならないんだろうか。むー。雫に踊らされているようで気持ちが悪い。

「どうしたんですか？」

「……いや」

「着替えはあるんですよね」

「うん……」

　女子部二年四組の連中に持たされた服だけど。

「どんな服なんですか？　楽しみです」

「沙倉さんも……なんか……」

　俺は彼女の全身を見つめながら言った。すでに着替えていた。

「なんですか？」

「その……綺き麗れい……」

　沙倉さんは頰ほおを染め、「ありがとうございます」と答えた。

　お世辞ではない。俺は沙倉さんの服ならどれも素晴らしいと断言できるが、これは特別だった。なんとウェディングドレスなのである。

　真っ白な、花嫁さんが着るあれ。出場者にはレオタードを着て、身体からだのラインを強調する娘こも多いというのに、逆の発想だった。

　意表を突く姿ではあるが、なにしろ元がいいのですげー似合っている。場違いとかそういうのを軽く超越していた。

「褒めてもらえるなんて……嬉うれしい……」

「本当に……すごい……」

　ミスコンにはもったいないくらいだ。服装規定がないので、沙倉さんのクラスが搦からめ手てできたのだろう。頭の切れる参謀がついていたと見える。

「ナツルさんはどんなのですか？」

「……まだ、分からない」

　荷物はそれほど重くはないんだが、なんだか小物が多いような。

　中をのぞき込んだ。

「……!?」

　俺おれは悲鳴を急いで飲み込む。

「ナツルさん？　なにかあったんですか」

「い……いや……」

「服がなかったんですか」

「あったけど……」

「見せてください」

「……いや……まだ……」

　俺は後ろ手で袋を隠した。沙さ倉くらさんが口を尖とがらせる。

「あん。ナツルさんの着替えはわたしがお手伝いするんです」

「自分で……その……」

「着させてください」

　沙倉さんが迫ってくる。とその時。

「花嫁さんは……向こうで待機してください」

　俺たちの間に割って入る影。沙倉さんに言い放った。

「ここはじゃれる場所じゃありません。他の出場者の方のご迷惑になります……」

「……美み嶋しまさん」

　紅あか音ねだった。眼鏡めがねの奥から、沙倉さんを睨にらんでいる。












「なんで邪魔をするんですか。美み嶋しまさんとナツルさんに、どんな関係があるんです」

「あ……あたしたちはクラスメートです。友達です」

「わたしたちだってお友達です。デートもしたんですから」

「沙さ倉くらさんが無理に引っ張り出しただけじゃないですか。ナツルさんに映画まで付き合わせて……」

「よく知ってますね。わたしたちはそれだけ仲良しなんです」

「そんなことありません。あたしの方が……その……よっぽど仲がいいですっ」

　二人は一歩も引かなかった。どちらも小声だったが、ただならない雰囲気なので注目を集めつつある。うあ、皆みな川かわさんがこっち見た。

「そこをどいてください美嶋さん」

「どきません……ナツルさんはあたしが守るって決めたんです」

「なんですか、守るって」

　うむ。まったくだ。

「言葉通りです。悪い虫がつくといけませんから……」

「誰だれが虫なんですか。ナツルさんはわたしの気持ちを分かってくれています。守るのはお門違いです」

「あ……あたしは、どっちのナツルさんも守りますっ」

　はっきりと言い切った。え、どっちもって？

　二人は俺おれのささやかな疑問に答えてくれず、対たい峙じし続けている。Ｋ‐１グランプリ決勝のリング上みたいだった。

「沙倉さん、引き取ってください」

「引き取るなら美嶋さんです。部外者じゃないですか」

「部外者じゃありません」

「お手伝いの人は、ここまで入っちゃ駄目なはずです」

「今はお手伝いじゃありません」

　紅あか音ねはなんと、番号札を見せた。

「あ……あたしも、ミスコンに出るんですから、ここにいていいんですっ」

　これには沙倉さんだけではなく、俺も驚倒モノだった。

　今の紅音は地味の固まりで、特徴を探す方が難しい。あえて言えば眼鏡めがねと図書委員なところだが、どちらかというとマニアックな部類に入る。そんな彼女がミスコンに出るんだから、よほどの決心があったか誰かが焚たきつけたのか、あるいはその両方だろう。

　あらかじめ言っておくが、この段階では裏で糸を引いていたのが水み琴ことだとは知らなかったのだ。

「……じゃあわたしたちはライバルなんですね」

　と沙さ倉くらさん。

「そうです……」

「分かりました。今は引きます。でも覚えておいてください。わたしステージの上で、ナツルさんに告白します」

　えー、その格好で!?

　本気だった。目が真剣だ。あのですね沙倉さん、それはとても嬉うれしいんですが、できれば男の俺おれにやってもらえませんか。ミスコンでやられちゃあ逃げ道がありません。

　なんて、言いたくても言えなかった。聞いてもらえそうもない。それほど本気だったのだ。

　守ると啖たん呵かを切った紅あか音ねも、さすがに驚いていた。そうだろうな。

　沙倉さんは身を翻すと、控え室へ歩いていった。

「……びっくりした」

　なるべく小さく、俺は漏らした。

「……告白って……」

　紅音も驚いたままだ。

「沙倉さん本気です……どうするんですか……」

「どうするもなにも……それより、俺を守るってのは……」

「……あたしも本気です」

　そうでございますか。さりげなく頭痛の種が増えたんですが。

　問題は沙倉さんのことだ。ステージで告白か。しかもウェディングドレスで。そんなことされた日にゃ、翌日には知らない人のないカップルになっちまってる。おまけに沙倉さんファンは多いから、俺は脅迫に怯おびえながら日々を過ごすことになる。

「……予選落ちしようかなあ」

「それが……レギュレーションが変わったそうです。予選なしでやるって……」

「げ……」

　どうあっても出ろってのか。雫しずくのやつ、逃げ道がなくなったじゃねえか。

「ナツルさん、着替えは……」

「あ……そうだった……けど……」

　着替えたくない。俺は袋の中身を紅音に見せた。

「……なんですかこれは」

「会計さんの趣味、かなあ……」

　中にあったのは、革のパンツとサスペンダー、それにナチス親衛隊の制帽だったのだ。

　シャツのたぐいはナシ。つまり二本のサスペンダーだけで胸の大事なところを隠さなきゃならんわけで、どう贔ひい屓き目めに見てもシャーロット・ランプリングである。なに、彼女を知らない？　映画「愛の嵐あらし」で踊り狂っていたエロい女優さんですよ。

　おまけに鞭むちと短機関銃まで入っている。イタリアのＳＭ映画か。

「着るんですか……？」

「着ない……これ、パンツの縫い目がほつれやすくなってんだ。ステージに立ったら、バラバラになるんじゃないかな」

　そうやって人目を引こうという、恐るべき陰謀である。人間爆弾だ。

　これを着なかったら着なかったで、今のミニスカメイド服となる。ちょっと動いただけでパンツが見えるんだぜ。どうしよう。

「……あたし、別の服を取ってきます」

　そう紅あか音ねが言ってくれた。

「クラスにメイド服が余ってるはずです。ナツルさんは嫌かもしれませんけど……」

「いいよ。えり好みはできない」

　彼女は小走りに、更衣室を飛び出していった。

　俺おれはほっとため息をついた。なんでこんなに身辺が騒がしくなるんだ。紅音と沙さ倉くらさんには悪いが、いなくなったらだいぶ静かになった。

　しかしこうなると、「沙倉さんをサポートしよう」って計画も、考え直さなきゃならん。彼女に優勝して欲しかったんだが、へたすると結婚申し込みそうな勢いだぞ。

　更衣室も、すっかりひとけがなくなった。もうはじまるからな。

「顔色がよくないわね」

　ぎょっとして振り返る。雫しずくが立っていた。

「ずっと見させてもらったわよ」

「……いつからそこに」

「細かいことは気にしないの」

　気になるわい。ずっとってことは、沙倉さんと紅音の確執も知ってるだろう。なのに全然気配がなかったのだ。

「なんの用だ」

「私だって出場者よ」

　そういやそうだったな。

「着替えに来たの。他にも用はあるんだけど」

「……臓物アニマルか？」

「ええそう。楓かえでがたくさん配ってるわよね。出場者の女の子のほとんどが持っていたわ」

「止めろよ」

「なんて言って？」

　確かに禁止する理由はない。しかしメッセンジャーになる可能性があるんだから、理屈ぐらいつけろと思うんだが。

「誰だれかが新しいケンプファーになってもいいのよ。私の監視をしてくれればなお問題なし。私だって、その人に聞きたいことがあるから」

　なんか雫しずくが笑った気がした。うわー、やっぱり拷問するつもりだ。

「……じゃあ自由にしろよ」

「するわ。もしケンプファーを見かけたら知らせて」

「俺おれは本来、お前と敵なんだよ」

「貸しがあるでしょう。利子付きで」

「……分かったよ」

　くそ。この高利貸しめ。

　できることは少ないので、出場する女の子たちに注意を払っているとしよう。変身したり、臓物アニマルが喋しやべってから報告しても遅くはなかろう。あとは雫の仕事だ。

　俺は了解の合図に手をひらひらさせて、更衣室から出ていこうとした。

「あら、着替えは？」

「服を取りに行ってもらってるよ」

「そうじゃなくて、私の着替えに興味がないのね」

「ねえよ」

　食われちまいそうだ。

　雫はそんな俺に「つまらない男」と呟つぶやいていた。つまらなくて結構ですとも。

　そういや自宅でもこんなやりとりがあったな。なんだか雫と紅あか音ねが、だぶって見えた。





　　○






　ちょうど俺が着替え終わったころ、ミスコンはスタートした。

　女子体育館は超満員だった。星せい鐵てつ学院の男子部と女子部の生徒たちで、足の踏み場もない。噂うわさによると偽造チケットが出回り、定員を遥はるかに超える観客が集まったんだそうだ。

　熱気のため天窓は開けられ換気扇は全開になっている。それでもここだけ気温が上がったかのようだった。

「レディース、エン、ジェントルメン。あんど、おとっつぁん、おっかさん」

　マイクを握った司会が、懐かしのギャグをとばしている。

「ついにやってまいりました、ミス星鐵学院コンテスト。学院選よりすぐりの美女たちが、あなたの前に現われます。皆様目を見開いて、寝不足の方は目薬をさしてご覧ください。わたくし、司会の西にし乃のますみでございます。よろしくお願いいたします」

　立て板に水。パチパチパチと拍手が鳴る。ますみめ、姿を見ないと思っていたら、こんな仕事を請け負っていたのか。

「このコンテストは、観客の皆様が同時に審査員でもあります。お手元のボタンをご確認ください。わたくしの合図と共に押していただければ、こちらの掲示板に得票が瞬時に表示されます」

　ますみの背後には大きな電光掲示板があった。どこからか借りてきたやつらしい。この手のものを扱うレンタル業者があるんだそうだ。

「まだまだボタンは押さないでください。出場者はまだ幕の外、準備にせいを出しております。どうしても気になる方は、お手元のパンフレットでお名前を確認していてください」

　手慣れたもんである。いつもの語尾を伸ばした喋しやべり方ではない。二十以上の部をかけ持ちしているはずだが、アナウンス部ってのもあるのかな。

　俺おれは舞台の外から、ますみの様子をうかがっていた。この控え室からは舞台全部が見渡せる。観客席もよく見えた。なんか半数以上が美少女研究会謹製の冊子を手にしてるんだが気のせいか。

　一方控え室は、これがなかなか優雅なもので、決戦前の緊張感はそれほどきつくなかった。委員長さんあたりがいたら、興奮剤でも仕込んだところだ。

　ただし俺の両隣は話が異なる。右に沙さ倉くらさん、左に紅あか音ね。どちらも冷たい敵意を、俺を挟んで投げつけ合っていた。

「……美み嶋しまさんは、ずいぶん変わった格好なんですね」

　沙倉さんのジャブ。紅音はデニムに無地のシャツ、くたびれたジャケットと、なんかファッションを通り越してただの古着であった。

「それで観客の皆さんの心が摑つかめるんですか？」

「ほ……放ほうっておいてください。ナツルさんを護まもるだけなんですから、ミスコンの結果は関係ありません……。沙倉さんこそ……そんな長いスカートで、舞台に雑ぞう巾きんがけをする気ですか？」

　ウェディングドレスは通常、トレーンと呼ばれる部分を引きずるので、選ばれた子供が持ち上げて歩く。今はもちろん、その役がいない。

「言いましたね」

「さ……沙倉さんが言ってきたんです」

「ミスコンの中で、どっちがナツルさんにふさわしいか、決着をつけましょう」

「の……望むところですっ」

　なんだこの勝負は。紅音もそんな返事すんな。

　ちなみに俺の服装は、「メイドのようなもの喫茶」で使用していたメイド服。ロングのスカートであった。紅音が密ひそかに持ち出してくれたのである。

　言葉による牽けん制せいは終わり、あとは火花が散っている。真ん中の俺は、ただひたすら「早く終わってくれ」と念じているだけだった。

「そろそろ開始です。用意してください」

　係の人間が声をかけてくる。「はーい」と女の子たちは返事をした。

　舞台の上では音楽が鳴っている。スポットライトも浴びせられていた。

「ではまず一番の方です。一年五組の植うえ田だ牧まき恵えさん、どうぞー！」

　舞台に小柄な女の子が進み出た。ちょっと変わった形のセーラー服を着ているが、アイドルオーディションに受かったとの噂うわさ通り、顔は小さく、目鼻立ちがはっきりしていた。

「植田牧恵です。歌をうたいます」

　一礼すると、伴奏に合わせて歌い出した。

　曲は一世を風ふう靡びしたアニメソングであった。惑星の名前をつけた美少女な方々が戦うやつ。なるほど、あの格好はコスプレか。

　半端に古いため、会場に入っている客の大半は知らないようだ。俺おれも知らなかったのだが、紅あか音ねが耳打ちをしてくれた。さすが深夜アニメオタク。足を小刻みに動かしてテンポを取っている。

　一部観客も紅音の同類らしく、立ち上がって熱唱していた。男子も女子もいて、アニメーション文化の浸透ぶりを見せつけた。

　牧恵は調子に乗って四曲続けて歌い、ようやく終わった。拍手とともに引っ込み、代わりにますみが登場する。

「ありがとうございましたー。植田牧恵さんでしたー。ちょっと歌のジャンルがレトロでしたでしょうか。では会場の皆さん、スイッチをお持ちください。よろしいでしょうか……それでは、スイッチ、オン！」

　ぱぱぱぱっ。電光掲示板デジタル表示が回転する。ジャン、という音が流れて止まった。

「えー……百八十四点！　これはすごいですねー。一緒に歌ってはいませんでしたが、隠れファンがかなりいたようです」

　なに余計なことを言ってんだあいつは。あと、何点満点なんだよ。

「それでは次の方です。三年三組の皆みな川かわ瞳ひと美みさん、どうぞ」

　五十音順ではない。番号はランダムに決められていた。

　皆川瞳美はレオタード姿だった。陸上をやっているだけあって、見事な肢体だ。観客席の男連中から「おおっ」と歓声。

「皆川です。特技は四百メートル走……ですけど、ここでは無理なので柔軟をやります」

　彼女は身体からだをくねくねさせた。いや、くねくねは失礼だな。前屈やらなにやら、身体のあちこちを折り曲げている。酢を飲んでいるのかヨガの達人なのか、新体操の選手みたいだ。水魚のポーズもあった。

　のけぞるたびに胸が強調されるので、男どもが声を上げる。写真撮影は禁止だけど隠れて撮とってるやつはいそうだ。半はん澤ざわとか。

　彼女は軽く汗をかいたところで「終わります」と告げた。もっぱら男からの、盛大な拍手。

「はいどーも。レオタード姿もまぶしい皆みな川かわ瞳ひと美みさんでしたー。それでは採点です。スイッチ……オン！」

　ぱぱぱぱぱぱっ、ジャン。

「百九十……六。百九十六点！　皆川さんが先ほどの植うえ田ださんを上回って、トップに立ちましたー」

　会場が沸く。まだ二人しか出ていないが、やはり会場を巻き込む投票制度が盛り上げ役を担っていた。

　それからもコンテストは続く。舞台での芸も、歌や楽器演奏だけではなくコントをやったり暗算をやってみたり、手品でハトを飛ばした女の子もいた。

　徐々に順番が近づいてくる。俺おれはあとの方だ。

　なんだか緊張してきた。

　考えてみれば、大勢の前に立たされるなんて二度目の経験である。小学生のとき、横断歩道を渡るお年寄りの手を引いたということで、全校生徒の前で褒められたが、あれだって特技を披露したわけじゃない。

　それ以来、クラスの上限三十人を超える経験はない。口が回らなくなりそうだ。そう考えると、選挙で演説している立候補者ってたいしたもんだ。

　隣の沙さ倉くらさんもしきりとそわそわしていた。やっぱ緊張してるのかな。

「……来ないのかな……」

「えっ？」

「あっ、ごめんなさい。雫しずくちゃんがいないから……」

　と沙倉さん。そういや控え室に雫の姿がない。生徒会長ではあるが、ミスコン出場者なのだ。

「忙しいんじゃ……」

「でも……遅刻してるところを見たことがありませんから……」

　彼女はウェディングドレス姿のまま立ち上がった。

「探してきます……ナツルさん」

　なんでしょうか。

「一緒に来てもらえませんか？」

「……もう少しで、沙倉さんの番……」

「お願いします。雫ちゃんになにかあったら大変です」

　なにがあっても、あの女なら自力で切り抜けると思うんだけど。それでも沙倉さんが心配そうにしてるのは、幼なじみだからだろうな。

　俺おれは承諾した。隣の紅あか音ねが実に不機嫌そうだったが、仕方なかろう。

　控え室を出て舞台の裏手に回る。さすがに観客席に入るわけにはいかない。

　演劇用の大道具やら衣装やらが置いてある部屋に来た。

　沙さ倉くらさんがこっちを向く。

「……ここで、いいですか」

「え……？」

　沙倉さんは真剣な表情だった。そりゃ友達がいなくなったんだから真剣にもなるだろうが、なんか違くねえか。

「ナツルさん……わたし……わたし……」

「え……えっ!?」

　いきなり抱きつかれた。沙倉さんは両手を俺の背中に回して、がっしり摑つかんで離さない。

「さ……沙倉さん……なに……!?」

「すみません、こんなところに連れてきちゃって」

「……会長は……」

「噓うそなんです。雫しずくちゃんは心配いりません。ナツルさんと二人っきりになりたかったんです」

　彼女の瞳ひとみは潤んでいた。すごく可愛い。可愛いけど、なにこの状況。

　室内は薄暗い。その中で、女の俺はウェディングドレス姿の花嫁さんに抱きしめられていた。

「わたし……緊張しちゃって、不安なんです。ここで……ナツルさんとのことを、みんなに認めてもらいたいのに……」

　ある意味俺も不安だ。

「こんなことじゃいけない、いけないって分かってるのに、震えが止まらないんです……もう、駄目かもしれません……」

　駄目かもしれないのは俺の方だった。

　これが男の姿なら、沙倉さんを抱きしめ返して愛の言葉を囁ささやく。そんで白いジャケットを着て花嫁さんとゴールインだ。

　しかし今は女の姿。これで公認の仲なんてなった日には、二度と表が歩けなくなる。彼女のサポートをすると誓った俺の決意は軽く消し飛び、「どうしよう」という言葉だけが渦巻いていた。

「……ナツルさん……」

「は……はい……」

「わたしに……勇気を……いただけませんか……？」

　勇気ってなに。

　あらためて彼女を見て、俺おれは月までぶっ飛んだ。軽く上を向いて目を閉じているのだ。

「……あ、あの……」

「お願いです……」

　なんだよこのお願いは。あのときの雫しずくと同じだ。違うのは俺が女ってことだけ。男だったらなあ。この場所からさらってやんのに。そんでどこかの役所に勤めて、のんびりと暮らすんだ。

　現実逃避している場合ではない。役所はないが沙さ倉くらさんはいる。しかも俺におねだりのポーズだ。

　遠くではますみが、「どーもありがとうございましたー。次はお待ちかね、沙倉楓かえでさんでーす」なんて言っている。

　だが沙倉さんは離れようとしない。もらえるものをもらうまで、てこでも動かない気だ。サラ金の取り立てか。

「沙倉さんの……番……」

「分かってます……早く……無理は言いませんから……」

　それが無理なんですってば。

「あの……やっぱり……」

「軽くでいいんです……ください……お願い……」

「鉛弾でよけりゃあ、くれてやろうか」

　いがらっぽい堀ほり江え由ゆ衣いみたいな声と共に突き出されたのは、拳けん銃じゆうの銃身だった。

　変身した紅あか音ねは俺と沙倉さんの間に割って入っていた。正確には割っているのは拳銃で、猛犬女は目を血走らせている。

「戻ってこねえと思っていたら、こんな薄暗えところでファック寸前ときた。ピンクフラミンゴの俳優より始末におえねえ。おめえたちはなんだ、さかりのついた犬か？」

　犬はお前だろ。

　もちろんそんなことは言えない。迂う闊かつなことを口走ったら、こいつはためらわずに発砲する。それくらい怒っているのだ。

「あ……あなたは誰だれですか」

　気丈にも沙倉さんが問いかけた。

「このクソ野郎の相棒だよ」

「……もしかして、前に図書館で……」

「ほー、よく覚えていたな。褒めてやるよ」

「わたしたちになにをするつもりですかっ」

「なにを……？　おいクソ女、見て分かんねえのか。ああ？」

　紅あか音ねは銃口を沙さ倉くらさんへ向けた。

「こいつに手ぇ出すとはいい度胸だ。感謝の気持ちで．45ＡＣＰをぶち込みに来たって寸法だ。守るだけじゃつまんねえ。敵は見つけて殺バラさねえとな。『索敵と攻撃サーチ・アンド・デストロイ』ってやつだ」

「あ……あなた、ナツルさんとどんな……」

「ケンプファーだよ」

　あ、この野郎、バラしやがった。ふざけんな。

　舞台では、沙倉さんが登場しないのでますみが小話を披露していた。「準備に時間がかかってるようですね。しばらくお待ちくださーい。知ってますー？　トキワ荘の地下って、藤ふじ子こ不ふ二じ雄おのＡとＦ以外のアルファベットが全部埋められていたんですよー」。知らねえよそんなヨタ。

「そんなわけだ。アーメンでも念仏でも好きなのを唱えな」

　引き金に指をかけている。沙倉さんは硬直したまま。まずい。

「馬ば鹿か、やめろっ」

　とっさに俺おれの身体からだが動いた。片手で銃身を摑つかみ、もう片手は紅音の腹に押し当てる。

　ここで魔法ツアウバーを発動させるわけにはいかない。拳けん銃じゆうよりも超自然現象っぽいから、ごまかしがきかないのだ。はったりだったが、紅音には通じたようだ。

「ナツル、てめえ……」

「沙倉さん」

　俺は猛犬女を無視した。

「は、はいっ」

　反射的に彼女は返事をする。

「ここはいいから、舞台に出ちゃって。逃げちゃってもいい。この女は……説得する」

　うわ、すげえたくさん喋しやべった。男の俺と同じ声だから、極力黙っていたのに。

　沙倉さんがどう感じたかは知らないが、

「分かりました。舞台に出ます。せっかくナツルさんが、助けてくれたんですから」

「……いいから早く」

　彼女は走り去った。ウェディングドレスだから、そんなに走れないけれど。

　俺はほっとして手を引っ込めた。途端に、

　ばこっ。

「……ってえ……」

　銃のグリップで、したたかに殴られた。眼前では猛犬女が、狂気の色とタンゴを踊っている。

「余計なことをするじゃねえか」

　歯を嚙かみしめる音まで聞こえそう。

「ああしないと、お前撃っただろ」

「撃ったよ。それがどうした。楓かえでの脳みそはブタと同じ匂においがするって噂うわさだ。確かめてえんだよ」

「なに考えてんだ」

　どんな本を読んだらそんな言葉遣いを覚える。図書館には悪口辞典でもあるのか。

「気にいらねえぜナツル」

　紅あか音ねは俺おれの頭に銃を突きつけ、わざとらしくこすりつけた。脳の奥までごりごり響いてくる。

「なにが気に入らないんだ。お前は短気すぎる」

「なにもかもと言いてえが、特にクソアマへの態度だ」

「クソアマとか言うな。沙さ倉くらさんの悪口は……」

「そいつだよ」

　猛犬女は引き金に指をかけていた。うわ、危ねえ。

「おめえがクソアマに『さん』づけすんのがムカつくんだ。あの女のどこがいい」

「いいとこならたくさんあるぞ。まず美人だろ。それに態度……」

「おめえの理由が知りたいわけじゃねえ」

　紅音はいっそう引き金に力を込めた。馬ば鹿か馬ば鹿か放せ。死んじゃうだろ。

「あたしがこんなに腹を立ててることだよ。そいつをおめえに分からせてえんだ」

「知ってなんの得があんだ」

　また銃口を押しつけられる。

「分かるか？　あたしが怒っている理由だ。たりねえオツムで悩んでみやがれ」

　少し考えた。

「……なんだかさっぱりだ」

　正直に返事。なんでこのお犬様は、こんなに吼ほえていらっしゃるんでしょうね。

　紅音の顔色が変わった。

「……ほう、こいつはあたしが今まで見たどんなテストの解答よりもすげえ。最悪だ。おめえが砂漠のサボテンよりも役立たずに見える」

　なんだそりゃ。なんで正直に答えたのにそんなこと言われなきゃならないんだよ。

　しかしなにを話そうが、こいつは聞いてくれそうにない。

「よろしゅうございますかナツルの旦だん那なぁ。このあたしは楓のアホになら、鉛弾をいくらでも配達してさしあげますよ」

「その注文、キャンセルしろよ」

「いいや、料金は後払いで結構だ」

　会場がどっと沸いた。「きれーい」やら「素敵」やら歓声がここまで届いてくる。沙倉さんがウェディングドレスで登場したのだ。ますみも興奮している。

「いやこれはすごい！　二年二組沙さ倉くら楓かえでさん、花嫁衣装での登場です」

　拍手と声援。光が漏れているのでのぞいてみると、客席は全員が立っていた。

「緊急ですが、沙倉さんにインタビューしたいと思います。どのような理由でその服装を!?」

「その……見せたい人がいて……」

　うおおと地鳴りのような声。

「どなたなんでしょーか!?」

「まだ秘密です。もう見てはもらったんですけど」

　ひゅーひゅーぱちぱちぱんぱん。口笛に拍手になぜかクラッカー。もうカーニバル状態だ。

「ということは、幸せなことに？」

「それは……まだ。でもこの姿で迫っちゃいます」

「おー、それはすごい。どこの幸せ者でしょうかー。……おや、持ってるのはブーケですか？」

「はい。客席の皆さんにお渡しして、幸せのお裾すそ分わけを」

「ほー」

　また客席が沸く。「こっちこっち！」「思いっきり！」と声が飛んでいる。

　盛り上がりはここまで十分に伝わっていた。そして声と比例するようにして、紅あか音ねの不機嫌さは増していった。

「かっこつけやがって、クソアマが……！」

「騒ぐなよ」

　舞台の沙倉さんが客席に背を向けた。ブーケを両手で持つ。

「じゃあいきますね。いち、にの、えいっ」

　ぶちっ。

　ブーケが千切れたのではない。俺おれに銃を突きつけていた女の血管が切れたのだ。間違いない。確かに聞いた。

「……あのアマ!!」

　紅音は部屋を飛び出した。




　見知らぬ女こと紅音が舞台に現われたとき、会場は大興奮状態だった。沙倉さんのウェディングドレスとブーケのパフォーマンスは、それくらい衝撃的だった。

　そこに登場したのが銃を振り回した猛犬女である。

「おい、楓！」

　紅あか音ねは拳けん銃じゆうをまっすぐ沙さ倉くらさんに向けている。そこで観客も気がついた。

「くだらねえ大道芸やりやがって、このあとは告白タイムか？　順番間違ってるぞ」

「……また、邪魔するつもりなんですか」

「邪魔どころか撃ち殺してえ気分だよ。すましたツラしやがって」

　舞台袖そでではますみが、必死に名簿をめくっていた。

「えーとー……こちらは二年四組の美み嶋しま紅音さん……じゃないや……。あっ、今訂正が入りました。美嶋さんが棄権されたため、謎なぞの少女Ａさんが出場されてます。新しいパフォーマンスです！」

　なんだそりゃ。好都合だが。

　舞台では殺気だったやりとりが続いていた。

「花嫁さんを撃ち殺せるなんて、ショットガン・ウェディングたあこのことだ」

「告白を邪魔するんですね」

「そう言いてえが、さっきちらっと見えちまったんだよ。ブーケの中になにを入れた？　花だけじゃねえな」

　沙倉さんが怪け訝げんな顔。

「なんのことです？」

「……答えねえ気か」

　紅音の目が細くなる。緊迫感あるやりとりに、会場は息を吞のんでいる。映画みたいだが、こっちはぼやっとしている場合じゃない。駆け出した。

　俺おれは舞台に登った。紅音は沙倉さんへの銃口を微動だにさせていない。今にも発砲しそうだ。

　ケンプファーの力を利用してジャンプ。二人の間に着地した。

　沙倉さんをかばうように立つ。紅音が驚く。

「邪魔だ、どけ！」

「やめろ、撃つんじゃない！」

　なんか見得を切ってるみたいだ。「おっと、ここで花嫁を守る正義の味方が登場です。二年四組、瀬せ能のうナツルさんです！」とますみが絶叫。

　パフォーマンスの続きだと思って客が騒いだ。よく聞くと「あの服じゃない！」「たばかったな！」と悲鳴がする。委員長さんたちか。

　紅音は客席に注意を払っていなかった。

「そこをどきやがれ、そいつはなんか知ってる！」

「今じゃなくていい。銃を引っ込めろ」

　紅音はなにを推測したのか分からないが、場所が場所だ。ここはまずいだろう。

「てめえ、そんなに楓かえでの台詞せりふが聞きたいか」

「そうじゃない。こんなところじゃ……」

　引き金に力が込められてるのが分かった。まずいっ。

　紅あか音ねが撃った。俺おれは沙さ倉くらさんを抱えて跳躍。ケンプファーの力はこんなときに役立つ。

　弾は反対側の壁に穴を開けた。客が演技だと思ってくれますように。

　着地して、沙倉さんの頭を押さえながら転がる。そこに弾丸が続けて着弾する。

　紅音も床を蹴けっていた。距離を詰めてくる。目つきがマジだ。本気も本気、まったく手抜きをしないつもりだ。

「一緒に死にてえようだな!?」

　ごめんだが、沙倉さんを助けないと。

　もう一度抱えて横に跳ぶ。紅音は走りながら撃つ。偶然も手伝って、なんとかかわした。舞台の上は銃声で満ち、それがさらなる興奮を引き起こしていた。

「すごい演技です！　一人の花嫁を巡る二人の少女の争い！　文化祭一のエキサイト、今観みずしていつ観ろというのでしょうか！」

　ますみはもうリングアナだ。観客は戦闘に酔ったズールー族みたいに足を踏み鳴らしていた。

「逃げるんじゃねえよ！」

「逃げなきゃ撃つだろうが」












　どっちにしたって撃たれてるけどな。

「止まってりゃ楽に殺してやるよ！」

「そんなの……あっ！」

　俺おれは足をもつれさせた。沙さ倉くらさんのウェディングドレスを踏んづけたのだ。

　転倒したが、なんとか起きあがろうとする。そこに見えたのは、紅あか音ねの手にした黒い銃口。

「……捕まえたぞ」

　猛犬女の毛は、冗談抜きで逆立っていた。

「かばうのをやめろ」

「……お前撃つだろ」

「撃つよ。だが聞きたいことがあるんだ。さっきのパフォーマンスで、あたしはピンときた。こいつは絶対なにか知ってる」

　あのブーケ投げか？

「なにかって……なんだよ」

「なにかさ。言葉にはできねえ。でも感じた。ケンプファーの勘ってやつだ」

　こいつはべらべらケンプファーだって名乗りやがって。観客席までは聞こえてないみたいだが、沙倉さんにはバレちゃったぞ。

「お前……雫しずくみたいなこと言うんだな」

「ふん、あの会長様と同じかよ。まあいいや。その女は殺す」

　どうしよう。沙倉さんは俺の腕の中にいる。渡すべきか渡さざるべきか。紅音の言うこともなんだか引っかかる。だけど従ったら冗談抜きで命がない。

　俺は黙った。じれた紅音が接近してくる。と、

　頭の上から、影が舞い降りた。

　黒髪のセーラー服。いや、あれはプラチナブロンドだ。雫である。俺と紅音の間に着地をした。

「あーっと、また乱入者です！　生徒会長の三さん郷ごう雫さんが登場しました！　短剣を持ってるのがしびれます！」

　ますみはマイクを振り回さんばかりだ。

　雫が告げた。

「おやめなさい」

「邪魔するんじゃねえ！」

　猛犬女が発砲。雫はなんと短剣で弾はじき飛ばした。会場のあちこちから声援が飛ぶ。

「会長頑張れー！」

「知らない人も負けんなー！」

　観客は大騒ぎだ。舞台の上だということも相まって、絶妙のパフォーマンスになっていた。

　激げつ昂こうする紅あか音ねに、鎖つきの短剣が突きつけられる。

「目の付け所は褒めてあげる。でもまだその時じゃないの」

「知るか。おめえに従うかよ！」

「お願いじゃないのよ。やめるの」

　雫の瞳ひとみにも、本気の色が漂っていた。

　ただならぬ気配に、紅音は台詞せりふを飲み込んだ。そしてにやりとする。

「おもしれえ。ここで勝負といこうじゃねえか」

「そうもいかないわ」

「ふざけんな。受けてもらうぜ！」

「……なら、寝てもらうわよ。あなたたち全員に」

　雫しずくが動いた。

　それはまさに風。短剣が目にもとまらぬ速さで舞い、俺おれと紅音、沙さ倉くらさんの腹部にまで直撃する。

　刺さりはしなかったが、衝撃で内臓がひっくり返った。

「ミスコンの総仕上げね……おやすみなさい」

　薄れゆく意識の中、最後に聞こえたのは、ますみの「えーと、勝者は生徒会長でーす！」との叫びであった。





　　○






「はっ！」

　俺はばっと跳ね起きた。寝かされていたのは白いシーツの上。頭の上は低い天井。

　女子体育館の舞台ではない。更衣室であった。

「平気ー？」

　横で座っていたのは水み琴ことだった。どうもずっといたらしく、なんだか眠たそうだ。

「意識なかったから、心配したよ」

「おう、多分大丈夫……って、うおっ!?」

　自分の身体からだに焦った。男に戻っていたのだ。

「どしたの？」

「いや、だって、その……男」

「頭打った？　あんた男じゃん」

「そうだけど……」

　幸い俺おれと水み琴ことしかいなかった。もう着替えや荷物もないから、ここに連れてこられたんだろう。服はメイドの格好ではなく、男子用制服だった。誰だれが着せたんだ。

「なあ……お前が運んできたのか？」

「違うよ。生徒会長。なんかあんた、ミスコンの観客席で倒れちゃったんだって？　すごい熱気だったから、のぼせたんだろうって言ってたけど」

　うわあ、じゃあ俺の着替えも雫しずくがやったのか。裸を見られたのかなあ。

　ベッドから降りようとする。別にふらついたりはしなかった。

「靴はいてよ」

「ミスコン、誰が優勝したんだよ」

「生徒会長」

　水琴は言った。

「もうダントツ。四百五十六票だったかな。あのパフォーマンスの中で、一番格好よかったもんね。すぱっと場を締めちゃったし。沙さ倉くらさんもいいとこまでいったんだけどね」

　とにかく存在感が圧倒的だったという。そりゃあの美び貌ぼうであんなことされちゃ、ねえ。

「みんな本気の演技だったから、手に汗握ったよ。女のナツルもなかなかやるわ」

　そりゃどうも。褒め言葉だと思っておくよ。

　更衣室のドアが開く。入ってきたのは噂うわさの雫だった。

「目が覚めた？」

　おかげさまで。

　水琴が軽く頭を下げて挨あい拶さつ。

「ごめんなさいね近こん堂どうさん。押しつけたみたいで」

「いえ」

「向こうに生徒会でお菓子を用意したわ。召し上がって」

「はい。じゃあ遠慮なく」

　彼女はうきうきしながら出ていった。

「……優勝できなくて、残念だったわね」

　雫はベッドに腰かけた。

「別にいいよ」

「あなたも十分格好よかったわ」

「相棒が短気なんでな。そういや、あいつは？」

「保健室。怪け我がはなし。楓かえでも無事」

「よく友達を殴れるな」

「最善の方法をとっただけ」

　そうかもしれんが、それだけでもなかろう。

　雫しずくは沙さ倉くらさんがモデレーターと関係あるんじゃないかと言っていた。紅あか音ねも「なにか知ってる」と叫んでいた。これでなにもないなんて信じるのは、よほどのお人好しだ。

　多分事態は動き出している。知らないところで。

「……そういや、あんた臓物アニマルになんかあるって言ってたな。確かミスコンの最中になにか起こるんじゃないかって」

「ええ。そうね」

「なにかあったか」

「特には。配った楓かえでが、一人で喜んでいたわね」

「じゃあ沙倉さんは関係ないんじゃないのか」

「本気でそう思ってる？」

　目をのぞき込まれた。ごめんなさい。思ってません。

「そういうことよ。たまたま今日が平穏だったってこと」

　平穏ねえ。舞台上でのことを思い返す。

「波風は十分立ってるぜ」

「それも感謝して。あの場を収めたのは私よ」

「はいはい。分かってますよ」

「足りないわね」

　は？　なにを言い出す。

「これだけ貸しがたまったら、少しは返済してもらわないと」

「借りなんか──」

　いきなり、制服のネクタイを摑つかまれた。

　ぐいっと引っ張られる。一瞬で雫の顔が目の前に来た。

　声は上げられなかった。俺おれの口は、雫の唇によって塞ふさがれていた。

「──これくらいかしら」

　唇が離れる。こっちはまったく動けなかった。

「今のは利子分。残りはいずれ」

「な……な……」

　雫はすたすたと扉に歩いていく。出ていく気だろうが、今の俺はとても追いかけられない。全身が痺しびれていた。

「そうそう。このこと、美み嶋しまさんに言わない方がいいわよ」

「……なんで」

　ようやく発声できると、雫はあっさり答えてくれた。

「殺されたいの？」

　ばたんと扉の音がして、彼女は出ていった。

　俺おれは一人、更衣室に取り残されていた。唇にはほんのりと雫しずくの感触が。

　あの……はじめてだったんですが。





　　○






　水み琴ことはジュースをがぶ飲みしていた。朝から色々なところを回っていたので、体内が水分を欲していた。

　グレープフルーツジュースを三回お代わりし、ようやく人心地つく。

「ふう……」

　喉のどは満足した。しかし心の中は、ちょっとよろしくない。

（……なんで会長が？）

　ミスコンが終わったあと、伸びているナツルを押しつけられたのだ。更衣室に運ぶと言われて手伝ったのだが、彼はのぼせたようには見えなかった。砂漠やジャングルで同じ症状は見たが、なにか違う。

　気絶するような事件でもあったのだろうか。なにか陰謀の匂においがしてくる。

「むむ……」

　考えを巡らせる。不意に肩を叩たたかれた。

「水琴ー！」

　ますみだった。ジュースを片手にハイになっている。

「あらますみ、ご苦労様」

「いえーい。どうだったあたしの司会」

「うまいね。藤ふじ子こ不ふ二じ雄おはどうかと思うけど」

「そーかなー」

　けらけら笑っていた。酒でもないのに酔っぱらっているみたいだ。

「そういやさー、沙さ倉くらさんのブーケ、水琴が受け取ったんでしょ」

「これ？」

　手元の紙袋を見せる。

「偶然よ。落ちてきたんだもん」

「偶然が大事じゃん。きっと幸せになるよー」

「結婚なんて早いよ」

　苦笑しながら袋を開けた。中にあるのは楓かえでが投げたブーケ。女の子としては、捨てるわけにはいかない。

「……あれ？」

　気づかなかったが、造花に隠れるようにしてなにかがあった。手を突っ込む。

「なんか……」

　水み琴ことは取り出した。ぬいぐるみであった。

「……臓物アニマルだ」

　楓かえでが一緒に投げたのは、臓物アニマルの新作、チッソクノライヌであった。

　ますみが珍しそうに、

「へー。これ沙さ倉くらさんの趣味ー？」

「そうみたい。なんか変だね……ん？」

　水琴はチッソクノライヌに耳を近づけた。

「どしたの？」

「……聞こえなかった？」

「なにがー？」

「これ、喋しやべったみたい」

　ますみは笑い出した。

「まさかー。ぬいぐるみが喋るわけないじゃん」

　水琴はまじまじとチッソクノライヌを見つめる。変化はない。

「……そうだね。まさかね」

　彼女はぬいぐるみを、紙袋にしまい直した。












あとがき







　築つき地じです。けんぷファーも三冊目となりました。今回は文化祭、ミスコンです。ナツルも出ます。だって女の子だから。高校レベルでミスコンというのもあまり聞きませんが、とりあえずうちの母校には「クラス全員が変な顔をしたのを写真に撮とり、貼はりだして投票する」があったのも事実です。誰だれが優勝したかは忘れました。嬉うれしかったのかな。




　そんなわけで文化祭です。本文中にも書きましたが、文化祭はクラスが団結するいい機会です。どことなく他人行儀な人も、この独特の盛り上がりにはいやでも馴な染じまざるを得ません。これは一種の魔力だと思います。準備からあわせてあの数日感は身体からだが痺しびれる体験でした。もっとも中にはどこかの教師のように、「俺おれが学生の時は、文化祭でもクラスに溶け込めなかったんだよねー」と冷水ぶっかけるのもいます。

　今回の話で、文化祭企画「休きゆう憩けい所じよ」なるものが出てきますが、実在しました。といっても企画書レベルです。母校の文化祭で、あまり考えるのが嫌になったあるクラスが、「休もう。寝よう」と編み出した技なのです。凄すごいところはお客さんに寝てもらうのではなく自分たちが寝ることで、なんの意味があるのかまったく不明でした。教師がものすごく怒っていたのが印象的。これは私がいたクラスのことではありません。

　うちは当初、どこからか仕入れてきたお面を売るという投げやりな企画でした。全くぱっとしなかったので、二年目には「マジシャン」と称してクラスの巨漢に海パン一丁で走り回らせるという、前衛芸術じみたことでスマッシュヒット。「どうかしてる」との評価を得ました。Ｕさんという学年きっての美人に、「あのクラス、馬ば鹿かだよね」とストレートな感想をもらったのもいい想おもい出です。海パンの巨漢はＵさんに憧あこがれていたので、軽くへこんでいました。

　ちなみに我々はその巨漢に、「Ｕさんははたして経験があるかどうかで激論を交わしていたお前らにも責任がある」となじられていました。ねーよ。




　ではまた。
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　イラストレーター

　せんむ

　　東京在住の睡眠大好き絵描き。

　　スケジュールは睡眠が中心、削るのは作業。

　　割りとサッカー好きの元気無さそうな坊主頭。
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